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　　プロローグ




「ふう、実み山やまの温泉と比べたら、うちのお風呂もなんか小さく感じるわね」

　そんな事を言いながらパジャマに着替えた梅もい花かが寝室に入ってくる。

「だよねえ。でも理り事じ長ちようさんは、あそこで何かお仕事を始めるつもりなんでしょ」

　自分のベッドに寝っ転がったパジャマ姿の愛まな花かは、何かの本を捲めくりながらそう言った。

「そうみたいね。でもそうなればうちもお客さん増えるんじゃないの。行き帰りに寄っていく人もいるでしょ」

　濡ぬれた髪をぬぐいながら梅花はそう答えた。

「そううまくいくかなあ。でも理事長さん、しっかりしてるよね。私と大して歳も変わらないのに」

「え、まぁ……。そうよねえ」

　言うまでもなく愛花は、殻から間ま高校理事長神か室むろ実み紫し磨まの正体を知らない。見た目はせいぜい中学生ほどの紫磨だが、遠い昔に魄はく型がたと化しており、本人もすでに正確な年ねん齢れいは覚えていないようなのだ。

「なに見てるのよ？」

　梅花は話を逸そらせようと愛花が見ていた本を覗のぞき込む。よく見るとそれは本ではなかった。アルバムだ。春はる人んどは昔からカメラが趣味。言うまでもなく銀ぎん塩えん写真の頃から始めており、デジタルカメラに移行した今でも、写した写真は一枚一枚プリントしてアルバムに貼はっているのだ。どうにも記録媒ばい体たいに移してデジタルフォトフレームやテレビやパソコンで見るのはお気に召さないらしい。

「見て見て、懐かしいでしょ！」

　愛花は少し前のページを捲り、梅花の目の前にそれを広げた。そのページに貼られた写真には喫茶店クリンゲルを背にしたセーラー服姿の梅花と、ブレザーの制服を着た健けん児じ、そしてランドセルを背し負よった愛花が写っていた。

「やだぁ、これ中学の入学式で写した写真じゃないの」

　セーラー服とブレザーは殻間中学の制服である。

「こっちはほら、小学校の運動会。お兄ちゃんもいるよ」

　ページを捲ると体操服とジャージ姿の健児と梅花、そして愛花が弁当を囲んでいた。小学校高学年の時に行われた運動会でのスナップショットだ。

「うわぁ、なんか今見ると妙に恥ずかしいわねえ」

　ベッドに座ると梅花もアルバムを覗き込み、はにかむように笑う。見ると愛花が寝転がっているベッドには、他にも数冊のアルバムが放り出してある。表紙を見るとどうやら年代別に整理してあるようだ。梅花はその中から一番、新しいものを手に取り、ページを捲った。

「こっちは今年のね。中学の卒業式と……、これは高校の入学式か」

　写真が貼ってあるのはアルバムの前半分ほどのページ。その一ページ目にはセーラー服で卒業証書が入った筒つつを手にした梅花の姿。後ろには殻間中学の校門が写っている。そして二ページ目には真新しい殻間高校の制服を着た梅花が、校門の脇にある桜の木を背に写っていた。同じページには健児と一緒に写った写真や、冴さえや優ゆう香かたち一同との集合写真も貼ってある。

「最近の見ても面白くないでしょ？」

　アルバムを捲る梅花に愛花は不思議そうな顔でそう言った。

「まぁそれはそうなんだけど……。なんか懐かしいなあ、考えてみれば半年くらいしか経たってないのに、すっごい昔の事に思える」

　妙に感かん慨がいにふけった顔でそう言う梅花に愛花は首を傾かしげた。愛花はまだ知らない。梅花は殻間高校へ入学してからの半年で、一生分にも相当するほど様々な経験を経へてきたのだ。

　川に落ち、健児の手により魄型となり、梶かじの葉は姫ひめ役に選ばれ、絲し織おりの糸し寄き神がみ騒動があり、そして実山の暴ぼう走そうしかける等々。その中で粒たま子こや真ま実さね、パティ、弾だん指したちとの出会いもあった。

「半年しか経ってないんだよね……」

　入学式の写真の中で微笑ほほえむ自分に梅花はそう語りかけた。

　大変な半年間だった。悲しかったり辛つらく思ったりする事もあったけど、今では不思議なくらい楽しく思い起こせる。

「こっちは梶の葉姫祭りの時よね。で、次は……。きゃ、なによこれ!?」

　ページを捲った梅花は思わず声を上げていた。その写真の背景はいま梅花たちがいる部屋。その部屋にピンクのビキニ姿の梅花が肩からタオルを掛けて立っているのだ。視線の先には姿見があるはず。どうやら買ったばかりの水着に着替えて、鏡を見ていたところを誰かに隠し撮どりされていたらしい。

「愛花ぁ～～！」

　さすがに春人もそこまではしないはず。写真の解かい像ぞう度どやアングルから察して、どうやら愛花が携帯のカメラでこっそり撮っていたようだ。

「御ご免めんなさい、御免なさいってば！」

　手近にあったクッションを振り上げる梅花に、愛花はきゃあきゃあ騒ぎながらも一応は謝あやまってみせる。

「だってお姉ちゃん、可か愛わいかったんだもの」

「可愛いって……。で、でもだからって隠し撮りはないでしょ、隠し撮りは！　お父さんもこんな写真貼らなくてもいいじゃないの」

　梅花は思わず頰ほおを赤くする。

「伯お父じさんにはちゃんとお姉ちゃんの許可取って撮さつ影えいしたって言っておいたから。伯父さん、お姉ちゃんが新しい水着姿を見せてくれないって嘆なげいていたんだよ」

「嘆くほどの事じゃないでしょ。娘の写真くらいで」

　クッションを下ろした梅花は憤ふん然ぜんとした面おも持もちのままアルバムへ向き直る。

「その頃、お姉ちゃん、なんか様子おかしかったじゃないの。お店がお休みなのに、開店準備始めたりして」

　アルバムの写真を横から覗き込んで愛花が言った。

「私も気になっていたし、伯父さんも気にしていたみたいだよ」

「そ、そうだっけ？」

　写真の日付を確認すると、梅花が見み戸と川がわに落ち魄型となってから一カ月ほどが経過した頃だ。あの頃はまだ自分がどうなってしまったのか把は握あくできず、ふとした事で簡単に命令受付状態になってしまっていた。

「慣れなのかしらねえ」

「慣れ？」

　思わずそうつぶやいた梅花に愛花が聞き返した。慌てて梅花は言い繕つくろう。

「ほら、あれよ。高校に進学して環境の変化とかあって、まだそれに慣れてなかったんじゃないの？　五月病みたいなものよ」

「ふ～～ん……」

　完全に納なつ得とくしたわけでもないだろうが、愛花はそれ以上、聞き出そうともしなかった。

　そういえばこの水着、健児と一緒に買ったのよね……。

　梅花はその時の出来事に思いを巡めぐらせた。
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　最近、お姉ちゃんの様子がおかしい。うまく言えないけど、なんかお姉ちゃんの行動に違い和わ感かんがある。

　玖く鈴りん愛まな花かはそう感じていた。

　今朝もそうだ。今日は日曜日。梅もい花かの父で愛花の伯お父じである春はる人んどは、朝早くから出かけており、夕方までは帰らない。そんなわけで喫茶店『クリンゲル』は一日休業のはずだった。




「ん～～？」

　衣きぬ擦ずれの音で愛花は目を覚ます。うっすらと目ま蓋ぶたを開けると、閉じたカーテンの向こうから差し込む朝日の中で、梅花が着替えているところだった。

「あ、起こしちゃった？」

　梅花がウェイトレス衣装のスカートを上げながらそう声を掛けてきた。

「先にお店の準備してるからね。愛花はもうちょっと寝ていていいわよ」

「うん……」

　そう答えて愛花はまた毛布を被かぶってしまう。そしてしばしの間、まどろみを楽しんだ後、ハッとして飛び起きる。

「お姉ちゃん!?」

　愛花がうとうとしている間に、すでに梅花は着替えを終えて部屋から出ていってしまったようだ。

　さっき見たウェイトレス衣装に着替える梅花は、ひょっとしたら夢だったのだろうか。愛花はパジャマ姿のまま飛び起きると慌てて、二人で共用しているウェイトレス衣装用のクローゼットを覗のぞき込む。

　間違いない。クローゼットの中に下がっているのは愛花のものだけ。一回り大きな梅花のウェイトレス衣装はそこになかった。

「お姉ちゃん！」

　パジャマ姿のまま寝室から飛び出した愛花だが、店先の方から音がしたのに気付いて慌てて着替えに戻る。どうやら梅花は店先に出て掃除を始めているらしい。

　もう一度、枕元の目覚まし時計を確かく認にんする。時刻は八時過ぎ。確かにいつもの日曜日ならそろそろ開店準備を始めている時間だ。しかし今日は店がお休み。せっかくだから少し寝坊しようと目覚ましは掛けていなかった。

「もう、何してるのよ。お姉ちゃんは！」

　愛花はぶつくさと文句を言いながらパジャマを脱ぎ捨てる。

「今日はお店休みだって、伯父さんも昨日の夜に言ってたじゃないの。なんか変だよ、最近……」




「お姉ちゃん！」

　日曜日という事もあり、いつもよりも遅めの朝食を終おえ、自分の部屋に戻ってきた健けん児じの耳に愛花の声が飛び込んできた。

「何してるのよ、お姉ちゃん。今日はお店休みでしょ!?」

「え？　だって……」

　健児はＴＶのリモコンへ伸ばしかけた手を止める。

「ほら、ええと。いつもは今頃の時間にお店開けるじゃないの。だからそうしてるだけで……」

　梅花の声が聞こえてくる。春人が朝から出かける為ため、今日は一日『クリンゲル』は休み。昨晩、梅花と愛花からそんな話を聞いていたのを健児は思い出した。

　まさか、これでも駄だ目めなのか？

　一カ月と少し前、梅花は市内を流れる川に落ち、肉体的には死亡状態となってしまった。健児は曾そう祖そ父ふたちが研究していた『魄はく力りき車しや』を用もちいて何とか梅花を蘇そ生せいさせたのだ。もっとも健児と梅花の曾祖父が研究していたのは『完全服従する不死の兵士』。梅花は蘇生したものの、健児に完全服従する体質になってしまったのだ。そして梅花が蘇生する時、健児が命じてしまったのが『いつも通りの玖鈴梅花』。

　今の梅花は無意識のうちにその命令のまま『いつも通り』に行動している。『いつも通り』で対たい処しよできない時は、健児の命令が必要になるのである。

　健児は部屋の窓を開けて身を乗り出した。自分の家の屋根が邪じや魔まになるが、思いっきり身体を伸ばせば、喫茶店クリンゲルの店頭にいる梅花と愛花の姿を何とか視界に捉とらえる事ができる。梅花はチロル風のメイド服。喫茶店クリンゲルのウェイトレス衣装だ。一方、愛花はスウェット姿だ。慌てて飛び出してきたのだろう。栗色の髪をまとめる暇ひまもなくそのままだ。

「でも今日は伯父さんがいないから、二人だけじゃ大変だよ」

「うん、それは分かっているけど。だから一応、お店開ける準備だけよ」

「……はぁ？」

　遠目にも愛花が怪け訝げんな顔をしているのが見て取れる。そんな愛花に構かまわず梅花は店の前に立て看板を出すなど開店の準備を進めている。

　やばい！　健児は慌てて部屋を飛び出して階段を駆かけ下りた。梅花が健児の命令を必要とする条件は『いつも通りの梅花』という前ぜん提ていに反した行動を取らねばならない場合。そして梅花が魄型として蘇生する時に耳にした『ハンドベル』の音を耳にした時だ。もっともそれだけで絶対というわけでもない。梅花本人の精神状態も強く影響しており、確実にこれだとも言えないのが現実だ。

　結局のところ、健児は梅花から目を離せない状況なのである。




「だからぁ！」

　さすがの愛花も少し焦あせり始めてきた。

「今日はお店、お休みするの！　お姉ちゃんと私だけじゃ、手が足たりないでしょ？　それに私、午後から友達とお買い物に行く約束があるんだから！」

「うん、準備するだけだって。お店が休みなのは、分かってるから。休みなのは……」

　あれ……？　何か様子が変だ。戸と惑まどいがちに首を傾かしげていた梅花の面おもてから徐じよ々じよに表情が消えていく。

　その時である。突然、健児の声が響ひびいた。

「ちょ、ちょっと待った！　梅花!!」

　愛花が頭を巡めぐらせると健児が自宅の玄関から飛び出してきたところだ。

「お兄ちゃん？」

「梅花、ちょっとこっちに来い！」

　健児にそう言われても梅花はすぐに反応しない。どこか呆ほうけたような表情をしたままだ。愛花がそんな梅花の方へ不安げな視線を向けた時だ。

　どこかでベルの鳴る音がした。梅花がいつも持ち歩いていた、母の形かた見みのハンドベルの音だ。今もハンドベルはウェイトレス姿の梅花の腰に下がっている。しかしハンドベルの音は少し離れた場所から聞こえたように愛花には思えた。

「梅花、いいからちょっとこっちに来い！」

　健児が繰り返す。

「Gern. そちらに行きます」

「ゲ……、え、なに？」

　梅花が口にした妙な言葉に愛花は首を傾げる。しかし梅花はそんな愛花に構かまわず、その横を通り抜けて健児の方へ歩み寄っていく。

「愛花ちゃん、すぐに終わるから。ちょっと待ってて」

　そう言うと健児は梅花の手を引き、慌てて両家の間にある狭い隙すき間まに入り込む。愛花に背を向けたまま、健児はひと言、ふた言、何か梅花に言っているらしい。

　首を傾げた愛花が数歩、歩み寄った時だ。

「分かってるわよ！」

　やにわに梅花が声を張り上げた。

「もう、いちいちそんな事まで命令されなくても大丈夫よ！」

　踵きびすを返した梅花が頰ほおを膨ふくらませたまま愛花の方へ戻ってくる。

「だって愛花ちゃんが心配してるみたいだし……」

「それは分かってるけど……。だったら、昨日の夜にちゃんとしておいてくれれば良かったのに」

「いや、俺もこういう状況になるとは思ってなかったから。ちゃんと小お父じさんから話を聞いていたはずだし……」

　梅花の剣けん幕まくに健児はほとほと困り果てているようである。これまでにもよく目にした光景ではあるが、愛花はなにか引っかかるものを感じた。

「ひょっとしてお姉ちゃんとお兄ちゃん、ケンカでもしてるの？」

　愛花は首を傾げながらそう尋たずねた。

「別に……」

　言いかけた健児を梅花が遮さえぎる。

「そんな事ないわよ。いつもと同じじゃないの。ねえ、健児？」

「う、うん。まぁそうかな」

　口元は笑みを繕つくろっているが顔は笑っていない。言げん外がいの迫はく力りよくに押されるように健児も肯うなずいてしまう。

「そうそう。だから愛花も気にしすぎだって」

　梅花はそう言うと、店の前に出したばかりの立て看板をしまい始める。

「やっぱり今日はお休みにしましょう。二人だけだと大変だもんね」

「う、うん」

　そう言う梅花を愛花は不思議そうに見るだけだった。




「それじゃ、また明日、学校でね～～」

「うん、さよなら。気をつけて」

　愛花は友達に手を振り返した。喫茶店クリンゲルが一日休みとなり、愛花は約束通り友達とショッピングモールでの買い物を終えたところ。すでに時刻は夕方になっている。

「さて、どうしようかな。バスの時間にはまだ余裕があるし……」

　携帯を取り出し時間を確認する愛花に聞き覚えのある声が掛けられた。

「あれ、愛花ちゃんじゃないの？」

「冴さえちゃん？」

　振り返ると少し後ろに皐さつき冴の姿があった。やはり冴も買い物の帰りらしく、小さな紙袋を提さげていた。

「どうしたの、ひょっとしてデート？　隅すみに置けないなあ、愛花ちゃんも」

「デ、デートじゃないもん！」

　からかわれていると分かっているのだが、それでも愛花は真っ赤になって反論する。

「そういうところ、梅花とそっくりよねえ。本当の姉妹みたい」

「従い姉と妹こだもん。似てるのは当たり前です。それより冴ちゃんも今日は買い物？」

「うん、さっきまで優ゆう香かと一緒だったんだけど。そこで別れたばっかり。同じバスよね？　ちょっと時間あるからスタバでも寄っていく？　気前のいいお姉さんが奢おごってやろう」

「うん、奢りだったら」

　笑って肯く愛花に冴も苦笑を返す。

「まったく、ちゃっかりしてるんだから……」

　ショッピングモールの中にあるコーヒーショップへ向かいながら、冴は少し視線を泳がせてから、おずおずと口を開く。

「ええと、それでさ……。その後、どうなってるのかな？」

　その様子から冴が何を言いたいのか、愛花にはおおよそ予想が付いていた。しかしつい今しがたからかわれた事もあり悪戯いたずら心が芽生える。

「ん、なに？　お店の事？」

「そうじゃなくて、ほら……。あの事よ、そう言えば分かるでしょ？」

「え～～、愛花、分かんな～～い」

　そう言われて冴はようやくからかわれていると気付いたようだ。

「もう、愛花ちゃん！　年上を茶ちや化かさないの!!」

　今度は冴が頰を赤らめる番だった。




「……それで、相変わらずなんでしょ。梅花と健児は」

　コーヒーショップのテーブルに着くと、冴はそう切り出した。

「うん、まぁ……」

　モカフラペチーノのストローを咥くわえた愛花の答えは今ひとつ歯切れが悪い。

「どうかしたの？　なにかあったの」

　身を乗り出す冴に愛花は慎しん重ちように言葉を選びながら答えた。

「ええとね、なんかまたケンカしてるみたいなの」

「なんだ、またか」

　嘆たん息そくする冴に愛花は食ってかかる。

「もう、またかじゃないでしょ。冴ちゃんと違って私は、ずっとお姉ちゃんと一緒なんだから。お姉ちゃんが機き嫌げん悪いと、すぐにこっちにもしわ寄せが来るんだからね。今朝だって……」

「なんかあったの？」

「うん、今日は一日お休みのはずだったんだけど、お姉ちゃん、朝から開店の準備始めちゃったのよ。私が止めたんだけど、全然聞かなくて」

「なに、その原因が健児なの？」

　アイス抹まつ茶ちやラテを飲みながら冴が尋ねる。

「う～～ん、よく分かんないけど……。お兄ちゃんが飛び出してきて、何か話したらすぐに止やめたから、きっとそうなんじゃないの？　ケンカでもして虫の居所が悪かったんだよ」

　愛花はそう言うが、冴は少し険けわしい表情で何か考え込んでいる。

「冴ちゃん、どうしたの？　冴ちゃん」

　名前を繰り返し呼ばれてようやく冴は我に返る。

「あ、なんでもないない。ちょっと別の事、考えていただけだから。それにしても相変わらずねえ。あの二人……」

　抹茶ラテのストローを指の間に挟はさんだまま、冴はまた何か考え込み始めた。もっとも先程とは違い、徐々に口元がにやけてくる。

「冴ちゃん、また何か企たくらんでる～～」

　愛花にそう指摘されても、冴は否定しない。

「はい、もちろん企んでますよ。ほら、この前の映画でデート作戦は結局、梅花の事故でうやむやになっちゃったでしょ？　だからもう一度、何かできないかと思ってさ」

　冴のその言葉に、一瞬きょとんとしたものの、愛花はすぐに笑い返した。

「ふふふ。相変わらずお主ぬしも悪よのお、越えち後ご屋や」

「いえいえ、お代官さま程ほどではありませぬ」

　ＴＶの時代劇が大好きな愛花の冗談にすぐさま冴も乗った。つまり合意に達したというわけだ。













「それなら善は急げね。こういう時に頼りになりそうな人の連絡先、聞いておいたのよ。ちょっと待って」

　そう言うと冴は携帯を取り出し、誰かに電話をかける。

「あ～～、どうも皐冴です。ちょっと折り入って超ちよう科か学がく的てき先輩にお願いしたい事がありまして……」

「あ～～、あの人か……」

　その名前に愛花は期待と不安が入り交じった複ふく雑ざつな笑みを浮かべるだけだった。しかしそんな二人も、すぐ背後のテーブルでキャラメルマキアートのカップを傾かたむけていた客の正体には気付かなかった。

「……ふふふ。あんたたちがお代官さまと越後屋なら、差し詰ずめ私は美び貌ぼうのくのいちってところね」

　そうつぶやくとその客、殻から間ま高校新聞部部長刈かり安やす茜あかねはカップを下ろしてほくそ笑む。今日はたまたまショッピングモールにある映画館へ来ていたところ。帰り際に一緒に歩く愛花と冴を見かけ、密ひそかにつけてきたというわけだ。

　あの二人の組み合わせ、何かあると思っていたんだけど。ビンゴだったわ。

「さぁて、面白くなりそうね！」

　思わずそう口走ってしまい、怪訝な顔で後ろを振り返る愛花に見つからぬよう、茜は慌てて首を引っ込める。

「はい、はい。そうですね。じゃあ来週の日曜日辺あたりがいいかな。……どう？　愛花ちゃん」

　冴にそう声を掛けられて愛花は背後の不ふ審しん者しやの事は忘れてしまったようだ。

「うん、昼からなら大丈夫だと思う。どうせお店も暇ひまだし」

「ＯＫ。じゃあ来週の昼に。第二次デート計画は、このショッピングモールでお買い物作戦という事で！」

　ＯＫ！　座席に隠れた茜も密かにサムズアップして応こたえていた。




「ねえ、お姉ちゃん。今度の日曜日、水着、買いに行かない？　冴ちゃんたちも誘ってさ」

　そして次の週末、梅花は愛花からそう提てい案あんされたのであった。

「え、水着？」

　学校の授業が終わった後、喫茶店を手伝い、それが一段落したら実み山やま地下にある実験施し設せつで健児が進めている魄はく型がたの研究を確認する。そんないつも通りの一日を終え、ベッドに転がっていた梅花は怪訝な顔を愛花に向ける。

「なによ、いきなり水着なんて……」

「ほら、水着セールやってるんだよ。結構、可か愛わいいのもあるし」

　そう言うと愛花は朝刊に入ってきたショッピングモールのチラシを広げる。

「駅前でいいの？　どうせなら渋谷辺りに出ない？　急ぐわけでもないでしょう？」

　興味がないわけでもなさそうだ。梅花は愛花が机の上に広げたチラシを覗き込む。

「ええと、だってほら。お小遣いが残ってるうちに買っちゃわないとね。月末になったら、夏休みも始まってるし、お金も残ってないと思うんだ」

「ふ～～ん」

　慌てて取り繕う愛花だが、梅花はさして疑問には思わなかったようだ。今回のお買い物デート作戦の場所は、殻間駅前のショッピングモールという事で計画されている。折より水着セールのチラシが入ってきたので、愛花はそれをチャンスと話を持ちかけてみたのである。

「でも今年、海に行くかどうかは分からないなあ。臨りん海かい学校には行くけど、学校指定の水着だし……」

「でもプールには行くでしょ？　今のうちに買っておこうよ。遅くなると可愛い水着、売り切れちゃうかも知れないでしょ」

「う～～ん、でも日曜日はまたお店のお手伝いがあるし……」

　まだ決めかねている梅花に、愛花は重ねて言った。

「午後は暇だし大丈夫だよ。それにこの前の事もあるから、お姉ちゃんも少し羽を伸ばした方がいいって、伯父さんも言ってたじゃないの」

　この前の事とは、喫茶店が休みなのに梅花が開店準備を始めてしまったあの一件だ。事情を知らない春人は梅花が疲れているのだと思い、少し店の手伝いを休んではどうかと言ったのである。今日もいつもより早く店の手伝いを切り上げていた。

「そうねえ、確かにここんところ土日は店の手伝いばっかりだったし……。ちょっと買い物に行くのもいいかな」

　好感触！　その答えをチャンスと見た愛花は畳たたみかける。

「それに去年までのはワンピースだったし、ビキニなんかもいいんじゃないの。お姉ちゃん、スタイルいいんだから」

「おだてたって何も出ないわよ」

　そう言う梅花だが悪い気はしないようだ。鼻歌交じりでチラシを眺ながめている。

「高校生なんだもの。ちょっと大人っぽいのもいいよね。お兄ちゃんも喜ぶだろうし」

「……はぁ？」

　愛花のその言葉に梅花は思いっきり怪訝な顔をする。

「どうしてここで健児が出てくるのよ？」

「だってせっかく新しい水着買うんだよ。誰かに見て貰もらわないと損じゃないの」

「損得じゃないでしょ。それにどうしてわざわざ健児に見て貰わなきゃならないのよ」

　梅花の頰が少し赤らんでいるのを愛花は見逃さなかった。

「そうだ！」

　わざとらしくぽんと手を叩くと愛花は言った。

「どうせならお兄ちゃんにも一緒に来て選んで貰おうか」

　愛花がそう言った瞬間だ。梅花の頰がその名の通りに真っ赤に染そまる。

「そ、そ、そんな事できるわけないじゃないの!!」

「どうして？」

「それはその……」

　少し言い淀よどんでから、梅花はハッとして答えた。

「そうだ。健児、今度の日曜日は超科学的先輩の言いつけで買い物に行かなきゃならないって言ってたっけ」

「ほんと？」

　聞き返す愛花だが、実のところこの話は知っていたのだ。

「うん、超科学部の実験でどうしても必要なものがあるんだって。通販とかできない品物だし、超科学的先輩も忙いそがしいから、駅前でメモだけ受け取って健児だけが行く予定なんだけど……」

　梅花がその話を聞いたのは、今日の夜、実山地下の実験施設での事。その場には超科学的先輩こと岸きし田だ粒たま子こも同席していたのだ。しかしよもや愛花と粒子が示し合わせていたとまでは思わない。

「そっか。それじゃ仕方ないね」

「そうねぇ……」

　その一瞬に浮かんだ梅花の表情を愛花は見逃さなかった。

「がっかりした？」

「はい？」

　また梅花は頰を染める。

「だからぁ、お兄ちゃんと一緒に水着選びできないんでがっかりしたんじゃないかなって……」

「そんな事、あるわけないでしょ！」

　わざとらしくそっぽを向くと、梅花はドアの方へ歩み寄る。

「歯を磨いてくる。今日はもう寝ちゃいましょ」

　寝るにはまだ少し早い時間だ。照れくさくなりこの場を逃げ出そうとしているのは明々白々だ。

「ええと、それから……」

　ドアを開き、廊下の方へ一歩踏み出してから、梅花は愛花の方へ視線だけ送ると言った。

「日曜日、水着買いに行きましょ。どうせ必要になるんだから、確かに早めに買っておいた方がいいかもね。冴や優香にはあたしから声を掛けとく」

　そういうと梅花はそそくさと部屋から出ていった。

「難儀だなあ」

　ぱたんと閉められたドアを見ながら、愛花はそうつぶやいた。そして自分のベッドに歩み寄ると、とさりと仰向けに倒れ込む。

　しばらく無言のまま白い天てん井じようを見上げていた愛花だが、ベッドサイドに置いてあった自分の携帯を手に取り再び仰向けになる。

「もうちょっとはっきりしてくれないと……。私だってどうしていいか分かんなくなってくるじゃないの」

　ぶつくさとそんな事を言いながら、愛花はどこかへ送るメールを打ち込んでいた。




　そして次の日曜日。

「あのぉ、いいんですか。刈安部長？」

　そう尋ねるのは殻間高校新聞部部員。

「いいに決まってるじゃないの！」

　刈安茜は力強く断言した。

「今の時代はプライバシーを理由に、一般市民の知る権利がないがしろにされているのよ！　報道を志こころざす私たちが、ここで退ひいてどうするの！」

　そう言う茜は頭にハンチング、大きめのサングラスに派は手でなボーダーのカッターシャツと妙に目立つ出で立ちだが、本人はこれでも変へん装そうしているつもりなのである。

　変装の理由は言うまでもない。健児と梅花のデート現場をスクープする為だ。それが冴と愛花の仕込みであってもこの際、気にしない。それが刈安茜の性格だった。

「はぁ。言ってる事はもっともですけど、でも同じ学校の生徒がデートする現場をスクープするのと、知る権利はあんまり関係ないと思いますが……」

　そう言う副部長の後ろで肯く四、五人の新聞部員たちもそれぞれ変装している。もっとも茜のように目立つ事はなく、それぞれ普段着とさして変わらない格好だ。

「うちの学校の生徒たちは知りたいと思ってるでしょ？　学園のアイドル、玖鈴梅花さんの彼氏。噂うわさになってるお相手の荒あら城きくんだって、一部女子には人気あるのよ。これを逃すわけにはいかないじゃないの！」

「知る権利ですか……」

　副部長はそうぼやき嘆息した。

　茜以下の新聞部員たちは、殻間駅前のショッピングモール側そばの生いけ垣がきに隠れていた。ショッピングモール側からは見て取れないが、反対側の車道からは丸見えである。通り過ぎるクルマの中から、驚いたように茜たちを見ている人もいた。しかし他の新聞部員はともかく、茜はまったく気に掛ける風もない。

　その時だ。新聞部員の一人がショッピングモールの入り口の方を指さして言った。

「部長！　玖鈴さんですよ」

　部員が指さす先には、一ひと際きわ目を引く金髪ツインテールの少女がいた。すぐ横には小柄な栗色の髪の女の子。間違いなく玖鈴梅花と従姉妹の愛花だ。先に来て涼すずしいショッピングモールの中で待っていたのだろう。冴と優香が中から出て梅花たちを迎むかえる。

「行きますか？」

　声を潜ひそめて部員が尋ねる。茜は肯き答えた。

「うん。じゃあ予定通りＢ班は玖鈴さんたちを追って。後から荒城くんが来るはずだから、私たちはそっちを追うわ」




「結局、荒城くんは来ないんだ～～」

　友とも利り優香が少しからかうように言った。

「水着選びだもん。男の出る幕はありません」

　梅花はそっぽを向いてそう言った。

「またまたぁ。本当は見て欲しいくせに」

「関係ないでしょ！」

　梅花はむきになって冴に言い返した。

　その時だ。愛花は背後から何か視線を感じた。振り返ってみると、高校生くらいの男女数人が、慌ててアクセサリーの店に飛び込むところだった。何か不審なものを感じた愛花だが、冴が声を潜めて話しかけてきたので、そちらに気を取られてしまう。

「……それで、健児には気付かれてない？」

「うん、多分」

　梅花は優香と昨日見たテレビドラマの話をしていて、冴と愛花の会話には気付いてないようだ。

「あとは予定通り超科学的先輩が、健児をここへ誘ゆう導どうしてくれるのを待つだけね」

「そうだね」

　そう答える愛花は少し寂さびしそうに見えたが、冴は特に言及する事はしなかった。




「え、ショッピングモールじゃないですか？」

「その通りだ。残念ながら粒りゆう子し加か速そく器きでも電波天文台でもない」

　買い物に行って欲しいものがある。超科学的先輩こと岸田粒子からそう頼まれ、殻間駅前に呼び出された健児だが、すぐさま路線バスに乗せられたのだ。どこまで行くのかと思いきや、粒子は駅のすぐ側にあるショッピングモールの前で降りたのである。

「歩けば良かったじゃないですか？　っていうか、最初からここで待ち合わせればいいでしょ」

　健児が怪訝に思うのも無理はない。駅から歩いてきてもものの数分しかかからない。

「この炎天下、歩くのもきついからなあ」

　そう言いながら照りつける太陽を見上げる粒子は、学校にいる時と同じく白衣を羽は織おっている。

　暑いなら白衣を脱げばいいじゃないかと思う健児だが、粒子には言うだけ無む駄だとも分かっている。

「それで、ここで何か買い物があるんですか？」

「うむ。意外と自然食品や健康食品、それにノーブランド良品のアイテムには、使い勝手がいい品があるのだ。専門業者に少量発注するよりも安上がりだしな。そんなわけで君にはそれらの買い出しをして貰おう」

　そう言うと粒子は健児にメモ数枚と一万円札を渡す。

「おつりはお駄だ賃ちんだ」

「……あの、それで先輩は？」

「私は私でここで買う物があるのでな」

　粒子はそう言いながら持ってきた大きなバッグをぽんと叩いた。それは確か粒子が趣味にしている変装用衣装やアイテムが入っているバッグだ。

「それでは後は頼んだぞ、荒城くん！」

　粒子はシュタッと手を挙あげると、バッグを小脇に抱かかえてショッピングモールへ駆け込んでいった。

「ああ、ちょっと……。行っちゃったか……」

　健児はため息をつきながら渡されたメモをよく確認する。ビタミン剤やサプリメント。アルミ製缶ペンケース、アロマキャンドル、スチールカップ等々。

「これ、一万円で足りるのか？」

　そうぼやきながら健児はショッピングモールへと向かう。

　そうか、そういえば今日だっけな……。健児は梅花と愛花が水着を買いに行くと話していたのを思い出した。

　一応、携帯で連絡してみるかな……。

　一度はそう思ったものの、すぐに考え直す。

　声を掛けられたわけでもないし、水着選びに男がいるんじゃやりにくいだろうな。連絡するにしても、一段落した頃を見み計はからってメールでも送ればいいだろう。

　健児は一人で肯きながらショッピングモールへ入っていった。




「荒城くんも入りましたね」

　ショッピングモールの前で見張っていた新聞部員は、部長の茜にそう言った。

「うん。思った通り、皐さんや岸田さんがデートをセッティングしていたわけだ。よし、それじゃ私たちは荒城くんを追うわよ！　Ｂ班と連絡を密にして、二人を見失わないように!!」

　茜はそう指示すると自みずから率先して隠れていた生け垣を飛び出していった。

　健児に悟さとられぬよう、少し距離を置きながら跡あとをつけ、ショッピングモールへと入り込む。刈安茜以下の新聞部員たちの行動を、ショッピングモールに入ってすぐのコーヒーショップの前に立って眺めている少女がいた。今時、珍めずらしい三つ編みにセーラー服の女子高生だ。

「……やれやれ」

　三つ編みのその少女は度の強そうなメガネをかけ直してぼやく。

「なんか視線を感じると思ったら、また新聞部の連中か。相変わらずもてもてだな、健ちゃんは。ここは先輩として一肌脱いでやろうじゃないか」

　言うまでもなくその地味目の少女は、素す早ばやく変装した超科学的先輩岸田粒子であった。




　その頃、梅花たちはショッピングモールの二階にあるスイムウェアショップにいた。

「ねえねえ、これなんてエロ可愛くていいんじゃないの？　梅花、スタイルいいから似に合あうよ」

「さすがにこれは……、エロ可愛いというよりは、単にエロいだけじゃないの」

　梅花は冴とそんな事を言いながら水着を選んでいる。

「こっちなんていいかな。ビキニだけど、可愛いし」

「え～～、子供っぽいんじゃないの？」

「そういう優香だって、小学生みたいな水着じゃないの」

「いいの、私はどうせスタイル悪いんだから」

　その会話を聞いていた愛花の携帯がバイブレーションでメールの着信を伝える。梅花に悟られぬよう、背を向けて携帯を確認すると粒子からのメールが入っていた。

　予定通り健児はショッピングモールに入っていった。そこまでは良し。問題は刈安茜以下の新聞部が健児を尾行しているらしいという連絡だった。

「冴ちゃん、ちょっとちょっと」

　水着を数着手に、意見を求める振りをして愛花は冴に声を掛けた。

「これ、どう思う？」

　水着の間に携帯の液晶画面を隠して愛花は尋ねる。

「いいんじゃないの。あと、これはちょっとなあ……」

　冴は水着の間にある携帯の画面を指でなぞる。そこにあるのは新聞部の事。

「ちょっと困りものよねえ。でもまぁなんとかなるんじゃない」

　そして声を潜めて付け加える。

「……超科学的先輩がなんとかしてくれるでしょ。こっちは予定通りにいきましょ」

「うん。そうする」

　愛花は肯くと、ひまわり色をしたワンピース水着だけ手元に残し、梅花の方へ歩み寄っていく。

「ねえ、お姉ちゃん。これどうかな？　冴ちゃんはこれがいいって言うんだけど」

「う～～ん、ちょっと子供っぽいんじゃないの？　もうちょっと落ち着いた色でも似合うと思うんだけど……」

　そんなやり取りをしている梅花と愛花を横目に、冴は優香を手招きして呼び寄せる。

「なになに、どうしたの冴ぽ？」

　優香にはデート作戦の事は話していない。結構、口が軽いところがあるので情じよう報ほう漏ろう洩えいを恐れた為であるが、当の冴は自分自身から今回の一件が漏もれた等とは夢にも思っていないだろう。

「ちょっとあっちで時間潰つぶさない？」

　冴が視線を向ける先には喫茶店があった。

「え、でもまだ……。水着、決めてないし」

「いいから、いいから。水着は一いつ旦たん、置いてきて。詳くわしい話はあっちでするわ」

「う、うん」

　なんだかよく分からないうちに優香は肯く。

「お姉ちゃんは決まったの？」

　梅花と愛花はまだ話を続けている。

「うん、こっちかこっちかな。あれもいいんだけど、ちょっと高いから」

「駄目だよ～～、子供っぽいじゃないの。ちょっと高くても、あっちの方がいいんじゃない？」

　愛花の指さす先には、かなり大人っぽい黒のビキニの水着が掛かっていた。

「さすがにあれはちょっと……。こっちでいいわよ。可愛いもん」

　少し照れくさそうに梅花は言うが、愛花は頻しきりに黒のビキニを推すい薦せんする。

「絶対、お姉ちゃんにはあっちが似合ってるわよ。そうだ、試着させて貰ったら？　店員さんに聞いてみるね。店員さ～～ん、あれ試着いいですか？　いえ、私じゃなくてお姉ちゃんなんですけど……」

「ちょ、ちょっと愛花！」

　勝手に話を進める愛花に戸惑う梅花は、ようやく冴と優香が姿を消している事に気付いた。

「あれ……？」

　しかしそれ以上、訝いぶかる間もなく愛花が言ってきた。

「試着ＯＫだって。さ、お姉ちゃん」

「あの、だって。その……」

　戸惑っているうちに梅花は愛花によって試着室の方へ連れていかれてしまった。




「さて、一階にある店の買い物はこれでＯＫだな。最後は二階で……、ええとビーチサンダルとゴム製スイミングキャップ。絶ぜつ縁えん体たいにでもするのかな。そうなると……」

　スイムウェアショップだな。だけど待てよ……。エスカレーターでショッピングモールの二階に上がった健児は気が付いた。

　これを買うにはスイムウェアショップに行く事になる。すると梅花たちと鉢はち合あわせする可能性が高い。

　まさか……。一瞬、超科学的先輩に嗔はめられたかと思う健児だが、すぐにその疑ぎ念ねんを打ち払う。

　超科学的先輩は梅花たちが買い物に来る事は知らないはず。冴や愛花が画かく策さくした事だとは思いもしない健児はそう自分を納なつ得とくさせた。

　まぁ見かけたら声くらいは掛けるか。愛花や冴、優香も一緒らしいし、あまり邪魔しちゃ悪いだろう。

　健児はそう考えながらスイムウェアショップへ足を向ける。その後ろからは変装した茜以下の新聞部部員たち。さらにエスカレーターの側にある喫茶店では、冴が健児が上がってくるタイミングを見計らっていたのだ。

「よし、愛花ちゃんに連絡と……」

　喫茶店の中から、気付かれぬようエスカレーターの方を見ていた冴は、健児がスイムウェアショップへ向かうのを見て、愛花にメールを送信した。

「もう、そういう事ならちゃんと教えてくれればいいのにぃ」

　冴の向かいでは事の次し第だいを告つげられた優香が唇くちびるを尖とがらせている。

「だってあんた、口軽いじゃないの。敵を欺あざむくにはまず味方からとも言うし」

「ちゃんと黙だまっていろって言うなら、黙ってるもん。それに……。あれ……」

　優香は窓の外を歩くその人影に気付いた。

「あの人、新聞部の刈安先輩じゃないの？」

　冴も視線を戻して確認する。屋内のショッピングモールだというのにハンチングにサングラスという妙な格好。そして目立つボーダーのシャツ。本人は変装しているつもりなのだろうが、新聞部の刈安茜というのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ありゃま。健児ってばつけられているのに気付いてないのかしら。まったく……」

　そうぼやきながら冴は再び携帯でメールを打とうとする。しかし途中で手を止め、内容を打ち直した。

「これは愛花ちゃんよりは、こっちに知らせた方が面白いし確実よねえ」

　冴が選んだ送信先は、やはりこのショッピングモールのどこかで待機しているはずの、超科学的先輩岸田粒子の携帯であった。




「はい、殻間高校科学部ですね」

「いえ、違います。超科学部です。超をつけて下さい。お願いします」

　スイムウェアショップの店員は、健児の言う領収書の宛あて名なに思いっきり怪訝な顔をする。さっきから領収書を貰う度たびにこんな反応をされているので、健児の方はもうすっかり慣れてしまった。

「さて、残りは……」

　おつりと領収書を受け取った健児が頭を巡らせた時だ。突然、背後から愛花の声が聞こえてきた。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

　振り返るといつの間にか愛花が健児のすぐ後ろにいるではないか。いるのは分かっていた健児だが、やにわに後ろから声を掛けられたのには少々驚いた。どうも愛花は健児に悟られぬよう近づいてきたようだ。

「どうしたんだよ、愛花ちゃん。梅花や冴たちは？」

「しぃ～～」

　愛花は悪戯っぽい笑みを浮かべると、唇の前で一本指を立て黙だまっているように伝える。

「お兄ちゃん、こっちこっち……！」

　声を潜めてそう言うと、愛花は健児の手を引き、スイムウェアショップの奥へと連れていく。そこに梅花たちがいると思った健児だが、みんなの姿は見えない。あるのは試着室だけだ。

　え、試着室？

　狼ろう狽ばいして一瞬、棒立ちになる健児の後ろに回ると、愛花はその背を押しながら言った。

「どう、お姉ちゃん？」

「うん、まぁまぁだけど……。やっぱりこれ、私には大人っぽい……」

　そう言いながら試着室のカーテンを開けて出てきたのは、黒のビキニを身につけた梅花だった。




　先行していたＢ班と合流した茜たち新聞部員が、その様子を店内の什じゆう器きの陰から覗いていた。

「よし！　セクシー水着の玖鈴さんと荒城くんのツーショット！」

　茜はデジカメを構える。そんな茜に下級生の部員は困り果てたように言った。

「あの、いいんですか。部長。ショッピングモールは店内撮さつ影えい禁止になってますけど……？」

「ここまで来て、何を躊躇ためらう事があるの！　これ以上はない場面でしょ！」

　再びデジカメを構えなおした茜だが、その視界を何者かが遮った。

「う～～ん。こっちの虎とら柄がらもいいけど、こちらのヒョウ柄もセクシーよね。ねえ、あなたたち。どっちが私に似合うと思うかしら？」

　やにわに茜たちにそう話しかけてきたのは、まるでバブル時代からタイムスリップしてきたかのようなボディコン女。小柄だが圧倒的にグラマラスな胸を揺ゆらしながら、腕に水着を何着も抱え、茜たちに向かってそう尋ねてきた。

「ちょ、ちょっとなんですか！　そんなの自分で決めればいいじゃないですか！　私たちは忙しいんです！」

　そんな茜にボディコン女はワンレングスの髪を掻かき上げながら言った。

「あら、いいじゃないの。ちょっと意見を聞くくらい。あら、なにそれ？　カメラじゃないの。ひょっとして私を隠し撮どりしようっていうの？　まぁおませさん♡」

「違います！　誰があんたなんか……」

　その時だ。突然、悲鳴が上がる。慌てた店員が周囲を見回すのを見て、ボディコン女は声を掛けた。

「店員さん、こちらの学生さんたちがカメラを持ち込んでますよ。店内は撮影禁止でしたわよねえ」

　ボディコン女の言葉に、店員は悲鳴の原因が茜たちだと思ったようだ。険しい顔つきで駆け寄ってきた。

「やばい、逃げろ！」

　茜がそう指示すると、新聞部員たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。




　悲鳴の主は梅花であった。試着室のカーテンを開けた梅花の視線に健児の姿が飛び込んできたのだ。

　黒のビキニを身につけた梅花は、凝ぎよう固こしたように身動きひとつしなくなる。

　やばい、これはひょっとして命令受付状態になってしまったのか？　健児が慌てたのも束つかの間ま、梅花は魂たま消げる悲鳴を上げると同時に、試着室のカーテンを勢いよく閉めてしまったのだ。

　あまりの事に、今度は健児と愛花がぽかんと固まるだけだ。

「……お姉ちゃん！　なにしてるのよ、お兄ちゃんに見て貰ったらいいじゃないの」

　我に返った愛花がそう言うが、梅花はカーテンの向こうから返答するだけだ。

「なんで健児に見て貰わなきゃならないのよ。っていうか、そもそもなんで健児がここにいるの？　今日は超科学的先輩の用事で買い物に行ってるはずじゃないの!?」

「いやぁ、それが実は買い物先というのが、ここだったりして……」

　梅花の反応に当とう惑わくしたように、健児は髪を掻きながら答えた。

「それはいいけど、なんで水着売り場にいるのよ！　関係ないでしょ！」

「うん、まぁ。俺もよく分からないんだけど、スイムキャップとか必要みたいなんだよ」

「信じらんない！」

　ようやくカーテンの隙間から顔だけ出して梅花は言った。

「愛花も愛花よ。ひと声掛けてくれれば良かったのに」

「えへへ、ちょっとお姉ちゃんを驚かせようと思って」

　愛花は笑ってそう答えた。梅花はひとつ嘆息すると、健児を睨にらみ付けて言った。

「健児は向こう行ってて。着替えるんだから」

「着替えるって、試着室の中でだろう？」

　何気なくそう言う健児に、梅花は顔を真っ赤にして反論する。

「だって恥ずかしいじゃないの！」

「でもカーテンが下がってるし、見られるわけでもないし……」

「恥ずかしいものは恥ずかしいのよ！　だってカーテン一枚しかないのよ!!　健児とカーテン一枚挟んだところで着替えろって言うの？」













「うん、まぁ……。そうなるのかな？」

　梅花の勢いにたじろぐ健児の前に立って愛花は言う。

「着替える前にお兄ちゃんに見て貰えばいいじゃないの。折せつ角かく、試着したんでしょ？」

「だ、だ、だって、だって、だって……。恥ずかしいし……」

　頰を真っ赤に染めたまま、梅花は悪戯をとがめられた子供のように狼狽うろたえる。

『駄目だ、こいつ。早く何とかしないと……』

　大好きだったマンガの名めい台詞ぜりふが愛花の脳のう裏りに浮かぶ。

　よし、こうなったら実力行使！　愛花は試着室のカーテンに手を掛けた。

「はい、見て貰う！」

「ちょ、ちょっと愛花……！」

「そうだよ、愛花ちゃん。梅花が嫌がっているんだから……」

「本当は嫌がってないもん、お姉ちゃんは！」

　少し苛いら立だっていたのだろう。愛花は刺とげのある言葉を吐はいてしまった自分にハッとして慌てて言い直す。

「恥ずかしがる事ないでしょ。ほら……」

　これ以上、カーテンを押さえつけていると切れてしまい、お店に迷惑を掛けると思ったのか、梅花は観かん念ねんしたように試着室から出てくる。

「もう……。変な目で見ないでよ……」

　視線を逸そらせ、胸を隠すように身体の前で手を組んだままで梅花は言った。

「えっと……、ど、どう？」

　黒のビキニが梅花の白い肌をより際だたせる。今まで言い争いをしていた為か、胸元までほんのりとピンクに染まっているのが妙に艶なまめかしい。

　健児と梅花は幼なじみだ。梅花の水着姿など、子供の頃から見慣れているはずだった。もっとも今まで梅花が着ていた水着といえば、学校指定の地味な競泳水着。あるいはスカートの付いたピンクの水玉ワンピースなど子供っぽいデザインのものばかりだった。

　その梅花がグラビアアイドルが着るような黒のビキニ姿で目の前に現あらわれたのである。なにしろ梅花自身、現役アイドルも顔負けのルックス、プロポーションだ。

　梅花って、こんなに可愛かったのか……。今さらながらそれを思い知らされた健児は、頰が熱くなるのを感じ息を飲んでいた。

「うん、まぁ……。似合ってると思うよ」

　これは目のやりどころに困る。視線を逸らせながらそう言う健児に、梅花はむっとした顔をする。

「なによ、ちゃんと見てないくせに」

「見てるよ」

　そうは言うが健児は明後日あさつての方向を向いたままだ。

「見てない！」

　梅花はそう言うと試着室から出るなり、健児の頰を両手で摑つかみ自分の方へ向かせる。

「ほら、ちゃんと見て感想を言いなさい！」

「い、いやぁ。そうは言われても……」

　何となく視線を合わせづらい。健児は何気なく視線を下に逸らせた。

　吐と息いきが感じられるほどの間ま近ぢか。視線を下に逸らせばその先は、自動的に梅花の胸元という事になる。

　しかも今は水着なのだ。

　黒い布一枚で覆おおわれた梅花の胸元に視線を向けてしまった健児の頰がさらに赤くなる。さらに視線を逸らそうとする健児だが、梅花もその前に自分が置かれている状況に気付いたようだ。

「どこ見てるのよ！」

　頰を摑んだ手を離すや、梅花は健児を突き飛ばす。

「ど、どこ見てるって……。梅花が見ろって言ったんじゃないか！」

　思わず尻しり餅もちをついた健児に向かって、再び胸元を両手で隠しながら梅花は続けた。

「見ろと言ったけど、胸だけガン見しろとは言ってないでしょ！　見るだけなら、そんなに近寄らなくてもいいじゃないの！」

「近寄ってきたのは梅花じゃないか」

「健児が近寄ってこないからよ！」

「近寄ればいいのか、近寄っちゃいけないのかはっきりしろって！」

「そんな事、言われなきゃ分かんないの!?」

　健児と梅花のそんなやりとりを眺めていた愛花は、呆あきれたようにつぶやく。

「……バカップル」

「「な!?」」

　健児と梅花は、真っ赤な顔をして同時に愛花の方へ向き直り、そして同時に口を開いた。

「「バ、バカップルじゃない」もん！」

　そんな二人の反論に、愛花はひとつため息をついて言った。

「それじゃ二人で水着選んでいてね。私は冴ちゃんたち捜さがしてくるから」

「冴……？　あ、そう。そうね、お願い」

　その時になって梅花は冴と優香がまだ戻ってきていない事に気が付いた。

「うん、見つかったらすぐ戻ってくるからね。携帯にも出ないし、どうしたのかしら」

　そう言う愛花の口調はいささかわざとらしかったが、健児と梅花にはそれに気を払はらう余よ裕ゆうはなかった。

　二人になった途と端たん、梅花は我に返り、慌てて試着室へ駆け込む。そしてまたカーテンの隙間から顔だけ出して言った。

「ちょっと向こうに行ってて」

「だから……」

「行ってて！　くどいわよ！」

　これ以上、何を言っても無駄のようだ。健児はうんざりとした顔で肯いた。

「はいはい。じゃあレジの側で待ってるよ」




「お疲れさま～～」

　冴がエスカレーター側の喫茶店で待たい機きしているというのは予あらかじめ打ち合わせた通り。愛花が喫茶店に入ると、冴の方から声を掛けてきた。

「まぁまぁ駆けつけ一杯」

　冴が差し出したお冷やのコップを受け取る愛花はいささか虫の居所が悪そうだ。

「もう、お姉ちゃんもお兄ちゃんも呆れちゃうわ。小学生じゃあるまいし……」

「まぁ、二人はずっとあんなだものねえ」

　笑いながらそう言う優香だが、愛花はまだ腹の虫が治まらないと見える。

「ちゃんとけじめつけて貰わないと、私だってどうしていいか分からないじゃないの」

　愛花のその言葉に優香が小首を傾げる。

「愛花ちゃんがどうするって？」

　その言葉に愛花も怪訝な顔をする。どうやら自分で何を言ったのか、興こう奮ふんしていて気が付かなかったようだ。慌てて冴が割って入った。

「まーそれはそれとして……。新聞部の方は何ともなかった？」

「うん。こっちに来る時、周りを見たけど、それらしい人たちは見えなかったし……」

　そう答えながら愛花は注文を取りにきたウェイターにアイスミルクティーを頼む。

「あ～～、それじゃさっきのボディコン……」

　喫茶店からはボディコン女がスイムウェアショップの前で何やら騒いでいた様子が見えたのだ。

「どうしたの？」

　不思議そうな顔で尋ねる愛花に、冴は胸元で何かを支えるような仕し草ぐさをして答える。

「問題はあれよね。超科学的先輩が変装の名人でも、あればかりはねえ……」




「うん、やっぱりこっちがいいかな」

　普段着に着替えた梅花は、陳ちん列れつされていた水着の中から明るいブルーのセパレート水着を手にした。

「さっきのは駄目なのか？」

　後ろからそう言う健児を、梅花はキッと睨み付ける。

「あれは駄目！」

「なんでだよ」

　首を傾げる健児に梅花は水着を選びながら答えた。

「だって健児がいやらしい目で見るんだもの」

「見てないだろう」

「見てるわよ!!」

　憤ふん然ぜんとして梅花は言った。

　やれやれ……。健児はうんざりとして天井を仰あおぐ。なんともいたたまれない気分だ。早く愛花や冴たちが帰ってきてくれないものかと思う。

「う～～ん、やっぱり地味かな。グリーンもいいけど……、薄い色だと透すけるって言うし……」

　そんな事を言いながら水着を選ぶ梅花は、ちらりちらりと健児に視線を送っている。しかし健児はそんな梅花の視線に気付いていないようだ。一時、梅花は不満げに唇を尖らせたが、すぐに健児の方へ向き直って言った。

「あのさ、これどっちがいいと思う？」

　手にしているのは淡あわいエメラルドグリーンのワンピースと赤のセパレートの二着。

「試着してみれば」

「いや」

　梅花は即答した。

「だって健児がいるんだもの」

「どうしてそうなるんだよ。別に覗いたりはしないし、俺が見て確認しなくても、自分で鏡に映したり、愛花ちゃんや冴たちに聞いてもいいし」

「とにかく嫌！　嫌なのよ」

「はいはい」

　健児は嘆息して改めて梅花が持っている水着を吟味する。

「う～～ん……」

　何かどちらもピンと来ない印象がある。

「今イチかなあ」

「そうね、あたしも何か地味かなと思って……。こっちどうかな？」

　周囲を見回した梅花は、深いブルーのビキニを手に取る。

「それも地味だろう。こっちなんかいいんじゃないか」

　健児は赤いビキニへ視線を向けた。

「もう、だからそういうのがいやらしい目なんだって。あ、でもそれいいかも」

「なにがいやらしい目だよ。梅花だって同じ意見じゃないか」

「いいのよ、あたしのセンスに適かなうものがあれば」

　そう言う梅花はいつの間にか頰がほころんでいるのを感じていた。

　やだ、なにあたし浮かれてるのよ……。そうは思うものの気分が高こう揚ようしてくるのは抑おさえきれない。

　それは健児も同様だった。先さき程ほどまでは女性用水着売り場で、目のやりどころにも困っていたが、今では大だい胆たんに歩き回り、梅花に似合いそうなものを手に取っていた。

「梅花ってピンク好きだろう？　こっちなんてどうだ」

「う～～ん、あたしが好きなピンクはそういうんじゃなくて。もっと明るい……。あ、これなんか……」

「じゃあこんな……」

　梅花が手を伸ばすと同時に、健児も同じ水着に目を留とめた。同じものを見ていると気付いた二人は、互たがいに視線を交かわし合い、そして少し頰を赤くすると、どちらからともなくそそくさと視線を逸らす。

「うん、それ。いいと思う」

　視線を逸らしたままで健児は言った。

「そ、そうね。あ、ほらここ」

　二人が目を留めたのは淡いピンクのビキニ。梅花はそのトップを健児に示しめしながら言った。

「ここにハンドベルのワンポイントがあるのよ。ぴったりだと思わない？」

　トップの左胸の辺りには、ハンドベルのワンポイントが刺し繡しゆうしてあったのだ。

　梅花の祖父はドイツ人。偽ぎ名めいではあるがクリンゲルと名乗っていた。その祖父から梅花はモニカ・クリンゲルというドイツ名も与えられていたのだ。そしてクリンゲルはドイツ語でハンドベル。

「本当だ。なんか凄すごいな、梅花の為にあつらえたみたいだ」

　素直に驚く健児に、梅花ははにかんだような笑えみを浮かべた。

「うん、じゃあこれにする。サイズも合うみたいだしね」




「まだ諦あきらめないんですか、部長？」

「当たり前よ！」

　ショッピングモールの駐車場に止められた自動車の陰に隠れ、茜は新聞部員にそう答えた。

「この暑い最さ中なか、日曜日だっていうのに取材に来てるのよ。手ぶらじゃ帰れないでしょう」

「いや、まぁ別に誰かに頼まれて来たわけじゃあないし。俺たちだって部長に呼び出されて来ただけだし……」

「うるさい！」

　茜は言い訳がましい部員を一いつ喝かつする。

「店内で撮影できないなら、出てきた瞬間を狙ねらうだけよ。ショッピングモールで見み張はりをさせてる部員からの連絡だと、まだ二人で買い物してるようだし……」

　その時、背後で部員の一人が持っている携帯電話が着メロを流す。液晶画面でメールを確認した部員は茜に報告した。

「部長！　店内で二人を監かん視ししている部員から連絡です。そろそろ帰るようです。荒城くんと玖鈴さんだけで、皐さんたちはいないという報告です。西出入口に向かってます」

「よし！　待った甲か斐いがあったわね！」

　茜は隠れていた自動車の陰から飛び出すとショッピングモールの西出入口に向かって駆け出した。




「もう、冴も愛花も先に帰っちゃうなんて」

　梅花は水着が入った袋を胸の前で抱えながらそう言った。

「まぁ友利さんが熱射病になったって言うんだから仕方ないだろう」

　優香が熱射病になったので、冴と一緒に付き添そって先に帰ると、愛花が携帯に連絡してきたのだ。

「でもなんで優香は、この暑い盛さかりに外に出ていたのかしらね」

　愛花は優香がショッピングモールの外へ出てアイスを食べていたところ、気分が悪くなったと報告していた。もちろん、それは噓うそ。当の三人は健児と梅花のすぐ後ろから様子を窺うかがっているのである。

「さぁ、なんでかなあ。でも友利さんは天然だからなあ」

「ふふふ、まぁそうね」

　数メートル後ろで『え～～、ひどい～～』と言いかけた優香の口を、冴と愛花が慌てて塞ふさいでいたのは言うまでもない。

「これで夏休みの楽しみが増えたかな」

「そうだな」

　笑みを浮かべる梅花に、健児も笑いかける。

　……え？　その瞬間、梅花は自分たちが置かれている状況に気が付いた。

　二人きりで今年の夏用の水着を買い、並んで帰るところ。

　こ、こ、これじゃまるでデートじゃないの。

「え、なに？」

　どぎまぎと視線を泳がせる梅花に、健児は不思議そうな顔で尋ねた。

「ううん、何でもない。ただなんか、その……。これってまるで……」

　デートみたいだね。そう健児に言っていいものかどうか。迷っている内に梅花と健児はショッピングモールの外へ出ていた。

　七月の蒸むし暑い空気がわっと二人を包み込む。そして外へ出た二人を待ち構えていたのは、蒸し暑い空気だけではなかったのである。

「はい、一枚行きま～～す」

　他の買い物客の間を縫ぬって人影が現れるや、いきなり健児と梅花にカメラを向けた。

「え、ちょっと……？」

　健児が戸惑う間にカメラのフラッシュが焚たかれた。そこでようやく健児は誰がカメラを構えているのか分かった。ハンチングにサングラス、ボーダーシャツという派手な格好だから逆に分からなかったのだ。

　カメラを向けたのは殻間高校新聞部部長、刈安茜だ。

「刈安先輩、ちょっと待ってください!!」

　健児がそう言っても茜は取り合わない。次々とシャッターを押し、さらには他の新聞部員たちもわらわらと集まり、二人の周囲を取り囲む。

「すいません。荒城くん。部長がどうしてもと言うもので……」

　副部長はそう言って謝あやまるが、当の部長はまったく意に介かいしていない。今度は健児にＩＣレコーダーを突きつけてインタビューしてくる。

「はい、荒城くん。玖鈴さんとは一体どういうご関係で？」

「関係も何も……。ただの幼なじみだし。今日は偶ぐう然ぜん、ここで会っただけで、一緒に梅花の水着を買ったくらいだし……」

「おお、水着！」

　もちろん茜は二人が水着を選んでいた事くらいは知っている。そればかりかこの一件が冴や愛花、そして超科学的先輩の仕込みである事も分かっている。だがそれでも記事にするには当事者の言げん質ちが欲しいのだ。

「憎いですねえ。このぉ！　夏のバカンス用の水着ですね！　この夏はお二人だけでどこへ出かけるおつもりですか？　ねえ、荒城くん。玖鈴さん。……玖鈴さん？」

　ようやく茜は梅花の様子がおかしい事に気付いたようだ。胸の前で水着の入った袋を抱えて、ぽかんと突っ立ったまま。その表情からは完全に感情が失われている。

　最初は虚きよを突かれて当惑しているのだと思った茜も、何か不可解なものを感じたようだ。健児から梅花の方へ向き直る。

「あの玖鈴さん？　どうしました、玖鈴さん」

　まずい！　命令受付状態だ。健児は背中に冷や汗が伝わるのを感じた。

　でも一体どうして。さっき試着室から出てきた時は何ともなかったじゃないか。単なる日にち常じよう習しゆう慣かん以外に、梅花の感情が関係しているというけど……。

　いいや、それを考えるのは後でもいい。問題はいつまでもこの状況が続くと、梅花は延えん々えんと命令受付状態を繰り返しかねないという事だ。今は梅花に何か命令してこの場から退たい散さんするしかない。しかしどうやって？　命令に必要なハンドベルはポケットの中に入っている。だがそれを茜たちの前で取り出し、梅花に命令すれば、不審に思われるのは間違いない。

　どうする!?

　その時だ。背後にあるショッピングモールの出入り口の方から嬌きよう声せいが上がった。

「あ～～れ～～」

　健児が振り返ると女性が一人、ショッピングモールを出てくるなり倒れ込んでしまったところであった。それと同時に手にしていたエコバッグが宙に舞い、そこから何やらカラフルな布が何十枚も放り出される。

「……げ!?」

　その一枚に目を凝こらした健児は思わず呻うめいた。それは下着、それも女性ものの、かなりきわどい下着なのである。水着も数枚混じっているようであるが、ほとんどはショーツやブラという女性ものの下着だ。

　次の瞬間、ショッピングモールの出入り口付近は、笑い声や悲鳴が入り交じり一種異様な雰ふん囲い気きに包まれた。

「あ～～、大変。買ったばっかりなのにぃ」

　散らばった下着を拾い集めるその女性に茜は見覚えがあった。先程、スイムウェア売り場で邪魔をされた、あの時代遅れのボディコン女だ。

「あなたは、また……！」

　思わず食ってかかろうとする茜の頭にもショーツとブラがワンセット舞い落ちてくる。

「あら、拾ってくれてありがとう。それ一番、高かったのよ」

　そう言いながらボディコン女は茜の頭と胸元から下着を回収する。

「別に拾ったわけじゃありません！　一体あなたは何の恨みがあって、私の邪魔を……。あ、そうだ……。荒城くん!!」

　茜が我に返った時にはもう遅かった。いつの間にか健児と梅花の姿は見えなくなっていた。

　ここならいいか。健児は命令受付状態に陥おちいった梅花の手を引き、柱の陰に逃げ込んでいた。周囲はまき散らされた下着で大騒ぎだ。健児たちに注意を向けているのは茜くらいだ。その茜も健児たちを見失っている。

　健児は命令用のハンドベルを取り出し、梅花の目の前で鳴らす。

「Was werde ich machen?」

　ドイツ語で「なにをしましょうか？」というような意味。梅花が健児の命令を待っている状態を示す反応だ。

「え～～と……」

　この状況で何を命令したものか。健児は一瞬、考えあぐねる。だがあまり時間の猶ゆう予よもない。健児はすぐにこう命じた。

「一緒に帰ろう。梅花」

「Gern. 一緒に帰ります」

　健児の命令が受け入れられると、梅花の顔にぱっと表情が戻る。

「なにしてるのよ、さっさと帰りま……。え、なにこれ？」

　振り返った梅花は、ショッピングモールの出入り口付近に女性ものの下着が散さん乱らんして、ちょっとした騒ぎになっているのに気付き目を丸くした。そんな梅花と側にいる健児を見つけた茜が慌てて駆け寄ってきた。

「あ、いたいた。荒城くん、玖鈴さん。もう一枚……、あ～～。カメラがない!!」

　首からストラップで提げていたカメラがなくなっているのだ。

「あの女ね！　あんた、私のカメラ返してよ!!」

　茜の剣幕で梅花は自分の身に何が起きていたのか思い出したようだ。

「とにかくこの場から逃げましょう」

「うん、分かった」

　健児は肯き梅花と共にバスロータリーへ向かって駆け出した。

「はい、カメラ。御ご免めんね。間違えちゃった」

「どうしたらカメラとパンツを間違えられるんですか!?　あ～～、荒城くん、玖鈴さん。待って待って！」

　待てと言われて待つ理由はない。健児と梅花は走り出す寸前のバスへ飛び乗った。行き先は隣となりの駅だが、途中で降りて乗り換えればいい。

　二人の背後でドアが閉まり、健児と梅花は笑顔を交わし合う。そして健児は言った。

「荷物、持とうか？」

　いつも通学鞄かばんを健児に持たせる梅花だが、水着の入ったその袋だけは、大切な宝物を抱える子供のように胸の前でしっかりと抱えて頭を振る。

「ううん、いいの。これは自分で持って帰りたいから」

　そして微笑ほほえみながら付け加えた。

「一緒に帰ろう。健児」

「うん」

　肯いたものの、健児の心にはある疑念が付きまとう。この言葉は、どこまでが本当の梅花の心で、どこまでが俺の命令から出たものなのだろうか……。

「どうしたの？」

　健児の面おも差ざしに暗いものが差したのに気付いたのか、梅花が少し心配そうな顔でそう言った。

「いや、なんでもない。一緒に帰ろう、梅花」




「で……」

　ショッピングモールはエレベーター、エスカレーター完かん備びで、普段階段を使う人はあまりいない。優香を外で待たせた冴と愛花は、例のボディコン女をその階段へと連れ込んで尋ねた。

「ひょっとしなくても超科学的先輩ですか？」

「それ以外の何者に見えるというのだ？」

　答える声は完全に超科学的先輩こと岸田粒子のものに戻っていた。

「そうですねえ。１９８０年代からタイムスリップしてきた女子大生とか」

「うむ、冴ぽからもそう見えればこの扮ふん装そうも完かん璧ぺきだな」

　そう言うと粒子はワンレングスのヘアピースを取り、高たか下げ駄たのようなハイヒールを脱ぐ。

「でも超科学的先輩ってそんなにおっぱい大きくなかったでしょ？　やっぱりパッドですか？」

「うむ、やはり冴ぽも興きよう味みがあるようだな」

「いや、別に興味があるというわけではないですけど……」

　そんな冴に構わず、粒子は胸元に手を入れてそれをふたつ摑み出した。

「今日は胸パッドを忘れてな。食うか、人ひと肌はだだけど」

　そう言って取り出したのは袋入りのビッグサイズメロンパンふたつだった。

「え、遠えん慮りよしておきます」

　強こわ張ばった笑みで冴はそう答えた。

「ところで新聞部はどうしましょ？　健児と梅花が二人のところ、撮影されたんじゃないですか？」

「あ～～、あれか。この私を甘く見るな。ちゃんと対処はしてある」

　そう言うと粒子はポケットからデジカメ用の記録メディアを取り出した。




「あ～～!?」

　撮影したデータを確認しようと液晶画面を覗き込んだ茜は思わず絶ぜつ叫きようしていた。

「なによ、あの女！　いつの間にかデータすり替えてるじゃないの!!」

　何度確認しても同じだ。カメラに差し込んであった記録メディアに残っていた撮影データは、すべてあのボディコン女のセクシーポーズだった。

「ええい、負けないわよ。私は！　絶対、荒城くんと玖鈴さんのデート現場をスクープしてやるんだから……！」

　ショッピングモールの駐車場で、茜はようやく暗くなってきた夏の空に叫んでいた。

「もう止めましょうよぉ部長～～」

　新聞部員のその言葉も茜の耳には届いていないようであった。




　そしてその日の夜。自宅に帰ってきた梅花は、愛花に買ってきた水着を披ひ露ろうした。

「もうちょっと大人っぽい、セクシーなのにすれば良かったのに」

　愛花は梅花が買ってきた水着を見てそう言った。

「でもビキニよ？　これでも充分じゃないの」

　ピンクのトップにハンドベルのワンポイントが入った、その水着を机の上に広げた梅花は、少し照れたように愛花に向かって答えた。そんな梅花に愛花はいささか不満げな様子だ。

「ピンクとかワンポイントとか、子供っぽくない？　お姉ちゃん、スタイルいいんだからもったいないよ」

「もったいないも何も、別に見せびらかす為に着るんじゃないし、泳げれば充分よ。それに……」

　梅花は机の横に立つ愛花を見やりながら言った。

「スタイルスタイルって言うけど、愛花も来年の今頃はあたしくらいにはなってるんじゃないの？　あたしだって中二くらいまでは、愛花くらいのスタイルだったもの。従姉妹なんだから、最終的には同じくらいに成長するんじゃないの？」

「な……!?」

　赤くなる愛花を梅花は笑いながら見ているだけだ。その時、階下から春人が声を掛けた。

「お～～い、二人とも早く風呂入っちゃえよ」

　その声に愛花ははっと我に返る。そして梅花が声を上げる前に一階の春人に答えた。

「は～～い！　いま入っちゃうね」

　そしてドアの方へ駆け寄り、部屋を出る直前でくるりと梅花の方へ向き直ると、愛花は言った。

「お姉ちゃんがそう言うんなら、いいよ～～だ」

　愛花は悪戯っぽくちろりと舌を出してみせる。

「そんなだと、私がお兄ちゃんを取っちゃうからね」

　そう言うと愛花はぱたんとドアを閉めた。梅花は虚を突かれたように、閉じられたドアをしばしの間、見つめていたがため息をつくと椅い子すに座り直す。そして買ったばかりの水着を手にすると一人つぶやいた。

「……まったく、愛花もなに言ってるのかしらね。科学オタクで朴ぼく念ねん仁じんの健児が、女の子のスタイルやセクシーな水着なんかに興味があるわけ……」

　そして梅花は何事かにしばし思いを巡らせていたが、やがてポッと頰を真っ赤に染めた。

「ば、馬鹿！　なに考えてるのよ、あたしは！　別に健児に見せる為に水着買うんじゃないんだからね！」

　自分一人しかいない部屋で、水着を握りしめながら、誰へともなく弁べん明めいする梅花であった。
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「じゃあやっぱりあの時の女の人、超ちよう科か学がく的てき先輩だったわけね」

　水着を買いに行った時、現あらわれた謎の美女の正体を聞き、梅もい花かは呆あきれたようにため息をついた。

「うん、口止めされていたってわけじゃないけど。超科学的先輩が黙だまっていた方が面白いだろうって言うから……」

「超科学的先輩らしいわぇ」

　愛まな花かの言葉に梅花は笑った。

　アルバムのページを捲めくると、臨りん海かい学校でクラスメートたちと撮さつ影えいした写真が目に入る。健けん児じや冴さえ、優ゆう香か、パティ。そして真ま実さねや粒たま子こ、絲し織おりの姿も見える。

　さらにページを捲ると夏休みの写真。みんなでプールに行った時のもの、喫茶店クリンゲルで花火をしているところ。ウェイトレスの制服姿で店を手伝っている姿。そんなスナップ写真が貼はられていた。

　考えてみれば今年の夏休みは特にどこかへ旅行へ出かけるという事はしなかった。

　それどころじゃなかったものねえ。

　夏休みの事を思い出しながら梅花はさらにページを捲った。次のページには喫茶店クリンゲルを前に、ウェイトレスの制服姿の優香や白さ弓ゆみ、白さ矢や、絲織たちが写っていた。他にも店内で接客している優香や白弓たちのスナップ写真も貼ってある。

「これ、お店の手伝いお願いした時のでしょ？　こんな写真撮とっていたんだ」

「うん、せっかく制服着たんだからって撮っていたらしいよ。私も後から聞いたんだ」

「ふ～～ん、みんな案外似に合あうわねえ」

「蘇す芳おうさんとか纐こう纈けつさん、似合うよね。こうして見るとうちの制服って案外、黒髪の方がいけるんじゃないかな？」

　そう言う愛花は栗色の髪、そして梅花は金髪だ。確かに黒髪にチロル風メイド服は、不思議なくらいにマッチしていた。

「たまに蘇芳さんたちにも手伝って貰もらおうかしら」

「それいいかも。私も二学期から受験勉強があるもんね」

　来年高校受験の愛花は梅花の提てい案あんにすぐに同意した。

「あ、でも手伝って貰うのは蘇芳さんや白矢ちゃんだけにしましょう。纐纈さんも受験生だし、優香や冴はちゃんとできるかどうか不安だわ」

「あはは、ひど～～いお姉ちゃん。でも考えてみればそうよねえ」

　梅花の言葉に笑う愛花だが、すぐに同意してみせる。

「友とも利りさん一人でも大変だったみたいだし。そもそも冴ちゃんはこういうの苦手そうだもんね」

　さらにページを捲るとそこには盆踊りの写真が貼ってあった。梅花に健児、優香に絲織たち。駅から駆かけつけてきた愛花や冴の姿も写っている。

「来年もみんなで盆踊りに行けるといいね」

「そうね」

　そう言う愛花に梅花は肯うなずいた。
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「アイスカフェラテとホットサンドお待たせしました～～！」

「はい、ピザトーストにアイスミルクティー。ガトーショコラに紅茶のシフォンケーキですね」

　エアコンの効きいた喫茶店クリンゲルの中はほぼ満席。チロル風メイド服に身を包んだ梅もい花かと愛まな花かが、その店内を大おお忙いそがしで働き回っていた。

「夏休みなのに大変ねえ」

「本当だよねえ」

　カウンター席では冴さえと優ゆう香かが冷たい飲み物を啜すすりつつのんびりとした口調でそんな話をしていた。

「大変だと思うなら、ちょっとは手伝えよ」

　カウンターの中から厨ちゆう房ぼうを手伝っていた健けん児じが二人に向かってそう言った。

「いくら出す？　私は高いわよぉ」

　冴はにんまりと笑いながら右手の人差し指と親指で輪を作ってみせる。

「うちの学校はバイト禁止！　ボランティアだ、ボランティア！」

　健児の言うとおりだ。梅花は家の手伝いという事で認めて貰もらっている。厨房で春はる人んどの手伝いをしている健児も、今の申告のとおりボランティア扱あつかい。無む償しよう奉ほう仕しである。

「それじゃ半年間、抹まつ茶ちやラテ飲み放ほう題だいっていうのはどうかな？　アイス、ホットどちらでもＯＫで」

　厨房からそう声を掛けてきた春人に梅花がすぐさま反論する。

「駄だ目めよ、お父さん！　いくら冴でもそれは甘やかしすぎ！」

「そうそう、それならおばちゃんも手伝っちゃうからね」

　梅花の反論に常じよう連れん客の一人が同意すると、店内からどっと笑い声が上がった。

「ただでさえ不景気なんだから。せいぜいお店が終わった後にケーキひとつと飲み物くらいがいいところでしょ」

「ぶ～～、けちぃ」

　冴はそう言うとわざとらしく唇くちびるを尖とがらせてみせる。

「あ、でも私それでもいいかな」

　そんなやりとりを聞いていた優香がやにわにそう言った。

「なによぉ、せっかくの夏休みだっていうのに、ただ働きしちゃもったいないじゃないの」

　冴はそう言うが優香はチョコレートパフェのクリームをなめながら答える。

「ううん、お金じゃなくて。あの制服。前から着てみたいと思っていたから」

「制服？」

　食器を下げてきた梅花が、優香のその言葉に足を止めた。

「この制服がどうかしたの？」

　スカートの裾すそを翻ひるがえして梅花はその場でくるりと一回転してみせる。チロル風メイド服の腰に付けたハンドベルがちりんと涼すずやかな音で鳴った。

「だって可か愛わいいじゃないの。前から一度、着てみたかったんだもん」

「着てみたいって言われても……」

　困ったような笑みを浮かべる梅花に、厨房の奥から春人が声を掛ける。

「何着か予備があるだろう？　ほら、昔バイトの人に着て貰ったものが」

　梅花が店を手伝うようになったのは中学生の頃から。それ以前は手の足たりない時は、アルバイトを雇やとっていたのだ。いま梅花と愛花が着ている制服はちゃんと仕立て直した物だが、アルバイト用のものも何着か予備として保管してある。

「ほんと!?　着たい、着たい～～！」

　珍めずらしく優香が元気よく声を上げた。そんな優香に冴が呆あきれたように言った。

「だからさぁ。それは制服着たいというだけであって、別に手伝うって事じゃないでしょ？」

「ん～～、まぁそれはそうだけど。でもせっかく制服着るんだから、やっぱりウェイトレスさんやってみたいじゃないの」

「そういう事なら……」

　春人が厨房からカウンターに顔を出してそう言いかけたが、すぐに梅花がその先を遮さえぎる。

「駄目よ、優香はこういう仕事は向いてないわ」

「え～～、そんな事ないよ。こう見えてもお料理は得意なんだから」

「まぁ下手ではないわよね」

　冴がそう言うと梅花も肯うなずく。

「下手じゃないだけに困るのよねえ」

「下手じゃないのに、困るってどういう事だよ」

　洗い物の手を休めてそう尋たずねる健児に冴が答えた。

「見れば分かるでしょ。ドジというかおっちょこちょいだもん。安心して任まかせられるわけがないじゃないの」

「もう、みんな酷ひどいなあ。だったらやってみようか？」

「いやぁ～～……」

　椅い子すから腰を浮かしかけてそう言う優香に、梅花と冴は微び妙みような笑えみを浮かべて見つめ合った。

「はい、１７５０円ちょうどいただきました。ありがとうございました～～！」

　レジから支払いを終おえた客を見送った愛花は、カウンターの所にいた梅花たちの方へ歩み寄ってくる。

「でもお姉ちゃん、どうしたって今度の日曜日は手が足りなくなるでしょ？　冴ちゃんか優香さんに手伝って貰った方がいいんじゃないの？」

「今度の日曜日？」

　アイス抹茶ラテを飲み終えた冴は、口の中でお冷やの氷を転がしながら梅花に聞き返した。

「ほら、日曜日に盆踊りと夏祭りがあるでしょ。毎年、うちも出店を出してるじゃないの」

　梅花の言うとおり殻から間ま市でも夏になると盆踊りと夏祭りが行われる。夏祭りには地元の商店も参加しており、喫茶店クリンゲルもコーヒーや軽食の出店を出すのが恒こう例れいになっていた。

「あ～～、あれね。今年もお店出すんだ」

「うん、その予定なんだけど……」

　梅花が視線を巡めぐらせると同時に愛花が口を開く。

「私、金曜日から中学校の移動教室なんだもん。今年は手伝えないから……」

「そうなのよねえ、それでさ。誰かさんに臨りん時じのバイトでも頼たのめないかって話になっていたんだけど……」

　そう言うと梅花と愛花は意味ありげに冴の方へ目を向けた。

「……へ？　私？」

　まったく予想外の展開だったようだ。冴はきょとんとして自分を指さすだけだ。そんな冴に春人はカウンターの方へ顔を出して言った。

「そうそう、良かったら日曜日の夕方だけでもお店の方を見ていて欲しいんだよ。梅花や僕たちは出店の方をやってるけど、合間に連絡は取るから。バイト代を出すのが駄目なら、さっき言ったみたく抹茶ラテ飲み放題でどうかな？」

「ええと……」

「やったじゃん、冴ぽ！」

　困り顔の冴とは対照的に優香は自分の事のように喜ぶ。

「いやぁ、困ったなあ。実は私の家も、週末は田舎いなかに行く予定になってるんですよ。もう電車のチケットも買っちゃったし」

　そう言って冴は頭を掻かく。

「そうか、それは残念だなあ。やっぱり店は閉めておくか」

　肩を落とす春人に健児が言った。

「やっぱり俺がこっちにいた方がいいですかね」

「いやぁ、去年の事を考えると祭りの出店の方が忙しいからねえ。まあ、こちらの方も夏休み中だとツーリングやドライブがてらに寄るお客さんもいるけど……。それは仕方ないかなあ……」

「はぁ～～い、はいはい!!」

　やにわに優香が声と共に手を挙あげた。何事かと目を向ける一同の前で優香は高らかに宣言する。

「私がバイトする～～!!」

「……は？」

　優香のその言葉に健児や梅花、そして冴、愛花、春人も顔を見合わせる。店内の客までもが何事かと目を向けたほどだ。

「いや、それは助かる……」

　言いかけた春人をまた梅花が遮った。

「駄目よ、駄目駄目！　さっきも言ったじゃないの。優香はおっちょこちょいだから、こういうのは向いてないって」

「そうねえ。私も推すい奨しようしないわ。悲ひ惨さんな結果が目に浮かぶわ」

　冴も梅花に同意する。

「う～～ん、まぁ夕方くらいだけだから。メニューは飲み物だけにしてもいいんだし……」

　諦あきらめきれないのか春人はまだぶつくさと言っている。

「仕方ないわねえ」

　ふうとひとつため息をつくと、梅花は腕組みをしながら父に向かって言った。

「今からバイト募集するわけにもいかないし、あたしと健児ができるだけフォローするから、優香に頼んじゃいましょうか」

「俺もかよ！」

　反射的にそう抗こう議ぎする健児だが、春人はほっとしたように答えた。

「そうして貰えると有り難いな。まぁ市内のお客さんはみんな夏祭りに行ってるだろうから、店も今日みたいに一杯にはならないと思うし」

「まあ私も無関係というわけでもないし、一応何か手を打っておくわ」

　冴のその言葉に健児は訝いぶかる。

「手を打っておく？」

「ああ、こっちの話。気にしないで」

　そう言うと冴はにんまりと笑った。

「よぉ～～し！　頑がん張ばるぞ。何て言ったって、あの衣装が着られるんだもの!!」

　優香はすっかりその気で喜んでいるが、健児としては不安がないと言えば噓うそになる。

「なぁ、梅花」

　健児は声を潜ひそめて梅花に尋ねた。

「本当に優香で大丈夫か？」

「……駄目でしょ」

　一時、考えたものの、すぐに梅花はそう答えた。

「でもまぁ、どうせそんなに忙しくなる事もないし、健児が頑張ってフォローすればいいんじゃないの？」

「結局、俺かい！　だったら最初から、俺がこっちに残れば……」

　そう言う健児に梅花は笑った。

「だって出店の方も忙しいじゃないの。ま、頑張ってね！」

　そして梅花は健児の肩をぽんと叩いた。




「どうかな？」

　そう言うと優香はくるりと回った。

「うん、似合う似合う。ちょうどサイズが合うのがあって良かったわ」

　梅花は満足げに肯いてそう言った。そう言う梅花も喫茶店クリンゲルの制服に着替えていた。

　今日は夏祭りの当日。優香が昼過ぎからクリンゲルに到着。憧あこがれの制服に袖そでを通したところだった。

「えへへ、可愛いでしょ？　でも結構、制服の予備あるんだね。これならもっと沢たく山さんウェイトレスさん雇えばいいのに」

　優香の言うとおり、ウェイトレスの制服は三、四着ほど予備があった。

「生あい憎にくとそうもいかなくてね。雇うからにはちゃんとお給料も出さないとまずいし。それにこんな小さな喫茶店なら二、三人いれば充分だから」

　そう言いながら春人がキッチンの奥から顔を出してきた。出店で使う材料はすでに自動車に積んである。春人はコーヒーが入ったポットを手にしていた。

「本当に大丈夫かなぁ」

　まだ健児は心配そうだ。すでにウェイトレスの制服に着替えていた梅花は、そんな健児に向かって言った。

「なに、そんなに優香が気になる？　クリンゲルの制服着ていたら、誰でもいいとかじゃないでしょうね？」

「はい？　何を言い出すんだよ、梅花。ただやっぱり俺が店に残った方が……」

　当とう惑わくする健児に、梅花は声を潜め続けて言った。

「……だって、ほら。出店の方で、あたしが命令受付状態になったら困るでしょ？　かと言ってお父さんだけ店には残せないし……。ちょっと時間見て覗のぞきに来るくらいしか……」

　健児に顔を寄せてそう話しかける梅花を見て優香ははやし立てる。

「あ～～、梅花ちゃん。健児くんと内緒話。なんか怪あやしいなあ」

　言われた梅花はパッと頰ほおに朱しゆを散らせ、反射的に健児を払はらいのけて答えた。

「べ、別に変な話なんてしないわよ。優香一人で大丈夫かなって健児が言うもんだから……。ねえ、そうでしょ。健児。……って、なに転がってるのよ。少しは真ま面じ目めにやりなさいよね」

「梅花がいきなり押すから、つまずいたんだろう！」

　完全に虚きよを突かれた健児は、梅花に押されて椅子に足を取られて転んでしまったのだ。

「それじゃ優香ちゃん。あとお願いするね。念の為ため、表の看板には『ただいまの時刻、メニューは飲み物だけになっております』と書いておいたから。六時過ぎには出店の方も、一段落してるはずだから僕と交代しよう。あとはお祭りに行ってもいいから」

　自動車にポットを積み込んできた春人は優香にそう声を掛けた。

「は～～い、任せて下さい。頑張っちゃいますから♡」

　あっけらかんとそう答える優香に、春人は満足げに肯き返すが、健児はますます不安になってきた。

「いいのかなぁ」

「いい加減、覚悟決めなさい。男でしょ！」

　梅花もそう言うが、その口調からはいささか開き直りが感じ取れる。

「じゃあ、行こうか。梅花、健児くん。そろそろ準備しないと、出店の方が間に合わなくなるよ」

　春人は喫茶店クリンゲルの出入り口の方からそう声を掛けてきた。

「それじゃ、優香お願いね。何かあったらすぐに携帯で連絡して。健児が何とかするから」

「結局、俺かい！」

　梅花と健児のそんなやりとりに優香はくすくすと笑いながら手を振り答えた。

「うん、一人で大丈夫だと思うけど、何かあったらすぐに連絡するね」




「弾だん指し殿、蘇す芳おう家は夏祭りには関係ないのではありませんか？」

「この町の夏祭りは大正時代に始まったと、あの寺の和お尚しようも言っていたではないですか」

　蘇芳家を窺うかがっている弾指に向かって算さん念ねんと与よ念ねんはそう言った。殻間市で開催される夏祭りと蘇芳神社の関係を調べていた弾指たちだが、町外はずれの寺を預あずかる住じゆう職しよくに依よれば、始まったのは大正末。その頃にはすでに蘇芳神社はなく、直接の関係はないという話だった。

「うむ、しかし蘇芳家の娘が何か準備をしているようでな」

　電柱の陰から蘇芳家を覗き込みながら弾指はそう答える。

「夏祭りに行くので、その準備ではないですか？」

「いいですなあ。我々も気分転てん換かんに祭り見物でも……」

　お供の僧、二人がそう言った時だ。弾指は唇に指を当ててみせる。

「静かにしろ。出てきたぞ」

　そう言うと背後に停とめてあるトラックの陰に隠れる。

「姉貴、早くしないと。そろそろ出店が始まる時刻だから、お店の方はあの人だけになってるはずだよ」

　先に出てきたのは妹の白さ矢や。玄関から出てくる姉の白さ弓ゆみにそう話しかけていた。

「うん、急がないと。途中で絲し織おりさんにも声を掛けていくし」

　白弓が出てくる間に、白矢は二人分の自転車を用意する。

「まったく心配で様子を見に行くくらいなら、普通に手伝ってあげるって言えばいいだろう？　まどろっこしい事するんだから」

　白矢はうんざりとした様子でそう言った。

「でも、優香さんはアルバイト扱いだっていうし。最初から手伝うというと、私たちもアルバイトになっちゃうでしょ？　それじゃ玖く鈴りんさんのお父さんにご迷惑だろうし」

「私たちぃ～～」

　白弓が口にしたその単語に、白矢はますます渋しぶい顔になった。

「だ、だからほら！　私と絲織さんの事よ。白矢ちゃんは見ているだけでいいから……」

　慌てて言い繕つくろう白弓だが、白矢はこれ以上、姉に何を言っても無む駄だと悟さとったようだ。ひとつ大きなため息をつくと自転車にまたがる。

「はいはい。分かりました。もう、姉貴も絲織姉ちゃんもてんでだらしなくなっちゃったもんなあ。……これが恋する乙女だったら、周りは迷惑だよなあ」

「……なにか言った、白矢ちゃん？」

　白矢のぼやきは最後は小声になり、白弓にもよく聞き取れなかった。

「なんでもないって。じゃあ急ごう。絲織姉ちゃんの家に寄ってから、あそこの喫茶店だろう？　ほんと冴って人もろくでもない話をしてくれたよなあ」

「ああ、待ってよ。白矢ちゃん」

　先に出た妹を追いかけて、白弓も自分の自転車を走らせた。

「ううむ……」

　蘇芳姉妹のやり取りを少し離れていた自動車の陰で聞いていた僧三人は首を傾かしげる。

「どうやら夏祭りに行くという様子でもなさそうですな」

「なにか手伝いに行くとか。喫茶店と言っていたようですが」

　算念、与念の言葉に弾指は肯き答える。

「実み山やまの麓ふもとに喫茶店があるな。そこの娘が蘇芳家の娘とは同級生だ。しかもその娘、この前の一件で、長時間海に沈しずんでいたにも拘かかわらず、特に身体からだには問題はなかったようだ。何か引っかかるな」

「では？」

　声を揃そろえて尋ねる算念、与念に弾指は言った。

「うむ。海での異変も気がかりだ。監かん視しを怠おこたるわけにはいくまい」

「承知いたしました。それでは拙せつ僧そうがタクシーを調達して参りましょう」

「助かる、算念」

　算念は弾指に一礼すると、タクシーを呼ぶ為に表通りの方へ出る。そんな弾指たちの様子を、さらに窺っている人間がいたのだ。

「……あの坊ぼう主ずたち、まだうろついていたのか。蘇芳さんを見張っているようだが、するとやはり蘇芳神社絡みか」

　停めたバイクにまたがりヘルメットの下でそうつぶやくのは殻間高校の養よう護ご教きよう諭ゆ、楸ひさぎ真ま実さねであった。

「尾行してみるか。幸さいわい今日は他に用事もないからな」

　夏祭りの為もあるのだろう。運良く算念はすぐにタクシーを捕つかまえる事ができたようだ。弾指たちを乗せて走り始めたタクシーを追い、真実はバイクを出した。




「今年はいつもより人が多くないか？」

　夏祭りと盆踊りの会場になっているのは、実山から駅に向かう途中にある児童公園。昔はお寺があったそうで広さは充分だ。

　開始時刻が迫る会場を見回しながら健児はそう言った。

「そうかしら？　いつもと大して変わらないんじゃないの？」

　梅花は腰に付けたハンドベルをちりんと鳴らして答える。

「あ～～、確かに人出は例年よりも多いみたいだな。実行委員会に顔を出してきたらそう言っていたよ」

　そう言う春人はポットのコーヒーを味見しているところだ。

「市外からのお客さんも多いみたいだよ。最近は市の観光局がやたら張り切ってるからね」

「張り切ったところで、大して見るものはないのに」

　春人の言葉に健児は少しうんざりした顔をする。

　その時だ。出店の上に掛かる『喫茶店クリンゲル臨時支店』の看板を見つけて、見物客の中から数人の若い女性が歓声を上げた。

「わぁ、ほらここだよ。ここ！　ウェイトレスさんの衣装が可愛いの」

「本当だ！　可愛い～～ッ！　メイド喫茶でしょ？」

「違うよ～～、普通の喫茶店だけど店長さんと娘さんがドイツ人なんでしょ」

　そんな事を言いながら出店の周囲を取り囲む。

「僕も娘も国籍は日本ですよ。ただご先祖様がドイツ人というだけで。あ、このウェイトレスの衣装はデザインをやってる友人に頼んで作ってもらったんです。チロル風にってお願いして」

　箸はしが転んでもおかしい年頃と言うのだろうか。春人のその説明に女性客たちは、なぜか楽しそうに笑い始めた。

「ウェイトレスさん、写真一枚いいですか？」

　その女性客の一人が携帯を手に、やにわに梅花へそう尋ねた。

「え、写真……？」

　梅花にとっては完全に虚を突かれた質問だったようだ。その面おもてから一瞬、表情が消える。

　まずい！　命令受付状態になりかかってる!!

　健児は出店の陰に隠れてポケットからハンドベルを取り出すと、それを梅花の背後でちりんと鳴らしてから言った。

「一枚くらいなら構かまわないんじゃないかな。それからネットとかには上げないようにね」

　後の言葉は携帯を構えている女性客に向けて言った事。

「は～～い、分かってます」

「Gern. 一枚だけなら構いません」

　女性客の返答で梅花の声は、健児以外の人間へ届く前にかき消されてしまった。

「あ、え～～と。それじゃ一枚だけで……」

　我に返った梅花がそう言い直すが早いか、女性客たちは携帯のシャッターを押した。

「健児くん、もう飲食物の販売始めちゃっていいってさ。それといま少し気になる事を聞いたんだけど……」

　後ろで夏祭りの実行委員らしき人と話していた春人が健児にそう声を掛けてきた。

「気になる事って何ですか？」

　コーヒーや軽食、お菓子を入れる紙コップや紙皿を用意しながら健児は聞き返す。

「どうやら国道で路面の陥かん没ぼつ事故があったらしくて通行止めになってるらしいんだ。人出が多いのもそのせいかも知れない」

「へえ、迂う回かいのついでにここで時間潰つぶしですか。もっけの幸いってものですかね」

「うん、まぁそれだけならいいんだけどね」

　いつも楽天的な春人が、変に表情を曇くもらせている。

「だってほら、国道を迂回するとなると、うちの前を通るルートがあるじゃないか」

「ああ、まぁそれもありますね。市内通ると混みそうだし……」

　そこまで言ってようやく健児は春人が何を心配しているのかに思い至いたった。

「やっべ～～……。すると迂回してきた車が、クリンゲルで一服する可能性が高いですね」

「ああ、ほとんど客は来ないと思っていたけど……。大丈夫かなぁ、あの娘」

　自分で任せたにも拘わらず、春人は今になって優香の事が心配になってきたようだ。

「分かりました、一応、電話して確認しますよ」

「ああ、よろしく頼むよ。なんだったら僕か健児くんが戻って手伝ってあげた方がいいかも知れない」

「そうですね」

　健児はそう答えると自分の携帯を取り出した。




「うん、平気平気！　お客さんは来てるけど、大丈夫だから。蘇芳さんや生徒会長さんが来てるんだよ」

「は？　生徒会長？　纐こう纈けつさんの事？」

　電話の向こうで健児が怪け訝げんな顔をしているのがありありと分かる。

「うん、ちょっとついでがあったから寄ったんだって」

　そう言うと優香は喫茶店クリンゲルの店内へ視線を巡らせる。そこには白弓、白矢の姉妹に、殻間高校生徒会長纐纈絲織の姿もあった。

「ついでだって」

　白矢が白弓と絲織をからかうようにそう言う。

「白弓が友とも利りさん一人じゃ心配だって電話してきたんだもの。無視するわけにもいかないでしょ」

　澄すました顔でコーヒーカップを傾かたむけながら絲織はそう言った。

「だって皐さつきさんが自分は手伝えないし、友利さん一人に任せちゃっていいのかなってメールしてきたんだもの。どうしたって心配になるでしょ？　でもほら、なんか一人で行くのも悪いような気がするし……」

「それで私と絲織姉ちゃんを誘ったんだ」

　白矢はうんざりとした顔でそう言い、優香の方へ視線を向けた。これで白矢としては優香におおよその状況を説明したつもりだった。しかし相手は優香。そして白矢は優香の天然振りをいささか甘く見ていた。

　この程度で察さつしが付く優香ではない。

「うん、一人で来るのがなんか悪い気がして誘ったんだって。だよねえ。折せつ角かくなら夏祭りの方に行けば良かったのに」

「分かってないし……」

　健児が忙しくて手が離せず、代わりに優香がクリンゲルを手伝う。優香では心こころ許もとないところでさりげなくクリンゲルを手伝い、健児の印象を良くしておく。

　白矢が推すい察さつできている事を、優香が読めようはずもなかった。

　あれ、でも……。

　ふと白矢はその事に気が付いた。

　あの皐さんって人が、姉貴たちに声を掛けたって事は……。自分では手伝えないけど、姉貴たちに手伝って貰うよう仕向けたんだよな。するとあの人も……。

　白矢のその考えは優香の声で中断させられた。

「蘇芳さん、梅花ちゃんが代わってって」

　テーブルの横に来ていた優香は、白弓に自分の携帯を差し出す。いつの間にか優香が話していた相手は健児から梅花に代わっていたようだ。

「あ、はい。はい、代わりました。蘇芳です。ええ、皐さんから連絡がありまして。ええと、いえ別に手伝うように言われたわけでもありませんから。その点に関してはご心配なく。はい、はい。それでは後で夏祭りの方にも顔を出させていただきます」

　そう言うと白弓は顔を上げて白矢と絲織へと視線を巡らせる。

「何か玖鈴さんとお話ししたい事があれば……」

「別に」

　白矢はそう答え、絲織は沈黙を守る。

「はい、それではまた後ほど」

　そう言うと電話を切り、携帯を優香へ返す。

「夏祭りも結構、人が出ているみたいだよ。梅花ちゃんが言ってた」

　周囲が自分の事を心配しているなど、まったく気付いていないように、優香はのほほんとした口調でそう言った。

「国道が事故で使えないんだって。それで人が出てるみたい。こっちも混むんじゃないかって言ってた」

「そりゃ大変じゃないの？」

　白矢がそう言うと同時に、店の外の駐車場に一台のワゴン車が入ってきた。

「噂うわさをすれば何とやらね。事故で迂回するついでに、ここで一休みしていくんでしょう」

　絲織の的確な分析通りだった。ワゴン車の中から出てきた家族連れは、いささか疲れ気味の顔で店内に入ってくる。

「四人、いいですか？　子供用の椅子があれば一脚お願いします」

　若い父親がむずかる幼児をあやしながらそう言った。

「は～～い！　少々、お待ち下さい」

　優香はそう答えて早さつ速そく準備に入る。それが皮切りだった。

　二、三台の自家用車が続けざまに駐車場に停まり、やはり疲れ気味の客が喫茶店クリンゲルに入ってくる。

　白弓、白矢姉妹と絲織、そして近所の人数人しかいなかった店内は、あっという間に八割方埋まってしまったのである。




「大丈夫かしら」

　健児に携帯を返しながら梅花は心配そうな顔をする。

「う～～ん、今は客はそんなにいないような事を言っていたからなあ。まぁ大丈夫なんじゃないかな」

　その後の状況を知らない健児は割と楽観しているようだ。

「じゃあお父さんが心配したみたいに、迂回してきた自動車のお客さんもいないのか。それはそれでちょっと残念ね」

　梅花もそう言って笑った。そのやり取りを横で聞いていた春人もほっとしたようだ。

「まあ捌さばききれないくらいお客さんが来るよりもいいだろう。おっと健児くん、自動車の方に行ってケチャップを取ってきてくれないか。あと紙コップも念のために」

「あ、はい。取ってきます」

　出店の方は盛せい況きようだ。チロル風メイド服を着た看板娘梅花の集客効果は抜群で、客の列が引きも切らない。この調子では喫茶店クリンゲルの方に、健児なり梅花なりが様子を見に行くのも難しそうだ。

「メイドさん、こっちにアイスコーヒーとフランクフルトね。カラシは抜きで」

「は～～い、少々お待ち下さい」

　客に声を掛けられ慌てて梅花は振り返る。

「あれ、去年いた小さい女の子はどうしたの？」

　毎年来ている常連らしき中年女性がそう尋ねた。

「あの娘は今年は学校の移動教室でして。残念ながら今年は上の娘だけなんですよ」

　鉄板でフランクフルトを焼きながら春人はそう答えた。




「あれ、あれ。え～～と、動かないよ。どうして？」

　オートエスプレッソマシンの前で優香はうろうろするだけだ。

「おかしいなあ。ちゃんとコーヒー豆も入ってるのに」

　メニューを選んでボタンを押す。コーヒー豆とミルクの補ほ充じゆうさえしてあれば、あとは自動でコーヒーを淹いれてくれるオートエスプレッソマシンが、うんともすんとも言わなくなってしまったのだ。

　すでに店内はほぼ満員。暑い最さ中なかなので冷たい飲み物を頼む客が多い。アイスエスプレッソやアイスカフェラテも、オートエスプレッソマシンで簡単に作れるはずだったのだ。

　それが停まってしまった事で、注文が完全に滞とどこおってしまっている。

「コーヒーまだ？」

「注文取りに来てよ～～」

　客が不満を口にし始めていた。

「あ、はい。ちょっとお待ち下さい。ええと、おかしいなあ。おかしいなあ」

　さすがの優香も慌て始めたようだ。しかしだからといって何ができるわけでもない。同じボタンを何度も押したり、コーヒー豆やミルクのタンクを確認するだけ。

「友利さん、ちょっと……」

　見かねた絲織が立ち上がり、カウンターの中へ入りながら優香へ声を掛けた。

「コーヒー殻がらが溜たまってるんじゃないの？　親しん戚せきが同じメーカーのエスプレッソマシン持ってるけど、それもコーヒー殻が溜まると勝手に停まっちゃうのよ」

「え、そうなんですか？　ちょっと待ってください。ええと、コーヒー殻は……」

「ここよ、ここ」

　絲織は自分でコーヒー殻の受け皿を引き出す。案あんの定じよう、それは一杯になっていた。

「コーヒーは私が淹れるから、友利さんはそれを捨ててきちゃって。あと紅茶やジュースの注文も入ってるでしょ。そっちを先に片付けないと」

「あ、はい。お願いします」

　そう答えて優香はコーヒー殻を捨てに行く。オートエスプレッソマシンでコーヒーを淹れ始めた絲織を見て、自分もいても立ってもいられなくなったのか、白弓も座っていた席を立ち上がる。

「あの、手が足りないようなので、私の方で注文を承うけたまわります。今のお時間、飲み物だけになりますが宜よろしいでしょうか」

　ぶっつけ本番。初めての経験にも拘わらず、白弓は慣れた口調で注文を取り始めた。

「友利さん、絲織さん。３番卓アイスコーヒーふたつにアイスティー。７番卓はアイスオレにアイスティーふたつお願いします」

　カウンターに向かってそう言うと、白弓は白矢の方へ向かって付け加える。

「白矢ちゃん、暇ひまだったら洗い物手伝ってくれないかな？　食器、足りなくなりそうだし……」

「え～～!?　喫茶店でお茶してて忙しいわけがないじゃん」

　白矢は露ろ骨こつに嫌そうな顔をしてみせるが、白弓と絲織が働き始めたのを見て、いつまでも座っているわけにもいかないと思ったようだ。

「仕方ないなぁ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながらも椅子から立ち上がり、白矢はカウンターの向こう側にある洗い場に向かう。

「ウェイトレスさん、こっちも注文お願い。他にいないの？」

　奥の客席からも声が掛かる。どうやらウェイトレスの制服を着ているのが優香だけなので、誰に注文をしていいのか戸と惑まどっているようだ。

　珍しく優香がその空気を察して白弓や絲織に向かって言った。

「奥に制服の予備があるから、それ着たらどうかな？　サイズ合うかどうか分からないけど」

「制服？　そのメイド服の事？」

　絲織はいささかうさんくさげな視線を優香へ向ける。もっとも白矢には、絲織のその態度が表面上のものだとよく分かっていた。

「絲織姉ちゃんはそんなひらひらした服なんて着ないよなあ」

「そ、そうね。私には似合わないわよ、きっと」

「そんな事はないと思いますよ」

　改あらためて注文を取ってきた白弓がそう言った。

「着ていいんなら、私も着てみたいな」

「着ちゃいなよ、蘇芳さんも生徒会長さんも。妹さんも」

「え、私も？」

　優香から水を向けられて、今度は白矢が戸惑う。

「ウェイトレスさん、こっちの注文も取りに来てよ」

　また別の客が声を上げた。

「あ、はい。いま行きます」

「これじゃ誰がお客さんだか、ウェイトレスさんだか分からないわね。服も汚れちゃうし、せっかくだからあの制服に着替えちゃいましょうか」

　絲織がまるで言い訳のようにそう言った。

「着たいくせに……」

　洗い物をしながらぼそりとそうつぶやく白矢に、くるりと振り返った絲織が厳きびしい口調で言う。

「なにか言ったかしら、白矢？」

「いえ、別にぃ～～。着替えるなら今のうちに着替えてきちゃいなよ。手が空あいたら、姉貴も着替えるんだろうし」

「そ、そうね。それじゃ着替えてくるから」

「入ってすぐのお部屋に掛かってるからね。合うサイズを選んじゃってください」

　優香の声を背に受けて着替えに行く絲織の足取りは明らかに軽かった。




「ううむ、かなり店内が賑にぎやかになってきましたな」

「タクシーの運転手さんが言ってましたが、国道が緊急工事で通れないそうです。その為ではないでしょうか」

　道路を挟はさんだ向かい側にある藪やぶから、喫茶店クリンゲルの様子を窺っていた算念、与念がそう言った。

「どうやら蘇芳家の娘は店の手伝いをしているようだな。アルバイトでもしてるのか？」

　弾指のつぶやきに算念が答える。

「あの学校は確かアルバイト禁止のはずですが」

「ちょっとした手伝いくらいならうるさくは言うまい。しかし客が多くなると、店内の様子がよく見えないな」

「いっそ入ってみますか、弾指殿」

「おお、それは良い。実は拙僧もあの喫茶店には興味があって……」

　言いかけた二人は慌てて口をつぐむが、弾指も同感のようだ。

「うむ、そうだな。メイド喫茶というわけではなさそうだが、今時あのような個人経営の喫茶店はかえって珍しい。社会見学するだけの価値はありそうだ」

　そう言って弾指が立ち上がった時だ。背後からバイクの爆音が近づいてきた。

「おお、この前の坊主じゃないか。何をしている、こんな所で」

　わざとらしい口調で、聞き覚えのある声がした。振り返ると背後にはバイクが停められ、楸真実がヘルメットを取ったところだった。

　つけられたか。これは失態。すぐにそう察した弾指だが、口に出すような真ま似ねはしない。

「ちと実山の周囲を散さん策さくしていましてな。道に迷っていたところ、ここに出たので、あの喫茶店で茶でもしていこうかと話し合っていた次し第だいです」

「ふふふ、それは奇き遇ぐうだな。あの喫茶店はこの前、海で溺おぼれたあの娘の家だぞ」

　にやりと笑って真実は言った。弾指たちを尾行してきた真実だが、喫茶店クリンゲルの前でなかなか動かない僧たちに痺しびれを切らして自みずから話しかけてみたのだ。

「ほう、そうですか。自宅が喫茶店という話は聞いてましたが、ここがそうだとはまさに奇遇ですな」

　この生なま臭ぐさ坊主が……！

　あくまで白しらを切る弾指に真実は辟へき易えきとするが、こちらも顔には出さない。

「いい機会だ。少し寄っていかないか。色々とお前たちに聞きたい事もある」

「ふむ、そうですな。拙僧の方も……」

　弾指がそう言いかけた時だ。車道を走ってきた中型バスがクリンゲルの前でスピードを落として駐車場に入っていった。

「おや、また客か」

「今度はかなりの人数ですな」

　真実と弾指が見守る中、中型バスから降りたツアーの観光客と思おぼしき面々がクリンゲルに入っていく。クリンゲルの中に入りきれるかどうか怪しいほどの人数だ。

　客の中には外国人と思しき人間も何人かいる。

　……おや？

　真実と弾指は同時に人影へ目を留とめた。

　落ち着いた雰ふん囲い気きの妙みよう齢れいの白人女性。特に奇抜な格好をしているわけでもない。顔立ちは整ととのっているが、目が覚めるほどの美女という程ほどでもない。

　しかし何かオーラのようなものを感じる。

　これは一種の霊気のようなものか？　弾指はちらりとお供の僧そう侶りよ二人へ視線を送る。算念と与念は、弾指や真実が感じた気配には気付かぬようで、ただバスから降りてきた客たちを眺ながめている。

　ただ者ではないな。それは真実も実感していた。だが敵意や殺意のようなものは感じ取れない。それだけになぜここに、喫茶店クリンゲルに現あらわれたのかが謎だ。

「さて、これだけ客が入るとゆっくり茶を飲むというわけにもいかないな。少し手伝ってやるか」

　真実はそう言うと、弾指たちを待たずにクリンゲルの方へ向かう。

「どうしますか、弾指殿？」

　算念に問われて弾指は答える。

「困っている人を助けぬのは御み仏ほとけの教えにも反する。拙僧たちが力になれるのならば、それに越した事はないだろう」

　算念、与念にそう言うと、弾指も真実の後についてクリンゲルへと向かった。

　案の定、店の中は入り口からでも分かるほどの混みようだ。真実はおもむろに入り口のドアを開きながら声を掛けた。

「お～～い。なんか盛況のようだが、良かったら手伝……」

「いらっしゃいませ！　ただいま少々お待ちいただいて……、って楸先生!?」

　すっ頓とん狂きような声を上げるのは、殻間高校生徒会長の纐纈絲織であった。その後ろでは白弓も驚いた顔で真実の方を見ている。しかも二人の格好は、喫茶店クリンゲルのウェイトレス制服である、あのチロル風のメイド服なのだ。













　教師に見られて恥ずかしいのか、白弓は白い頰にさっと朱を散らせるが、それ以上に慌てふためいたのが絲織の方であった。

「あ、あの楸先生。これはですねえ、ええとそのやむにやまれない事情というものでして……。それに別にバイトという訳でもありませんから！　友利さん一人だと手が足りないんで、白弓と一緒に手伝ってやろうと。ただそれだけで……」

　真っ赤な顔になりながら懸けん命めいに弁べん明めいする絲織を見て、真実は笑いを堪こらえるのが精一杯だった。

「今日は梅花ちゃんとお父さんが、夏祭りで出店をやっているんで、私が手伝っているんです」

　カウンターの方から優香がそう言ってくる。

「私や纐纈さんは、友利さんの様子を見に来たんですけど、予想以上にお客さんが多いもので……」

　笑いながら白弓もそう付け加えた。

「国道で緊急工事があったようだからな。どれ、私も手伝ってやろうか」

「そんな。先生はその辺に座っててコーヒーでも飲んでいってください」

　白弓はそう言うが、生憎と空いている席はない。

「教師の申し出だ。遠えん慮りよするな」

　カウンターの方へ向かう真実だが、続いて入ってきた珍客に店内から歓声が上がった。

「うむ、それでは拙僧たちも手助けいたそう！　困っている人を助けるのは御仏の教え。黙だまって見ているわけにもいくまい」

　言うまでもなく弾指たちである。突然、現れた雲うん水すい姿の僧侶に、主に外国人観光客の間から歓声が上がったのである。どうやら何かのアトラクションと勘かん違ちがいしている客もいるようだ。

　弾指たちの姿に一瞬、呆あつ気けにとられて言葉がなかった白弓たちだが、すぐさま絲織が反応する。

「お坊さんたちは、大人しくしていて下さい。あなたたちが出てくると、ろくな事にならないんですから！」

　糸し寄き神がみや海の一件でも姿を現した弾指たちに、絲織は少なからず神経質になっているようだ。思わずそう声を荒らげてしまう。

「僧の厚こう意いを無む下げにするのは感心しないぞ、お嬢さん」

「じゃあ外の掃除でもしていてくれ。中は私が見ている」

　弾指にそう言いながら真実はあるテーブルへと視線を送る。そこには先程の、不可思議な気配を身に纏まとう外国人女性が座っていた。特におかしな行動は見て取れない。日本語が理解できるかどうかは不明だが、穏おだやかな笑みを浮かべて弾指たちのやり取りを見つめているだけだ。

　弾指は真実のその視線の意味をすぐさま理解した。

「うむ、仕方ない。それでは中は皆に任せて、我らは周囲の掃除でもするとしよう。いくぞ、算念、与念！」

「は！　弾指殿!!」

　お供の僧と共に弾指は颯さつ爽そうと店の外へ出ていった。

「なんなんですか、あのお坊さんたち」

　食器を洗いながら白矢が呆れたように尋ねる。ウェイトレスの制服は着ていたが、きちんと合うサイズはなかったのか、いささかだぶつき気味だ。それも特に胸の辺りが顕けん著ちよである。

「さぁな。仏教にもいろいろ事情があるんだろう。さて、何から手伝おうか？」

　そう尋ねる真実に向かって優香が声を掛ける。

「そうだ。楸先生もウェイトレスの制服を着てみたら？　きっと似合うよ!!」

「制服？　そのメイド服か？」

　真実は優香や白弓、白矢が着ているその衣装をまじまじと観察した後に言った。

「いや……、止やめておこう。趣味じゃあないからな」




「おはよ～～ございますぅ」

　もう日が暮れかけているというのに間の抜けた挨あい拶さつをしてくるのは赤毛の少女。パティ・モーントシュタインだ。

「おはようパティさん。もう夕方だけどね」

　そんなパティに梅花は笑って答えた。

「あ～～、もう夕方ですか。そういえばそうですね。夏祭りは夕方からでしたから……」

　いつまでも時差ボケが治らないと言っているパティだが、夕方まで眠そうな顔をしているのはさすがに珍しい。健児も少し心配そうな顔で声を掛けた。

「今日はいつにも増して酷いなぁ。コーヒーでも飲む？」

「あい、いたらきまふ。……あ、ホットでお願いします。その方が目が覚めると思いまふのれ。ふぁあああ」

　生欠伸あくびを嚙かみ殺しながらそう言うパティに、健児は紙コップに入った熱いコーヒーを渡した。

「ふう、少し目が覚めました」

　コーヒーを一口啜りパティはようやく人心地がついたようだ。少し声を潜めて健児と梅花に向かって続けて言った。

「実は『教きよう団だん』の偉えらい人が来日しておりまして。その出で迎むかえで忙しかったのです」

「へぇ、どなた？」

　聞いて素直に答えてくれるとは思っていなかったが、パティは健児のその質問を露骨に無視して逆に聞き返した。

「茂も狩がり健児。この前、渡した電気ゾンビの資料。調査は進んでいますか？」

　パティが言うのは、『教団』がヨーロッパで発見して、臨りん海かい学校の時に健児に渡されたあの資料の事だ。

「うん、まぁぼちぼち進んでいるかな」

「それは結構。しかしできれば急いでください。色々と妙な動きも見られますので」

「妙な動き？」

　鸚おう鵡む返しに尋ねる健児に向かって、パティは空になった紙コップを差し出す。

「宜しければお代わりをお願いします。あとできれば何か食べるものを」

「はいはい」

　答えるつもりはないな。そう察した健児はパティのリクエストに応こたえてコーヒーのお代わりと焼きたてのフランクフルトを紙皿に乗せて渡す。

「そろそろ盆踊りの時間ね」

　梅花の言うとおり、浴衣ゆかた姿の見物客が中央のやぐらの周りに集まり始めていた。

「あたしも浴衣持ってくれば良かったかな」

　梅花は少し残念そうな顔をする。

「そうか、もうそんな時間か」

　他の客に応対していた春人は腕時計を確認してから言った。

「盆踊りが始まると客も一段落するだろう。店に行って優香ちゃんと交代してくるよ。あとはよろしく頼んだよ。梅花、健児くん」




「気の回し過ぎだったかな？」

　店内から窓越しにバスを見送りながら真実はそうつぶやく。不可思議なオーラを纏ったあの外国人女性は、特に何をするでもなくコーヒーを一杯飲み、他の客と共にバスに乗り込むと去っていった。

　弾指も何か感じていたのだろう。竹たけ箒ぼうきを手にバスを見送っていた。

　運転手が言うには、バスは国道の工事で迂回しているうちに道路を間違えてここへ出てしまったらしいのだ。道順を確認するついでに、不平を言う乗客をなだめる為にクリンゲルで一服となったのである。

　無線で工事が一段落したという連絡があり、運転手は客を乗せ再びバスを出した。それだけのはずだ。

　何か引っかかるが、今はどうにもできないか。

　真実はそう考えながら客がいなくなった店内に視線を戻した。工事が終わったという情報が入ると同時に、迂回途中で時間を潰していた客たちは、バスと同じく改めて出発。地元の客たちも盆踊りに出かけてしまったのである。

「はい、はい。分かりました。それじゃ今日はもうお終しまいという事でいいですね。じゃあ待ってますから」

　春人からの電話に出ていた優香は、みんなの方へ向かって言った。

「ご苦労様でした～～！　あとは私がやるからいいよ、みんなは先に夏祭りの方に向かっててね」

「友利さん、一人で大丈夫？」

　よほど優香が信用ならないのか、すでに私服に着替え終えていた絲織がそう尋ねた。

「大丈夫ですよぉ。後片付けだし。梅花ちゃんのお父さんが来たら、すぐに私も夏祭りに行きますから」

「後片付けだけなら、さすがに大丈夫でしょ」

　奥で私服に着替えた白矢が、白弓と共に店の方に出てきた。

「それじゃ、友利さん。お願いできますか？」

「うん、任せて。どうせもうお客さんは来ないだろうし」

「まぁそうだろうな。私はバイクで行くが、みんなはどうする？」

「歩いていきます。大した距離でもありませんから」

　絲織はそう答えながら、白弓や白矢と共に店の外へ出ていく。店先に出た真実は掃除を続けている弾指たちにも声を掛けた。

「おい、坊さん。今日はもう店じまいだ。私たちは夏祭りに行くがどうする？　できればついてきて欲しくはないんだがな」

　あけすけな真実の皮肉にも弾指は動じる気配はない。

「うむ、それでは拙僧たちもお邪じや魔ましよう。盆踊りとは本来、祖そ先せんの霊を慰なぐさめる為のもの。見過ごすわけにいくまい」

「あーはいはい。まったくもう……！」

　弾指のその言葉に白矢はうんざりとしたように言った。

　優香は夏祭りに行くみんなを見送り、店の周囲を少し掃除してから店内へ戻った。店の中には誰もいないはず。出入り口のドアから目を離さなかったと言えば噓になるが、それもものの一、二分のはず。仮に客が入ってきたとしても、店に誰もいないとなれば声を掛けるだろう。その声も聞こえなかったのだ。

　しかし優香が店内に戻ると、いないはずの人影があったのだ。

　カウンター席にぽつねんと座る小柄な影。普通なら躊躇ためらうところだが、優香は平へい然ぜんとして声を掛けた。

「あの～～、今日はもうお終いなんですけど」

　優香の声にその小柄な人影はくるりと振り返る。

　何か変だな。そう思っていた優香だが、振り返った人影を見てようやく違い和わ感かんの正体に気付いた。

　振り返ったその人影は女の子。それも金髪なのだ。しかも古風な模も様ようの着物を身につけている。年の頃は一三、一四歳というところだろうか。人形のように整った顔立ちは妙に大人びていた。













「今日はもう店じまいか」

　鈴を転がすような涼やかな声で少女はそう言った。

「御ご免めんなさいねえ。もう片付けちゃったんで……。あ、そうだ。麦茶くらいなら出せるけど、それでいいかな。お金はいらないから」

「そうか……。それならそれを貰おうか」

　老ろう成せいした口調だが、優香はそれを不思議と思う事もなかった。優香が冷蔵庫から取り出したペットボトルの麦茶をグラスに注ぐ間、少女は窓の外を見やりながら何事かつぶやいていた。

「妙な気配に山を降りてみたが、いささか後れを取ったようだな……」

「え、何か言った？」

「何でもない」

　少女はぶっきらぼうにそう答え、優香が差し出した麦茶のグラスを受け取る。

「……どうかしたか？」

　ちびちびと麦茶を啜る少女は、優香が不思議そうな顔で自分を見ている事に気付いてそう尋ねる。

「ん～～と……。お嬢ちゃん、誰かに似てるね」

　首を傾げていた優香だが、はたと手を叩くと言った。

「そうだ。お嬢ちゃん、梅花ちゃんの親戚でしょ？　金髪だし、どことなく似てるし」

「梅花……、玖鈴梅花か」

　グラスを下ろすと少女はその名をつぶやく。

「そうだな。そういう事になるかも知れないな」

「やっぱり！　あ、でも梅花ちゃんはいま夏祭りの方に出かけてるんだ。児童公園の方に行けば会えるよ。蘇芳さんや生徒会長さんも今出かけたところだよ」

　少女は優香が口にしたその名前に顔を上げる。

「蘇芳というと、昔の蘇芳神社の家系だな。そこの娘か？」

「ええと、そうだったかな？」

　あまり関心のない優香は曖あい昧まいにそう答えるが、少女にはそれで充分だったようだ。

「梅花は蘇芳の娘と仲良くやっているか？」

　そう尋ねる。

「うん、梅花ちゃんと蘇芳さんは仲良しだよ。生徒会長の纐纈さんや、パティさんや……。そうだ、あと健児くんとも仲良しだよ。みんな仲良しだから。もちろん私もね」

「そうか……、それは善ぜん哉ざい」

「ぜんざい？　だからもうお店終わりだし、ぜんざいは最初からメニューにないし……」

　そう言う優香に笑みを浮かべながら少女は言った。

「面白い事を言うな、お前は」

　そして残った麦茶を飲み干すとカウンターに何かを置き椅子から降りる。

「無駄足であった。それでは梅花によろしく伝えてくれ。そろそろ退たい散さんするとしよう。あまり人目に付くと厄やつ介かいなのでな」

「あ、待ってよ。児童公園に行くなら送るよ。それにもうすぐ梅花ちゃんのお父さんも来るし……」

　自分の脇をするりと抜けていった少女に向かって優香はそう声を掛ける。少女は入り口のドアの所で振り返ると答えた。

「いや、今はまだ会うつもりがないのでな。よろしく伝えておいてくれ」

「よろしくって……。名前くらい教えてくれないと困るよ～～」

　少女は一瞬、躊ちゆう躇ちよしたようだが、優香が可か哀わい想そうだと思ったのか、ひとつ肯くと口を開いた。

「紫し磨ま。紫磨だ。そういえば察しが付くだろう」

　そう言うと少女はドアを開け、喫茶店の外へと出ていってしまった。

「あ、待って。しまださん!?」

　少女を追いかけ優香も外へ出る。ほんの数秒遅れただけにも拘わらず、周囲には少女の姿は見当たらなかった。

「変なの～～？」

　何度も首を傾げながら優香は店内へ戻り、少女が座っていたカウンター席へ目をやる。代金のつもりなのか、カウンターの上には数枚の硬貨が置かれていた。

「お金はいらないって言ったのになぁ」

　硬貨を手に取った優香は、それが見慣れないものであるのにようやく気付いた。




「それでね、梅花ちゃんのお父さんが来て初めて分かったんだけどね。そのお金、ずっと昔の百円玉に五十円玉なんだって！　五十円玉に穴が空いてないんだもの。偽にせ物ものかと思っちゃった」

　優香はにこにこと笑いながらそう言うが梅花や健児、そして先に児童公園に着いていた白弓や白矢が顔を見合わせる。

「なんか変な話ねえ」

「妖よう怪かいっぽいよな」

　健児のその言葉に白矢は思い当たる点があったようだ。ぽんと手を打って言った。

「あ、そういえば実山の周りに金髪の幽ゆう霊れいが出るって噂があるじゃん。小柄な女の子って話もあるから、それじゃないの？」

「でも幽霊がお金を置いていくか？」

　健児がもっともな疑問を口にする。優香もその指し摘てきに肯きながら白矢に反論した。

「そうだよ。幽霊じゃなかったもん。ちゃんとしまださんって名前も言ってたし……。ねえ梅花ちゃん、親戚にしまださんっているでしょ？」

「しまださんねえ……、親戚でそんな名前の人いたかしら？」

　梅花も首を傾げるばかりで心当たりはないようだ。

「じゃあやっぱり幽霊じゃないの。きっとあのお店たたられてるんだよ」

　茶ちや化かす白矢に梅花は少し青くなって言い返す。

「もう他ひ人と事ごとだと思って！　あたし、そういう話は苦手なの」

　自分の両肩を抱いてそう抗議する梅花は本気で恐がっていた。

「そうよ、白矢ちゃん。あんまり人を脅おどかさないでちょうだい」

　白弓もこの手の話は苦手らしい。

「良かったらたたり避よけのお呪まじない調べてみましょうか？」

「考えておきます」

　絲織がそう言ってもまだ梅花は震ふるえていた。

「御免御免。でも変だよねえ。お金といい、島田さんって名前といい」

　そう言う白矢は自分のすぐ後ろで真実が、何か考えを巡らせている事には気付かなかった。

　しまだ……、紫磨だ？　確か殻間高校の理事長の名前が神か室むろ実み紫磨だったな。いや、まさかな。そんな聞き間違いをするはずが……。第一、神室実理事長はもうかなりの高齢のはず。孫やひ孫が同じ名前を名乗っている可能性は否定できないが……。

「楸先生、どうかしたんですか？」

　白矢の対面に立っていた健児が先に真実の様子に気付いてそう尋ねる。

「……いや、何でもない。きっとただの偶ぐう然ぜんだろう」

「偶然？」

　真実のその言葉に健児と梅花は首を傾げ合った。

「あ、そう言えばパティさんはどうしたの？　こっちに来てるはずでしょ」

　優香にそう問われてようやく健児はパティの姿が見えない事に気付いた。

「あれ、どうしたんだろう。さっきまではいたんだけど……」

「あの坊主たちが苦手だから逃げたんじゃないのか？」

　そう言うと真実は盆踊りの輪に視線を送った。そこでは雲水装しよう束ぞくのままで弾指たちが盆踊りに加わり周囲の注目を必要以上に集めていたのだ。

「あははは、面白い～～」

　弾指たちを見て優香は屈くつ託たくなく笑い声を上げた。その笑みを見て真実は思った。

「あ～～、この子ならあり得るな。それくらいの聞き違いは……」

「なんですか、先生？　聞き違いって？」

　怪訝な顔で重ねて尋ねた健児に真実は笑って答えた。

「いや、こっちの話だ」

「出店ももう終わったし、せっかくだから盆踊りしていこうか？」

　そう水を向ける梅花に、健児は怪訝な視線を送る。

「その格好で？」

　健児の言う通りだ。梅花はまだチロル風メイド服姿のままなのだ。

「雲水が踊っているんだ。メイドが踊ったところで問題はないだろう」

　そう言って真実はまた笑った。

「みんなで盆踊りしていこうよ！」

　優香はそう言うと梅花の手を引く。

「まったく元気ねえ」

　そんな優香に絲織は嘆たん息そくするだけだ。

「でも今日は本当に助かったわ、優香。蘇芳さんに白矢ちゃん、それに生徒会長さんもありがとう」

　優香に手を引かれながらそう言う梅花に倣ならって、健児もみんなに声を掛けた。

「いや、本当に助かったよ。俺からも御礼を言うよ」

「当然当然！」

　優香は上じよう機き嫌げんでそう答えるが、健児から声を掛けられた白弓は照れくさそうに顔を伏ふせ、絲織は明後日あさつての方向へ視線を逃がす。

「い、いえ。大した事はありません。ちょうど暇だったものですから……」

「ちょっとお茶を飲みに来ただけだったんだけど。まぁ退屈しのぎにはなったわ」

　口々にそう言う白弓と絲織を、白矢は呆れ半分の顔で見ていた。

「でも予想よりお客さん多くて大変だったでしょう？」

「まぁあのお坊さんは余計だけどな」

　梅花の言葉に健児は盆踊りの輪の中にいる弾指たちへ目をやった。

「お坊さんだけじゃないんだよ。外国人のお客さんも来たんだよ」

　優香のその言葉に健児は聞き返す。

「外国人？　さっきの女の子じゃなくて？」

　優香が答える前に真実が説明する。

「外国人客を乗せた観光バスが、迂回がてら立ち寄ったんだ。まぁただお茶していっただけで、大した問題はなかったが……」

　そこで何かに気付いたようで、真実は言葉を切って周囲を見回す。喫茶店クリンゲルに現れたあの白人女性。パティと何も関係がないのだろうか？

　健児もその可能性に思い至ったようだ。小声で真実に向かって言った。

「そういえばパティさんが『教団』の偉い人が来日してると言ってましたよ」

「ふむ、後でモーントシュタインに聞いてみるか。まぁ話してくれるとも思えんが……」

「まぁ、千客万来で良かったじゃないの」

　二人の会話を聞いていた梅花は、冗じよう談だんめかしてそう言った。




「そのような回りくどい真似をなさらずとも、私にひと言言ってくだされば、ご案内いたしましたのに」

　夏祭りと盆踊りの会場である児童公園から少し離れた駐車場。そこに停まるバスの陰でパティは少し不満げにそう言っていた。

「いえ、あなたの手を煩わずらわせるまでもありません。『月げつ長ちよう石せきの紅あか』」

　そう言うのは妙齢の白人女性。彼女はそう言うとフードのような衣装を頭からすっぽりと被かぶり直した。

「今日はスケジュールに余よ裕ゆうがあったので寄ったまでです。公式の訪問でも、任務の一いつ環かんでもありません。しかし不思議ですね……。あの山」

「実山の事ですか、『金こん剛ごう石せきの白しろ』？」

　そうだ。真実や弾指が不可思議な気配を感じたあの女性。彼女こそ『教団』のリーダー『金剛石の白』その人だったのである。

　実山のある方向へ頭を巡らせて『金剛石の白』は答えた。

「あの山、もう少し調べてみてください。『月長石の紅』」

「はい、仰おおせのままに。『金剛石の白』」

　頭こうべを垂たれるパティに肯くと『金剛石の白』は付け加えた。

「あの山が、何かの鍵かぎになるかも知れません」




「いやぁ、申し訳ありませんねえ。今日は夏祭りで市内の方が混み合っちゃっているんですよ」

「構いません。特に急ぐわけでもありませんから」

　男はタクシーの運転手にそう答えた。運転手はミラー越しに後部座席の客を見やりながら尋ねた。

「お客さん、外国の方ですか？　日本語お上手ですね」

「いえ、生まれは日本ですよ。外国には仕事で行く程度で」

　タクシーの運転手が外国人と思うのも無理はない。客は顔の彫ほりが深く、瞳もわずかに青が掛かっていた。

「ほら、あそこが夏祭りの会場ですよ。盆踊りやってるでしょ」

「ああ、本当だ」

　運転手の言葉に客はウィンドウの外へ目をやるが、あまり関心はなさそうだ。先程から熱心にいじっていた携帯電話の操作に戻る。

「メールですか？」

「ええ、娘からでしてね。すぐにまた出かけるんで、娘の顔だけでも見ていこうと思いまして」

　そう言う男が手にした携帯電話の液晶画面には、水着姿の梅花と愛花、そして健児や友達たちが映し出されていた。それは先日プールで、愛花の携帯で撮とられたものに間違いなかった。
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　アルバムの写真は夏休みを過ぎ二学期に入っていた。

「結局このお坊さんって何者なの？」

　あからさまにうさんくさげな口調で愛まな花かがそう尋たずねた。その視線の先にあるのは、つい先日、行われた髪かみ長なが弾だん指しの転校歓かん迎げいパーティーの写真。殻から間ま高校の制服姿に笠かさを被かぶった弾指が、お供の雲うん水すい二人やクラスメートに囲まれてＶサインを送っているという、見ただけでは何とも状況を推すい察さつしがたい写真なのである。

「うん、まぁ何というかなぁ……。ご先祖様が昔、実み山やまの麓ふもとにあったお寺に住んでいたんだって。それで色々とあって戻ってこようという話になったみたいよ」

　紫し磨まだけではなく弾指についても、まだ本当のところを話すわけにいかない。話すとしたら実山が何であるのか、魄はく型がたとは何か。そして魄型の技術を護まもり伝え続けていた『空から御み霊たまの民たみ』や、弾指の所属する髪長宗しゆうもかつてはそこに属していた事も説明しなければならない。

　そして何よりも梅もい花か自身が一度肉体的には死亡しており、今は不老不死で必要に応じて健児の命令を必要とする魄型と化している事も説明する必要があるだろう。

　何も知らない愛花に、今そんな話をしたらただ混乱するだけだ。

　御ご免めんね、愛花。梅花は心中で従い姉と妹こにそう謝あやまっていた。

「でも楽しかったよね。ほんと殻間高校って面白い人ばっかり」

　写真を眺ながめながら愛花がそう言った。

「うん。面白いっていうか、変な人もいるけど、楽しいと思うよ。あたし、殻間高校へ行って本当に良かったと思う」

　そんな言葉が意識しないうちに梅花の口から流れ出る。

　殻間高校へ入学しなければ、魄型になったりする事もなく、平凡な高校生活を送る事もできたはずだ。もしそうなっていたら、殻間高校で知り合った色々な友達、仲間との出で逢あいもなかっただろう。今の健児との関係も変わっていたに違いない。

　魄型になっちゃったけど、普通の人じゃできない体験もしたけれど……。

　あたしは今こうしている事を後こう悔かいしていない。後悔していないどころか、むしろうれしいとさえ思っている。

　梅花はそう考えていた。

「やっぱり私も殻間高校にしようかなあ。近いし、クラスのみんなも行くみたいだし」

　殻間市の中学生はほとんどが進学先に殻間高校を選ぶ。駅の向こうや電車で少し行った辺あたりには他の高校もあるのだが、そちらは隣接している他の市から進学してくる生徒がほとんどなのだ。

「そうね。いいかもね」

　梅花は笑った。

「楽しいわよ、きっと」
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　　『現在、事件の首しゆ謀ぼう者しやである柏かしわ木ぎ太た助すけは海外へ逃亡中なれど、協力を約束してくれた『教きよう団だん』の監かん視し下かにある。今のところ表立った動きは見られないが、見み戸と川がわでの玖く鈴りん梅もい花か落下事件の首謀者が未いまだ不明である以上、引き続き警けい戒かいは必要であろう』














「事件の詳しよう細さいはこんなところか。他にも触れておかなければならない点というと……。まぁいい。後にするか」

　そんな事をつぶやきながら楸ひさぎ真ま実さねはノートパソコンから顔を上げた。切りの良いところで一息入れ、デスクの上のコーヒーカップを手に取ると、保健室の窓の外に広がる殻から間ま高校の校庭に目を向ける。すでに放課後という事もあり、校庭には下校途中の生徒たちの姿が見て取れる。少々、天気が崩くずれかけてきている為ためか、生徒たちは足早に校門へ向かっていた。天気予報では夜から雨。夕立もあると言っていたはず。

　一見すると、ごくありふれた学園風景。そしてその学園を見守るように立つ実み山やま。

「まったく……。こんなのんびりした場所を中心に、あんな事件が起きたなどとは信じられんな」

　そんな事をつぶやきながら真実がコーヒーカップに口をつけたその時だ。校庭の方から時ならぬ声が飛び込んできた。

「わははははは！　拙せつ僧そうが協力すると言ったのはお主ぬしではなく、あくまで荒あら城き健けん児じとその目的の為だ！　超なんたら部だかは知らぬが、力を貸す理由はない!!」

「ええい、待てぃ！　生なま臭ぐさ坊ぼう主ず!!　健ちゃんはこれから超ちよう科か学がく部ぶの活動を手伝う事になっているのだ!!　大人しく科学の発はつ展てんに寄き与よしろ!!」

　それを耳にした真実は思わずコーヒーを吹き出しそうになってしまった。

「またあの連中か。髪かみ長なが宗の坊主も転校してきたばかりだというのに、馴な染じみ過ぎてるな」

　真実は嘆たん息そくすると身を乗り出し、保健室の窓を開ける。すぐ目の前を校庭で追いかけっこをする弾だん指しと、超科学的先輩こと岸きし田だ粒たま子この姿が通り過ぎていく。制服姿の弾指の先を行く雲うん水すい二人が抱かかえているのは、なんと簀す巻まきにした荒城健児その人である。

「ちょ、ちょっと放してくださいよ。お坊さん！」

　身をよじりそう懇こん願がんする健児に雲水二人は答える。

「申し訳ありませぬ、荒城殿」

「どうしても実山について聞いておきたい事がありまして」

「分かる事なら教えますよ。別に急ぐ理由はないでしょう!!」

　健児はそう言うが、雲水たちは放してくれそうにもない。

「こちらに急ぐ理由はないが、お前はいつも忙いそがしいからな。こうでもしないと時間はとれまい！」

　弾指はそう言い放つ。

　やれやれ……。真実はコーヒーを啜すすりながらしばし校庭を眺ながめていた。

「お坊さんに超科学的先輩も止やめてください！　健児はこれから重要な打ち合わせがあるんです！」

　校舎から出てきた玖鈴梅花が、健児を連れ去ろうとする弾指たちと、その後を追いかけていく粒子に向かって声を上げた。その光景に真実は独ひとりごちる。

「ふむ、そうだな。あの件も一応、書き添そえておくか」

　当初は些さ細さいな事で命令受付状態になってしまった梅花だが、最近はよほど予想外の事がない限りは平常でいられるようだ。

　命令受付状態になるのは、梅花の精神状態によるところが大きい。梅花が不安を覚え、精神的に不安定になるほど、よりたやすく命令受付状態になってしまうと真実は推すい測そくしていた。最近の梅花が滅めつ多たな事では命令受付状態にならなくなっているのは、おそらく精神状態が安定しているからなのだろう。

　それも健児、そしてその周囲にいる人間の協力あっての事だ。

「いい加減にしなさい!!」

　やにわにスピーカーから声が飛ぶ。

「岸田さんも髪長くんも、毎日毎日なにをやっているんですか！　校則を守らないと生徒会としても考えがあります!!」

　生徒会長の纐こう纈けつ絲し織おりの声だ。保健室の反対側にある生徒会室の方へ視線を巡めぐらせると、マイクを片手に持った絲織が窓から身を乗り出していた。

「大体、荒城くんも荒城くんです！　嫌いやならちゃんと断ればいいじゃないですか！　曖あい昧まいな態たい度どをとってるから、おかしな事に巻き込まれるんです!!」

　よほど頭に来ているのか、絲織は健児に八つ当たりを始めた。

「ほら、健児！　纐纈さんもああ言ってるじゃないの！　はっきりしないあんたにも問題があるのよ!!」

　我が意いを得えたりとばかりに、梅花も絲織に続いて健児に文句を言う。

「この状況で俺にどうしろって言うんだよ！」

　簀巻きにされ雲水に抱えられているのでは、健児としてもどうにもならない。

「だから、そんな事になる前に何とかすれば良かったんじゃないの!!」

　雲水と粒子の後を追いかけながら梅花はそう続けた。

「やれやれ……。しかしあの連中にも色々と助けられたのも事実だからな。報告書で一応、触れておいてやらないと。ああ、そうそう。お前たちもだな……」

　そう言いながら真実は保健室の中へと視線を戻す。

「物音一つ立てずに部屋に入ってくるのは止めてくれないか。モーントシュタイン」

　振り返った先には、制服姿のパティ・モーントシュタインの姿があった。

「ふぁああ。すいません、お仕事の途中に息抜きをされているようでしたので、声を掛けては迷惑かと思いまして」

　欠伸あくびをしながらパティはそう言うと、胸の前で抱えたファイルを真実に差し出す。

「これが来週『教団』から届く新たな資料の一覧です。茂も狩がり健児の方にはすでに同じものを渡してあります」

「そりゃ有り難い。ちょうど今、京きよう都との本家への報告書をまとめていたところだ」

「学校でそんな仕事をするのは感心しませんね。誰が見ているか分かりません」

　パティはファイルを渡しながら渋しぶい顔をする。そんなパティに苦笑いをしながら真実は答えた。

「なあに、理り事じ長ちようからしてあれだからな。その辺は万全だ」

　殻間高校の理事長、神か室むろ実み紫し磨まは長らく人前に姿を見せていなかったが、突とつ如じよとして二学期の始業式に現あらわれたのだ。もっとも表向きは初代理事長と同じ名前の孫娘という事になっている。紫磨が魄はく型がたであり不老不死と知っているのは、健児と梅花そして真実やパティをはじめとする関係者だけである。

　その秘密が部外者に漏ろう洩えいしないよう、学校のセキュリティにも注意を払はらっている。

「その理事長ですが……。茂狩健児の作った例のシステムは無事に動いているのか、『金こん剛ごう石せきの白しろ』はその点を気にしています」

　受け取ったファイルを捲めくっていた真実は、パティのその問いに顔を上げた。

「今のところは問題はない。もっとも私も詳くわしい理屈は分からんが、まあ荒城くんを信用するしかあるまい」

　魄型化した梅花は健児から魄はく力りきを供給されているが、紫磨にはそのような存在がない。実山が周囲の人間から少しずつ魄力を吸収、それを紫磨へと供きよう給きゆうしていたのだ。しかし臨りん海かい学校の時、健児と梅花を助けようとした白さ弓ゆみが、そうとは知らぬうちに実山に集められていた魄力を使用してしまったのだ。

　その結果、実山の魄力吸収供給システムが暴ぼう走そう。殻間市一帯に人が住めなくなる可能性もあったが、健児は『教団』から提供された資料やパーツを駆く使しして、それを未み然ぜんに防ふせぐ事に何とか成功したのである。

　もっともそれも一時しのぎ。いずれは抜ばつ本ぽん的てきな対策を講こうじなければならない。つまり魄型を人間に戻す方法を見つけなければならないのだ。

「それはそうと、あの仏教僧たちは大丈夫なのですか？」

　まだ校庭の方では健児を巡って、梅花と粒子、そして弾指たちが大騒ぎを続けている。とうとう我が慢まんできなくなったのか、絲織まで校舎の中から出てきたところだ。

「髪長宗か？　ここまで蚊か帳やの外に置かれていたからな。荒城くんたちから、情報収集をしたいようだが、心配するほどの事ではないだろう」

　しかしパティが心配しているのは他の問題のようだ。

「それは分かりますが、学園の治ち安あんを乱みだしています」

「そりゃあどうにもならんな。そう思うなら、生徒会長の纐纈さんにでも言ってくれ」

　ふと何かを思い出したのか、真実は顔を上げて再び校庭へと目をやる。

「健児！　さっさと帰るわよ!!　今日は、ほら……。例の相談があるって言ったじゃないの!!」

「いや、それは分かるけど。ほら、一応、お坊さんの話も聞いてやらないと……」

「うむ、その通りだ。荒城健児。坊主の言う事を聞いておいて損そんはないぞ」

「損そん得とくの問題じゃありません！」

　相変わらず健児と梅花は弾指たち雲水とそんな押し問もん答どうを続けている。

　粒子や絲織も含めて、魄型の一件に深く関わった連中だ。しかしそこにはある少女の姿が見えない。それに気付いた真実は自分でも気付かぬうちに眉まゆをひそめていた。

「蘇す芳おう白弓ですか？」

　真実の表情からそう察さつしたパティが言った。

「あの娘には迷惑を掛けてしまったからな」

　そう答えた真実にパティは少し笑う。

「随ずい分ぶん、蘇芳白弓に肩入れしますね」

「そうか？」

　首を傾かしげて真実も笑う。そんな真実にパティは言った。

「蘇芳さんなら、また例の場所に行っているようです。特に用事もないはずですが、やはり気になってるみたいですね」

「あの子にしてみれば、まだ解決していないのだろうな」

　真実が校庭へ視線を戻すと、何とか話が付いたようで、簀巻き状態から解放された健児が、梅花たちと一緒に校舎の方へ戻っていくところだ。後から弾指や粒子、そして絲織までがぞろぞろとついてくる。

「今週末にあの仏教僧の歓かん迎げいパーティーをやろうという話が出ているようです」

　真実の視線を追ったパティがそう説明した。

「今日はその打ち合わせをする予定だったんですが、茂狩健児が当とうの仏教僧に拉ら致ちされてしまったので。打ち合わせには蘇芳さんも呼ぶ予定だったのですが、声を掛ける前に教室を出てしまったもので」

「なるほどな」

　そうつぶやくと真実はノートパソコンに歩み寄り書きかけの文章を保存して電源を落とす。

「どれ、蘇芳さんの様子を見てくるか」




　実山は古代のピラミッドだと言う人がいる。世の中ではいわゆるトンデモ説扱いされていたのだが、実のところそれは真しん実じつだったのだ。二〇〇〇年ほど前、恐らくアメリカ大陸から漂ひよう流りゆうしてきた人々が作り、さらにヨーロッパから不老不死の技術を求めて渡ってきた一団も合流。実山を魄力の吸収、蓄ちく積せき、供給システムとしたのである。

　しかしその技術は今に伝わっていない。健児と梅花の曾そう祖そ父ふ、茂狩主税ちからとウォルフガング・クリューガーも完全にそれを再現する事はできなかったのだ。




「こんな所で何をしている？」

　実山の地下。その中央部分にある、いわゆる玖鈴の間で佇たたずんでいた蘇芳白弓に、やにわにそんな声が掛けられた。確認するまでもなく声で分かる。

「楸先生」

　振り返った先には案あんの定じよう、真実の姿があった。

「何をしてるという事もないのですけど……」

　曖昧に答えると白弓は天てん井じようから下がる大きな黒い鈴『玖鈴』へと目をやる。もともと実山地下にある施し設せつは、人目を忍しのんで生活する為に紫磨が利用していたもの。今でも利用する事はあるが事情を知った健児や梅花、そして白弓たちも自由に出入りできる。

「これで良かったのかなって……、ちょっとそう思う事はあります」

　二人だけという気安さからなのだろうか。白弓は思いの外ほか、あっさりと心中を吐と露ろした。

「実山の花嫁の事か」

　真実の言葉に肯うなずくと白弓は続けた。

「今のままだと何か、問題を先送りしただけのような気がするんです」

　実山の暴走を止めるには、紫磨に代わり誰かが新たな実山の花嫁になるのがもっとも確実な手段。しかしそれは即すなわち魄型となる事を意味していた。そして現在、実山の花嫁に相応ふさわしい力を持つのは、蘇芳白弓だけだったのである。

　一度は実山の花嫁となる事を決心した白弓だが、梅花の説得や実山の暴走を止めるアイディアがあるという健児の言葉もあり、結局は二人の申し出を受け入れたのだ。

　もっとも健児が作ったシステムも一時しのぎに過ぎない。とりあえず時間の猶ゆう予よを作り、その間に根本的な解決策、魄型の秘密を解き明かし、どうすれば人間に戻す事ができるか、その方法を探ろうというのが健児の結論だった。

「先送りでいいじゃないか」

　真実はそう言った。

「何も急いで結論を出す事はない。君たちはまだ若いんだからな」

　笑いながらそう言う真実に、白弓も笑えみを返す。

「そうですね……。私も、何ができるかは分かりませんが、その間は荒城くんたちを助けたいと思います」

「そうだな。纐纈さんの家にも色々と資料が残っていたんだ。蘇芳家にも何かあるかも知れない。君にもできる事があるだろう」

「はい」

　そして白弓は再び『玖鈴』を見上げ独り言のようにつぶやく。

「梅花さんが普通の人間に戻れて、そして実山の暴走が完全に停とまって。そしてその時に荒城くんが……」













　真実が側そばにいる事を思い出したのか、白弓は後の言葉を飲み込んだ。しかし言葉にせずとも真実には白弓の言いたかった事がおおよそ見当がつく。

　その時、健児が誰を選ぶのだろうか。誰が側にいて欲しいと願うのだろうか。

　おそらく白弓自身もすでに分かっているはずだ。それでもなお、ほのかに想い続けているのだろう。

　そうだな、急ぐ事はない。時間しか解決できない事もあるのだ。

　そう考える真実の背はい後ごから小さな足音が近づいてきた。

「理事長？」

　振り返ると着物姿の小こ柄がらな少女が、実山の地下通路をこちらへ歩いてくるところだった。

「入るなら一声掛けたらどうだ。楸」

　何やら妙に上じよう気きした顔色と濡ぬれた金髪で紫磨はそう言った。

「いえ、お声を掛けようとしたのですが、学校はもとよりこちらのお部屋にもいなかったようなので」

　そう弁べん明めいする真実に紫磨は答える。

「風呂に入っていたからな」

「……はぁ？」

　実山の地下にはひと一人が生活するに充分な施設が揃そろっている。無論、その中には風呂も含ふくまれているのだ。火山列島と言われる日本は、国土のどこでも深く穴を掘ればほぼ温泉に行き当たる。いつ誰が作ったかは知らないが、実山の地下にもそうした温泉があるのだ。

「理事会というのは面めん倒どうでいけない。それに思ったより気候も蒸むし暑くなっているようだな。これが地球温おん暖だん化かというものか？　汗を掻かいたので一風呂浴あびていた」

　さっぱりした顔でそう答える紫磨である。そして今度は白弓へ頭を向ける。

「それで、多少は気持ちの整理はついたか？　蘇芳白弓」

　白弓は一応、紫磨に断ってこの部屋に来ていたようだ。

「完全にというと噓うそになってしまいますが、楸先生からもアドバイスをいただけたので……」

　そう答えて白弓は微笑ほほえんだ。そんな白弓に紫磨は満足げに肯くと言った。

「それでよい。急ぐ事はたやすいが、時には立ち止まり考える時間も必要だ」

　そして自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑みを浮かべて付け加える。

「まあ私のように時間ばかりあるというのも困りものだがな。お前はそのような目には遭あわせたくはない」

　まったく、この女め狐ぎつねは……。紫磨の言葉を横で聞いていた真実は密ひそかに嘆息していた。実山の暴走に端たんを発する一連の事件は、今にして思えばほとんど紫磨の筋すじ書がき通りに進んでいたようだ。白弓を自分の後こう継けい者しやとして実山の花嫁とすると言ったのも、健児に決心と覚悟を迫せまる為の演技だったのだろう。

　伊だ達てに年は食っていないわけだな。

　そう考える真実の胸きよう中ちゆうを見み透すかしたように、紫磨は意味ありげな視線を送ったが、その件については特に何を言う事もなかった。

　その時、真実の携帯がメールの着信音を響ひびかせる。もともと地下施設なので携帯電話の電波は届かなかったのだが、それではこれから不ふ便べんだろうと、健児がアンテナを敷しいたのである。

「歓迎会の相談か」

　ざっと確かく認にんして真実はそうつぶやく。差さし出だし人にんは健児だ。場所は健児たちの教室。先さき程ほど、パティが話していた一件に間違いあるまい。

　マナーモードにしていたので着信音は鳴らなかったが、白弓の方にも同じメールが届いていたようだ。携帯を取り出してメールを確認していた。

「あんなのでも一応は教え子だ。無む視しするわけにもいかないな。それに実山の件では髪長宗に世話になったのも事実だ」

　そうつぶやき真実は白弓に声を掛ける。

「蘇芳さんも行こう。こんな所にいても気が滅め入いるだけだ」

「こんな所で悪かったな」

　紫磨は実じつ年ねん齢れいに似に合あわぬ、そして見かけの年齢に相応しい膨ふくれっ面つらをしてみせた。その様子に白弓は笑い、そして真実に答えた。

「そうですね。それじゃ私も顔を出させていただきます」

「そうだな、では急ぐとしよう」

　言うなり出口の方へ向かう紫磨に、真実と白弓は怪け訝げんな顔を見合わせた。

「あ、あのぉ、理事長先生。ひょっとして歓迎会の打ち合わせに出席されるのですか？」

「当たり前だろう」

　平へい然ぜんとして紫磨は答えた。

「可か愛わいい生徒の歓迎会だ。理事長が顔を出さないでどうする」

　紫磨は上じよう機き嫌げんで着物の袖そでをヒラヒラさせながら、出口の方へ歩いていった。




「わははははは、拙僧の歓迎会をしてくれるというのか。それは有り難い。坊主を大切にしておいて損はないぞ!!」

「止めておけば良かったって、少し後こう悔かいしてます！」

　喜き色しよく満まん面めんの弾指に対して、梅花はうんざりとした顔でそう言った。

　教室に戻りようやく歓迎会の打ち合わせが始まった。しかし今回の件は、弾指には内緒にしておくはずが、ついてきてしまったのでそうもいかなくなってしまったのだ。

「まぁこうなったら隠しておいても意味はないからな」

　健児もそうぼやきながら髪を掻いた。

「それで日時は今度の土曜日でいいのかな？」

　中なか井いがそう尋ねると、パティが手を挙あげてから言った。

「実は週末には父の会社の方がいらっしゃる予定なので。夏休みに別荘にいらしていた方たちなのですが……」

「ミメットさんやダトーさんでしょ？　時間が合えば来て貰もらえば」

　思い当たるところがあった梅花はそう言った。そんな梅花に健児も肯く。

「そうだな。二人には色々とお世話になったし。夏休みに別荘を利用した時も、面倒をかけちゃったからな」

　最後の言葉は浩助たちに向かって言った。健児と梅花はあの一件の後、ミメットとダトーを紹介されている。ダトーには実山が暴走しかけた時にも助けて貰っているし、健児や梅花としては一度、ちゃんと御礼をしておきたかったのだ。

　その騒そう動どうを知らない浩助たちには、あくまで夏休みに別荘を利用させて貰った御礼という事にしておいた方がいいだろう。そう判断しての事だ。

「そうだな。急に押しかけて迷惑を掛けただろうし」

　特に不ふ審しんに思う事もなく浩助も肯く。

「部外者が来てはご迷惑ではありませんか？　それに仏教僧……、じゃなくて髪長くんも困るでしょう」

　どうにもパティは未だに弾指への苦手意識があるようだ。ちらりと弾指を一いち瞥べつして言い直すが、当の弾指はにやにやと笑いながらパティを見ているだけ。

「まぁいいんじゃないか。人の好意は受けておくものだぞ、モーントシュタインさん」

　声がした教室の入り口へとみんなが目を向けると、ちょうどそこから真実と白弓が入ってくるところだった。

　その二人に続いて入ってきた小柄な人影に、教室の中は一種独どく特とくな空気に包まれる。

　パティや弾指は表情は変えないものの身を固くして待ち構かまえ、そして他の一般生徒たちは好こう奇きの目を向ける。

　その視線の先には殻間高校理事長、神室実紫磨がいるのだ。

「あ～～、しまださんだ」

　夏休みに喫茶店クリンゲルを手伝っていた時、様子を見に現れた紫磨と会っている優香は親しげに手を振った。

「しまだではない。神室実紫磨だ。それに一応、私はこの学校の理事長だぞ。もう少し敬けい意いを払わぬか」

「そうは言ってもなあ、俺たちより年下だしなぁ」

　浩助はそう言って笑う。紫磨の正体を知っているのは健児や梅花など、ごく少数の人間だけ。それ以外の一般生徒にとっては、紫磨は初代理事長の孫娘で見た目通りの年齢という事になっているのだ。

「そうだ！　じゃあ、しまださんの歓迎会もやろうよ!!」

　やにわに優香がそう言った。

「あ～～、それもいいかも。理事長さんの歓迎会だったら学校行事にもなるし」

　すぐに冴が話に乗った。そんな冴に横から絲織が釘くぎを刺す。

「学校行事にはなりませんよ。あくまで有ゆう志しの催もよおしですから」

「……そういえばさぁ」

　今さらながらその事に気付いた冴が首を傾げる。

「うちのクラスの転校生の歓迎会なのに、どうして生徒会長がいるの？」

「私もいるぞ!!」

　横から粒子が首を突っ込んでくる。

「なぜ私がここにいるかというとだな!!　それは私が超科学的先輩だからだ!!」

　その言葉に教室は一瞬静まり返る。

「……無む茶ちや苦く茶ちやだけど、何か納なつ得とくしてしまう自分がちょっと嫌になるわね」

　そう言う梅花に健児をはじめみんなが肯いた。

「うんまぁ、超科学的先輩だからな」

「超科学的先輩じゃしょうがねえよな」

「超科学的先輩だものねえ」

「わははははは！　見たか、生臭坊主！　これこそが科学の力だ!!」

「くぅうう！　おのれ、調子に乗っていられるのも今のうちだ！」

　高らかに勝利を宣言する粒子に、なぜか弾指は歯は嚙がみして本気で悔くやしがる。

「何の戦いですか、何の……」

　そんな二人にパティも呆あきれているようだ。

「こんな人たちがいるんです。生徒会としても放っておくわけにもいかないでしょう」

　これを好こう機きと見て絲織は話のつじつまを合わせる。確かに粒子はこれまでにも色々と騒ぎを起こしていたし、転校してきたばかりの弾指もトラブルには事欠かない。生徒会が介かい入にゆうしてきても何ら不思議はないだろう。

「有志の催しとはいえ生徒会にも認知されているなら、理事長としても厚こう意いを無む下げにするわけにもいかないな。しかしただ歓迎して貰うのも申し訳が立たぬ」

　見た目の年齢の割には紫磨の言い回しは時代がかっている。しかしいつも着物姿という事もあるのだろうか。事情を知らない生徒たちもあまり不審には思っていないようだ。

「費用は私が個人的に負担させて貰う。無制限とは言わぬが、それなりの金額は出させて貰う」

「やったあ～～！」

　冴が早さつ速そく歓声を上げる。

「これならみんなから参加費用取らなくても済むもんね」

「それが狙ねらいか」

　ちゃっかりしている冴に健児は呆れ返る。

「スポンサーも決まったし、ちゃちゃっと決めちゃいましょう。場所はうちでいいのよね？」

　梅花の言葉に冴が肯く。

「うん、貸し切りにして駐車場にテーブル出せば、みんな集まれるでしょ？」

「駐車場なら広いから大丈夫だろうけど、問題は天気だなあ」

　健児の言うとおり、窓の外はどんよりと曇くもっている。今にも雨が降り出しそうだ。

「週末には天気も回復するらしいって天気予報でも言っていたけど……。気休めだと思ってお呪まじないでもやっておく？」

　自分の方へ数歩、歩み寄りそう言った絲織に、健児は当とう惑わくしたようでどぎまぎしながら答えた。

「いや、まぁそれには及およびませんけど……」

　そんな健児を目にした梅花が少し膨れっ面をする。むっとした顔のままで健児の横へ行くと、そっぽを向いて言った。

「週末の事を心配するより、今やらなきゃならない事をさっさとやっちゃいましょう！」

　言っている内容は当たり前だが、言葉尻に刺とげがある。健児は梅花がそんな態度を取る理由が分からぬようできょとんとしているだけだ。少し離れた所でその様子を見ていた白弓は、少し寂さびしげにくすりと笑う。

　その様子に気付いた真実が声を掛けた。

「蘇芳さんは、それでいいのか？」

「え、はい。別に……」

　答えかけた白弓は、真実の言葉の裏には他の意味も込められている事を悟さとった。

「白弓、あの……」

　絲織もその意味を察したようだ。白弓にそう声を掛けた。その言葉を遮さえぎるように白弓は答えた。

「そ、そうですね。それじゃ、あの……。私もお手伝いさせていただきます」

　白弓の様子に健児と梅花は顔を見合わせて首を傾げる。そんな二人に真実が口添えする。

「手伝わせてやれ。本人がそう言ってるんだ。遠えん慮りよする事はないぞ」

　真実がどういう意味合いでそう言ったのか、健児は計はかりかねたような顔をしていたが、横にいる梅花から肘ひじで突かれて我に返る。

「えっと、じゃあ当日の準備とかお願いできるかな？」

　健児のその言葉に白弓はにっこりと微笑んだ。

「はい」

　白弓のその言葉に、健児の横にいた梅花が安あん堵どの表情を浮かべた。

「んじゃまあ、俺たちは必要なものの買い出しに行くとして……。あれ、雲行きが怪あやしくなってきたな。雨か？」

　窓に歩み寄った浩助が空を見上げながらそう言った時だ。

　やにわに稲いな光びかりが閃ひらめき、雷らい鳴めいが轟とどろく。かなり近いようで、ガラス窓もびりびりと震ふるえた。

「きゃ!?」

「おお!!」

　教室の中にもどよめきが広がり、そして天井の蛍けい光こう灯とうが消える。

「こんな事もあろうかと!!」

　言うまでもなく、この状況でこの台詞せりふが出てくるのは超科学的先輩その人以外にない。

「高こう輝き度どＬＥＤとバッテリーを用意してあったのだ!!」

　着ていた白衣をがばっと広げると、その下には何な故ぜかＬＥＤ照明がびっしりと貼はり付けてあった。

「どうだ、有り難いだろう」

「有り難いけど、その格好じゃまったく変へん態たいですねえ」

　冴が呆れ返る。

「これは近くの送そう電でん線せんに落ちたかな。すぐに復ふつ旧きゆうするとは思うが……」

　消えたままの蛍光灯を見上げて真実はそうつぶやくが、すぐに梅花の事を思い出した。この状況ではまた命令受付状態になっているかも知れない。

「ほんとびっくりしたあ」

　しかしそれは杞き憂ゆうだったようだ。梅花のそんな声が聞こえてきた。真実が声がした方へ視線を向けると、梅花がしっかりと健児に抱きついているではないか。

　どうやら雷に驚いて反射的に健児に抱きついてしまったようだ。

　命令受付には精神的な不安感、不安定が関係していると見て間違いないか。そうなると完全に人間へ戻る事はできなくとも、二人の関係次し第だいでは普通に日常生活を送る事はできるかも知れない。

　真実がそんな事を考えている間も、梅花はしっかりと健児に抱きついたまま。周囲もそんな二人に気付いたようで好奇の視線を向け始めた。

「おお～～、これはこれは」

「熱いねえ、お二人さん」

　浩助や中井の言葉に、梅花はようやく自分の状態に気付いたようだ。

「へ？」

　慌てて飛び退のこうとする。その時だ。カメラのフラッシュが焚たかれた。

「なんの集まりかと思って覗のぞいてみて正解だったわね。こんなシーンにありつけるなんてラッキーだったわ」

　そう言うのはいつの間にか紛まぎれ込んでいた新聞部部長刈かり安やす茜あかねだった。

「荒城くんに抱きつく玖鈴さん！　学園のアイドルの決定的シーンをスクープ!!　来週号は大幅増ぞう刷さつは決定だわ」

「刈安さん！」

　絲織が思わず声を荒らげる。健児も刈安の行動に驚いたが、問題は梅花の方だ。一瞥すると梅花の面おもてから表情が消えてしまっている。

　まずい！　健児はポケットにしまってあったハンドベルクリンゲルを手に取る。しかし周囲にクラスメートの目がある以上、うかつに梅花へ命令を出すわけにはいかない。ましてやあの刈安茜さえいるのだ。見つかれば誤ご魔ま化かしきれない。

「ああ!?　あれはなんだー！」

　やにわに弾指が窓の外を指さして叫んだ。

「なにぃ！　あれはまさか!!」

　梅花の異変を見て取った弾指が、咄とつ嗟さに一同の注目を逸そらせた事を悟った粒子も話を合わせる。案の定、生徒たちは窓の外へ目をやっている。

「なになに？　なにか出た？」

　問題の刈安茜も窓へと駆かけ寄っていくところだ。それを見て取った白弓は、健児の元へ近づき声を掛ける。

「荒城くん、梅花さんを」

「うん、ありがとう」

　肯き返した健児はハンドベルを鳴らす。

「Was werde ich machen?」

「雷かみなりは恐くない。大丈夫だ」

「Gern. 雷は恐くありません」

　梅花は無事に命令を受け付けてくれた。すぐに梅花は普段の表情に戻る。

「へ……？」

　まだ健児にしがみついていた事に気付くと、梅花は頰ほおに朱しゆを散ちらせてぱっと飛び退のく。

「べ、別にあたしは……」

　反射的にそう言いかける梅花に、健児は呆れた顔をしてみせる。

「まだなにも言ってないって！」

　そんな二人の様子に白弓は少し寂しげな笑みを浮かべ、そして数歩後に下がった。

　その時だ。天井の蛍光灯が再び灯ともる。

「おお、あれはまさしく!!」

「ううむ、間違いない!!」

「え、なになになに？」

　弾指と粒子の後ろで、デジカメを構えた刈安茜が右う往おう左さ往おうしている。

「猫ですね」

　茜のさらに後ろにいたパティがそうつぶやいた。

「猫だな」

「猫に間違いないな」

　校庭を挟はさんだ反対側の植え込みでは、猫が木の陰で雨宿りをしていた。

「猫～～？」

　茜はうんざりしたような顔で弾指や粒子に食ってかかる。

「猫のどこが珍めずらしいんですか？」

「雨が降って猫が濡れると可か哀わい想そうではないか!!」

　弾指はきっぱりとそう言い放った。そして目め配くばせして礼を示しめす健児に気付くと、にやりと笑ってサムズアップしてみせた。

　まぁ、弾指も自分なりに健児には協力しているようだ。その様子に気付いた真実は安堵のため息と共に、知らず知らずに笑みを浮かべていた。










　　『玖鈴梅花は荒城健児や蘇芳白弓をはじめとした他のクラスメートのフォローもあり、精神的にはかなり安定した状態を保たもっている。『教団』の他、髪長宗、殻間高校理事長神室実紫磨の助力も期き待たいできる為、当面の間、現状を維い持じする事が望ましいと思われる。補ほ足そくするなら殻間高校養よう護ご教きよう諭ゆとしての私、楸真実としては、今回の事件に心ならずも巻き込まれた蘇芳白弓への心身に渡るケアを心がけていきたいと考える』














　そして次の土曜日。喫茶店クリンゲルは貸し切りになり、駐車場にはテーブルや椅い子すが置かれ、臨りん時じのパーティー会場となっていた。

　その上に翻ひるがえるのは『殻間高校へようこそ！　髪長弾指くん、神室実紫磨新理事長』と書かれた横断幕である。

「ご招待いただいて申し訳ありません。俺たちは部外者なのに」

　健児にそう言うのはダトーである。そんなダトーに健児は答えた。

「いえ、あの時はお世話になりましたから。何か御礼ができればと思っていたもので」

　そう言って健児は隣となりに座っていたミメットにも頭を下げる。

「気にする事はありませんわ。こちらは『教団』……、もとい会社の要よう請せいでやった事ですから」

　パティの父が経営する会社の社員。ミメットとダトーはあくまでそう通す事になっている。

「ミメットさんとダトーさんが来てくれて良かったです。私はあまりこういう催しものが得意ではなくて……」

　飲み物が入ったカップを手にパティがそう言った。パーティーが苦手というよりは、弾指や粒子のような超個性的な面々に振り回されるのを好このまないのだろう。

「それじゃ今日は一緒に楽しみましょうよ。『月げつ長ちよう石せきの……』、じゃなくてパティお嬢じようさん」

　そんなダトーにミメットはすかさず釘を刺す。

「あまり羽は目めを外はずさないようにね、ダトー」

『教団』勢のやりとりに笑みを浮かべ、健児は歓迎会の会場を見回す。パティと並ぶ今日の主しゆ賓ひん、弾指は会場の中央で他の生徒たちに取り囲まれていた。お供の雲水二人と共に念ねん仏ぶつを唱となえているところを見ると、どうやら修行について色々とレクチャーしているようだ。

　そしてさらにもう一人の主賓であるが、さすがに学校の理事長という立場故ゆえか、紫磨の周囲にはあまり人がいない。なぜか紫磨を気に入ってしまった優香が、真実と共に紫磨と何やらお喋しやべりをしているだけだ。

　そこに梅花の声が飛び込んできた。

「白さ矢やちゃん、来てくれてありがとう。楽しんでる？」

　振り返るとウェイトレス姿の梅花が、白弓と一緒にいる白矢へと声を掛けたところだった。今日は喫茶店クリンゲルを貸し切っているという事もあり、梅花と愛花はウェイトレスに専せん念ねんしていた。

「うん、まぁ」

　白矢は少し言葉を濁にごした。白矢は姉白弓の身に何かあった事は気付いていたものの、それがいつどのようにして解決したかまでは知らない。それでも蚊帳の外に置かれているのは何となく感じているようだ。

「なあ、姉貴の学校の理事長さんてさ、私たちより年下に見えるんだけど……。二学期が始まってから、着ちやく任にんしたんだっけ？」

「うん、まぁそうだけど」

　直感的に白矢は紫磨に怪しげなものを感じ取っているようだ。そんな白矢に白弓は困ったように笑うだけ。白弓に目配せされた梅花も笑って誤魔化すしかない。

「なんか海外に留学していたみたいよ。なんでもお父さんが外国の人らしいし。ほら、金髪でしょ。あたしと同じで」

　そんな梅花を白矢は露ろ骨こつに不審な目で見る。

「そうだ、じゃあ理事長さんとお話してみる？」

　横にいた白弓が機き転てんを利きかせてそう言った。一瞬、白矢は姉の申し出に当惑したようだ。

「え……、う～～ん」

「別に恐い人じゃないから。さあ、行ってみましょう」

　白弓は白矢の手を取り、紫磨の方へ向かっていった。ホッとした様子で二人を見送る梅花に健児は声を掛けた。

「白矢ちゃんは鋭するどいなあ」

「蘇芳さんの妹だから、何か感じ取ってるのかもね」

　振り返った梅花はそう言って笑う。

「荒城くん、ちょっといいか」

　白弓たちと入れ替わりに健児たちの所へやってきた真実が、指で空を示しながら言った。

「ちょっと雲行きが怪しくなってきたけど大丈夫か？　持つかどうか怪しくなってきたぞ」

　真実の言うとおりだ。天気予報では週末には回復すると言われていた天気だが、生あい憎にくとそれは外れ、どんよりとした雲が頭上を覆おおっていた。

「あと一時間程度だから、何とか持ってくれると思いますけど……」

「いざとなったらクリンゲルの中に場所を移しちゃえばいいし。立食形式ならなんとかなると思います」

　健児に続いて梅花もそう言った。その時である。突然、声が響いた。

「レディ～～ス＆ジェントルメン!!　楽しんでいるかな、諸君!!」

　超科学的先輩こと岸田粒子である。喫茶店クリンゲルの玄関に立った粒子は、その傍かたわらに何やら怪しげな冷蔵庫ほどの装そう置ちを用意していた。

「凄すごく嫌な予感がします」

　パティが健児に聞こえるようにそうつぶやく。

「奇き遇ぐうね、あたしもよ……」

　梅花もうんざりした表情でそう言った。

「神室実紫磨理事長着任、髪長弾指くんの転校を祝しゆくして、超科学的先輩こと岸田粒子からプレゼントを差し上げたい！」

「荒城くん、止めた方がいいんじゃないかしら」

　歩み寄ってきた絲織がそう声を掛けた。

「いやでも、何をやるか分からないし……」

「「「どうせ、ろくでもない事よ（です）！」」」

　梅花、パティ、そして絲織が異口同音にそう言った。

　まぁ、それもそうだな。健児は粒子の方へ駆け出すが、その時にはすでに遅かった。

「この私が開発した、人工オーロラ発生装置だ！」

「ちょ、ちょっと待ってください!!　超科学的先輩!!」

　しかし健児の制止も間に合わず、言うなり粒子は装置のスイッチを入れた。一瞬、冷蔵庫ほどの装置から閃せん光こうが走り、そしてしばし振しん動どうした。

　だが起きたのはそれだけ。後は何も起こらない。

「ありゃ？　ひょっとして人工虹発生装置と間違えて持ってきたかな？　いや、それにしては何も起こらないのはおかしい」

　装置の周りを行き来して粒子は様子を見ているが状況は変わらない。

「まぁ何事もなくて良かったではないか」

　様子を見ていた紫磨が泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度でそう言った。

「ん？」

　健児は頰に何か冷たいものがかかるのを感じた。

「雨か？」

　見上げると健児たちの頭上にだけ、真っ黒な雨雲が浮かんでいるではないか。しかも次の瞬間、そこから文字通りバケツをひっくり返したような猛もう烈れつな勢いで雨が降ってきた。

「お～～!!　分かったぞ、これは人工集中豪雨発生装置だった!!」

「なんですか、それは!!　しかも集中豪雨って!!　せめてちゃんと名前くらい書いておいてください!!」

　健児が突っ込んでいる間にも、雨あま脚あしが激はげしくなり周囲が見渡せない程ほどになる。

「撤てつ収しゆう！　撤収!!　みんな一時、クリンゲルの店内に避ひ難なんして」

　絲織と真実が参加していた生徒たちを誘ゆう導どうする。そして健児の側に来たパティが声を掛けてきた。

「茂狩健児、モニカをお願いします」

　テーブルの上にあったカップや皿を抱えたパティはそう言った。雨のカーテン越しに見ると、確かに梅花はぼんやりとした様子で、さっきいた場所に立ったままだ。

「うん、ありがとう」

　健児はパティに礼を言うと、ポケットからハンドベルを取り出し梅花の側へ急いだ。




「もう、やだびちょびちょ!!」

　クリンゲルの店内に飛び込んできた梅花は、頭からつま先までびっしょり濡れ鼠ねずみである。一瞬、健児を睨にらむと声を潜ひそめて言った。

「さっさと命令してくれない健児が悪いのよ！　あたしを雨の中に立たせておくなんて！」

「いや、だって先に超科学的先輩を止めないと何が起きるか分からなかったし……」

　弁明する健児も雨に濡れている事は変わらない。

「これで外にあったものは全部ですか？」

　食器を抱えて白弓が店内に入ってきた。

「うん、ありがとう。おかげで助かったよ」

　最後に梅花の父、春はる人んどがテーブルを持って店内に入ってきた。

「それにしても困ったわねえ、これじゃ風か邪ぜ引いちゃうわよ」

　冴が濡れた服を摘つまみながらそうぼやく。そんな冴に店の奥から顔を出した愛花が言った。

「うちのお風呂使えるよ。シャワーだけでもどうかな？」

「そうねえ、それじゃお言葉に甘えて……」

　冴がそう言った時、借りたタオルで金色の髪をぬぐっていた紫磨が口を挟む。

「家の風呂だけでは、全員が利用するのには時間がかかるだろう」

　みんなが怪訝な視線を自分に向けるのを待ってから紫磨は続けた。

「実は実山に温泉が湧わいているのだ。私が個人的に利用しているだけだが、一〇人くらいなら余よ裕ゆうで入れる。一人で使うだけではもったいないと思っていたのだ。良かったらどうだ？」

「温泉!?」

　みんな思わず顔を見合わせる。

「そういえばこの前もそんな事をおっしゃってましたね」

　話を聞いていた白弓がそう言うと、白矢がすぐさま乗ってくる。

「いいじゃん、温泉！　その方が暖あたたまるし」

「あの、温泉というと全員一緒に入るんですよね？　私はあまりそういうのは……、ねえミメットさん」

　温泉に馴なれていないパティは戸と惑まどうが、以前から来日経験のあったミメットには抵てい抗こうがないようだ。

「日本式の温泉というのもいいものですよ、パティさん。なにしろ落ち着きますからね」

「よし決まりだな。主人、傘かさを貸せ」

　一瞬、地じが出てしまい時代がかった口調でそう言い出す紫磨に、春人は一瞬ぽかんとするものの、すぐに店内にあった傘をすべて用意する。

「うむ、裸はだかの付き合いとはなかなかおつな計はからいだな」

「そうそう、実山に温泉が湧いてるなんて知らなかったもんな」

　そんな事を言い合う弾指と浩助をじろりと睨んで紫磨は言った。

「男は後回しだ、レディファーストというものだ」

「ええ!?　そんなぁ」

　不服そうな顔をする浩助や中井たちだが紫磨は気に留とめない。

「女が身体からだを冷やすのは良くない。文句があるなら男はこの店のシャワーを貸して貰え。さて、行くぞ。こちらだ」

　紫磨は傘を手にすると、さっさと店の裏にある実山の方へ向かってしまった。




「あら、結構広いのね」

　紫磨に案内されて実山の地下にある温泉に入ってきた梅花は、浴場を見回してそう言った。いくつもの裸電球で照らされた浴場は、確かにちょっとした銭湯並みの広さはある。

「こんな風呂を理事長さん一人で使っていたの？」

　白矢が怪訝に思うのも不思議はない。

「うむ、まぁ色々とな」

　紫磨は適当に言葉を濁す。昔は『空から御み霊たまの民たみ』なども使っていたのだろうが、それはまだ話せる事ではないのだ。

「いいお湯よ、白矢ちゃん。理事長さんのお言葉に甘えていただいちゃいましょう」

　タオルを巻いた白弓は湯の温度を確かめ、さりげなく話題を変える。もっとも白弓がそうするまでもなかった。

「お～～、温泉だ温泉だ!!」

「わ～～い、温泉!!」

　浴場に入ってきた粒子と優香が子供のようにはしゃぎ始めたからだ。

「よし、それではさっそく潜せん水すい調査だ。優香隊員!!」

「らじゃー!!」

「こらこら、かけ湯をしてから入らぬか！　手ぬぐいやタオルを湯船に入れるな!!」

　さっそくに湯に飛び込もうとする粒子や優香を紫磨が怒ど鳴なりつける。

「あら、パティさん。それにミメットさんも」

　少し遅れてパティとミメットが入ってくる。恥ずかしいのかパティは全身にくるりとタオルを巻いた完全装そう備び態たい勢せいだ。一方のミメットは、これまでの来日経験で温泉に慣れているのか、タオルを肩に掛けただけ。ボリュームのあるプロポーションを誇ほこらしげに晒さらしている。

「おおお！　さすがインポート製品は違うわね。さすがの迫はく力りよくだわ」

　かけ湯をしていた冴も思わず感心するほどだ。

「そういえばパティさんは臨海学校の時は、一緒にお風呂入れなかったのよねえ」

「ええ、まぁ……」

　珍しくパティはもじもじとして言い淀よどむ。普段は寝ぼけているか、そうでない時はクールな表情を見せるパティだけに、この態度はなかなか新しん鮮せんだ。それにすぐさま反応したのが、色々な意味で正直な粒子であった。

　さっとパティの背後に回り、後ろからいきなり胸に摑つかみかかる。

「おお、こちらもなかなかの質量だぞ!!　優香隊員!!」

「きやぁあああ！」













　突然、パティらしかぬ悲鳴を上げるや、タオルの下から何かを取り出しそれを振り回す。どうやら愛用している硬こう質しつガラスのナイフらしい。あっという間に自分で巻いていたタオルを切り刻きざんでしまった。

「落ち着いてください、モーントシュタイン！　パティさん!!」

　慌ててミメットが止めに入る。

「まったく、お風呂くらい大人しく入れないの？」

　そう言って一番最後に絲織が入ってきた。脱衣場には一番早く入っていたのに、出てきたのが最後だった事に梅花は首を傾げる。

「遅かったですね、纐纈さん」

「ええ、ちょっとね」

　絲織はちらりと背後を振り返った。

「まさかとは思うけど……、念のためにね」




「さて、行くか」

　春人から借りたタオルで顔をぬぐっていた弾指はそう言うなりいきなり立ち上がる。

「行くってどこへ？」

　怪訝な顔の健児に向かって弾指はにこやかな笑みで言った。

「実山の温泉だ！」

「いや、女の子たちが出てから呼びに来ると言っていたじゃないか」

「うむ、それもそうだが。実山の温泉というのには興きよう味みがあるのだ。ちと覗いてみるだけだ」

「覗くって、ちょっとお坊さん！」

「弾指で良いぞ、荒城くん。クラスメートなのだからな」

　慌てる健児だが、浩助や中井は弾指の意い図とを察しても反応が異ことなる。

「そうだな、弾指。俺も実山に温泉が湧いてるなんて初耳だから興味があるんだ」

「だよなあ、こんな近くに温泉が湧いてるなんて意外だったぜ」

「ちょっと待て待て!!　お前たち、まさか覗きに行くつもりじゃあ……」

「なんだって！」

　健児の言葉にようやくダトーも弾指の目もく論ろ見みに気付いた。

「ちょっと待った！　姐あねさん……、じゃない。ミメットさんとパティさんの入浴を覗かせるわけにはいきません!!」

　健児と共にダトーは弾指たちの前に立ちはだかる。

「何を失しつ敬けいな。拙僧はただ温泉がどのようなものか確認の為、覗きに行くだけだ。決して女によ性しようの裸ら体たいに興味があっての事ではない。坊主の言う事を信用せぬか！」

「うん、俺たちもお坊さんについていくだけだし」

「そうそう、お坊さんなら安心だよな」

　浩助や中井も口々にそう言った。

「他のお坊さんならともかく、弾指の言う事は当てにならないだろう！」

「ううむ、どうしても拙僧の邪じや魔まをするというのか……」

　クリンゲルの店を一歩出たところで、前に立ちはだかる健児とダトーに足を止めて弾指は考え込む。そしてやにわに横を向くと言った。

「おお、アレは何だ!!」

「騙だまされませんよ。どうせまた猫か何かでしょう」

　健児は呆れ半分で言ったが、すぐさまその頭から簀すの子こが掛けられた。隣にいたダトーも同じだ。あっという間に二人は簀巻きにされてしまったのである。

「申し訳ありません。荒城殿」

「弾指殿のわがまま、しばし許されてください」

　弾指のお供をしている雲水二人、算さん念ねんと与よ念ねんだ。

「うむ、それでは温泉の様子を見に行こうではないか。皆の衆しゆう」

「そうそう、俺たちはあくまで温泉がどうなってるか見に行くだけだからな。気にするなよ、健児」

　そんな事を言う浩助をはじめ、弾指は他の男子生徒を引き連れて、小降りになってきた雨の中、実山へと向かっていった。

「待て～～!!　この破戒坊主!!」

　健児は叫ぶが簀巻きの上から荒縄で縛しばってあり、思うように動く事ができない。

「どうしたんだい、健児くん!?」

　騒ぎを聞きつけ慌てて店の奥から出てきた春人が、健児とダトーの有あり様さまを見て目を丸くする。

「事情は後で説明します。小お父じさん。ちょっとこれをほどいてくれますか？」




「ふう、いいお湯ねえ」

　絲織は湯に浸つかりながらそう言った。

「ほんと、ここが実山の地下なんて信じられないわね」

　梅花の言うとおりだ。裸電球で照らされた石造りの浴場はなかなか風ふ情ぜいがある。

「日本の温泉には何カ所か行きましたが、有名なものにも負けない雰ふん囲い気きがありますね。これがワビサビというものでしょうか」

　ミメットもすっかり気に入ってしまっているようだ。

「少々不ふ謹きん慎しんだが、こうなると一いつ献こん傾かたむけたくなるな」

「それもいいですね。私、日本酒もいけますわ」

　真実とミメットは、すっかり旅館にでもいる気になっているようだ。

「姉貴と一緒に風呂に入るのは久しぶりだけど、また胸育ってないか？」

「もうやだ、白矢ちゃんたら！」

　胸元を覗き込む白矢に、白弓は思わず頰を赤らめる。

「梅花お姉ちゃんももうすぐ追いつきそうだね」

　愛花も横から梅花の胸元へ目をやる。

「そ、そんな。あたしはほら、そろそろ成長限げん界かいだし……」

　魄型化しているので、梅花のプロポーションは良くも悪くも変化はない。そんな事を言えない梅花は咄嗟に話題を逸らせた。

「え～～と、そうだ。理事長さん、こんないい温泉ならお客さんも呼べるんじゃないですか？」

「客？　いや、別に客人を招まねく予定はないが」

　怪訝な顔の紫磨だが、冴はすぐに梅花の言っている事に気付いた。

「あ～～、そうよねえ。結構広いし、この辺あたりには温泉はないし。マッサージチェアやエステの施設も置けば、人は呼べるんじゃないの？　私だってこんな近くだったら来るもの」

「なるほど、健康ランドとかスーパー銭湯みたいなものか」

　真実も肯く。

「そうそう。温泉にお客さんが来るようになれば、うちの喫茶店にも流れるかも知れないじゃないの。温泉に入れば喉のどが渇かわくし」

「お前の本音はそちらか」

　簡単に見抜かれた梅花は笑って誤魔化すが、紫磨もそれを悪い提てい案あんとは思っていないようだ。

「そうだな、考えても良いな。いずれ金は入り用になるだろうし……」

　紫磨のその言葉に梅花は少し真剣な顔になる。言うまでもなく金が入り用になる事情とは健児の研究。実山の暴走を止め、魄型である自分と紫磨を普通の人間に戻す。如い何かに『教団』や『空から御み霊たまの民たみ』そして京都の楸家の協力があっても、先立つものがなければどうにもならないのだ。

「ふむ、殻間の湯、いや実山の湯か。なかなか良いな。不老不死の湯として売り出すか」

「あの、理事長さん。それ冗じよう談だんじゃ済まないんですけど」

　苦笑する梅花に事情を知らない冴や優香は怪訝な視線を送った。その時、洗い場の方から何かが落ちる音と男性の声が聞こえてきた。

「やっぱり……！」

　湯船の脇にかけてあった手ぬぐいを取り、絲織は立ち上がった。

「やっぱりって、なんですか纐纈さん」

　尋たずねる梅花に絲織は答えた。

「もしもの場合に備そなえて、念の為、結けつ界かいのお呪いを仕込んでおいたのよ」

「もしもの場合って……」

　怪訝な顔を見合わせる梅花と白弓だが、粒子や白矢はすぐに気付いたようだ。

「おお、覗きか！　やるなあ、男子共!!」

「ちょ……、なに考えてるんだよ！　先生や理事長さんもいるっていうのに!!」

「善ぜん哉ざい善哉、元気があって良いではないか」

　さすがに年の功こうか、紫磨は湯に浸かったまま悠ゆう然ぜんとしてそう言うだけだ。




「足音を立てるでないぞ、連中にはなかなか勘かんのいいのもいる」

　弾指はそう注意しながら脱衣場に向かう。なにしろパティや真実、さらには紫磨までいるのである。気付かれずに近づくのは至し難なんの業わざ。しかしそれゆえに弾指は意い気き込ごみを感じていた。

「大丈夫ですって……。お、ここが脱衣場か。あ!?　あれは……!!」

「おお、脱衣カゴ！　しかも中には、脱いだ服が!!」

　浩助と中井が脱衣場に置かれていた数個の脱衣カゴと、その中に無む造ぞう作さに入っている服を見て思わず興こう奮ふんする。

「待て待て、急せくではない。まずはこの風呂場の構こう造ぞうを確認するのが先せん決けつ」

　実山をくりぬいた風呂だ。壁も天井も石で固めてある。しかし湯気がこもらないように空気を循じゆん環かんさせている設備はあるはずだ。

「うむ、見ろ。あの辺りから洗い場を覗けそうだ」

　脱衣場と洗い場、浴場は曇りガラスの入った古めかしい引き戸で仕切られている。しかし引き戸の上の方はガラスが入っておらず、そこから空気が行き来できる構造になっていた。弾指はそれに目を付けたのだ。

「あそこの壁に石が出っ張っている。足を掛けて登れそうだぞ」

　薄暗い脱衣場を見回していた浩助がそこに気付いた。

「よし、でかした。では早速……」

　一歩、踏み出しかけた弾指は何かの気配を察して足を止める。

「どうした、お坊さん？」

　中井に尋ねられても弾指はすぐには答えない。

　これは……、結界か？　見上げると細い糸が脱衣場の入り口に張り巡らされていた。

　あの呪いマニアの生徒会長か。なかなか慎しん重ちようだな、しかしこの程度の結界、拙僧にかかれば……。

　弾指が結界の糸に手を伸ばした時だ。背後から声が掛かる。

「お坊さん！　なにしてるんですか!!」

　健児とダトーである。春人に助けられた二人が追いついてきたのだ。

「よぉ、なんだ。結局、健児も覗きに来たのか。……あくまで風呂場を」

　中井が二人にそう声を掛けた。

「そんなわけないだろ！」

「そうですよ。俺たちは姐さんたちに迷惑が掛からないかと……」

　健児とダトーは口々に反論するが、弾指はそんな二人を笑う。

「あははは、しかしここまで来てしまった以上、申し開きはできぬぞ」

「へ？」

　健児は怪訝な顔だが、浩助がすぐに説明する。

「だって、ここまで来て止めるつもりでしたなんて言い訳は通用しないだろう」

「うむ、そうだな。風呂場の女性陣から見れば、拙僧もお主等も同じ穴の狢むじなだ。こうなったら覚悟して協力せい」

「どうしたらそうなるんですか！」

「話して分かる相手じゃないっすよ。健児くん。こうなったら実力行使でいきましょう！」

　ダトーの言葉に健児も肯く。

「うん、またこれで話がややこしくなったら困るからな」

　健児はダトーとタイミングを合わせて、一緒に弾指や浩助たちに飛びかかった。

「ま、待て！　いまここで騒ぐと風呂場に聞こえて……」

　健児たちを制止しようとした弾指だが、飛びかかられてしまった為、バランスを崩して脱衣場の方へ倒れ込む。その瞬間、絲織が張った結界に触れてしまったのだ。

　触れてもいないのに糸が切れ、出入り口の上に隠してあった手桶やカゴが、健児やダトー、そして弾指の上に落ちてきたのである。

「痛ててて、こんな仕掛けがしてあったとは……」

　落ちてきた手桶で頭を打ち、顔の前を覆っていたカゴをどかした健児の視界に、白いタオルが飛び込んできた。

　無論、タオルだけが目の前に立っているわけもない。

「健児ぃ～～!!　これは一体どういう事なのかしら!?」

　タオル一枚を胸に巻いたまま、目の前で仁に王おう立だちになっていたのは梅花であった。その肌は湯上がりに加え怒りでピンクに染そまっている。

「いや、待て。梅花！　落ち着け、俺たちは……」

「ダトー、一体どういう事かしら!?　理由によっては上に話を通さなければならないんだけど？」

「ちょ、ちょっと待ってください。姐さん、こちらにも事情が……」

　ダトーも慌ててタオル一枚のミメットに弁明する。そんな二人とは対照的に浩助や中井たち、他の男子生徒はすっかり開き直っていた。

「あ～～、ばれちゃしょうがないか」

「でもまぁ湯上がり姿だけでもめっけものかな」

　そんな事を言うものだから健児とダトーが共犯者扱いされても仕方ない。そして首謀者はというとすっかり遁とん走そう態勢だ。

「うむ、拙僧は急用を思い出した！　それでは仏の加か護ごを祈る。では!!」

　言うなり弾指は颯さつ爽そうと脱衣場から脱出していったのである。

「お坊さ～～ん！」

「荒城くん、そんな……」

「ほら、言ったろう姉貴。ああいうのに限ってむっつりスケベなんだから」

　浴場に繋つながる引き戸の陰に隠れている白弓に、後ろから覗き込んだ白矢がそう言った。

「健児、この始末はどうつけてくれるのかしら？」

「そうね。ダトーも覚悟しなさい」

　そして梅花、ミメットに続いて、後からゆらりとパティが姿を現す。

「……恥を知りなさい、荒城健児。ダトー！」

　すっと上げた手の中には硬質ガラスのナイフが隠されているのは明白だ。

「いや、待てちょっと！　話を聞いてくれ～～ッ!!」

「荒城くんが覗きをやる度ど胸きようなんてないだろ。大方、髪長くん辺りに巻き込まれたんだろうな」

　後ろから様子を窺うかがっていた真実がそう言った。

「そうかなぁ」

　白矢は納得のいかない顔だが、白弓は苦笑して肯いた。

「そうですね、きっと……」




「諸しよ行ぎよう無む常じよう、色しき即そく是ぜ空くう。南な無む」

　さっさと退散した弾指は、実山地下の温泉に繋がるトンネルの入り口で、健児とダトーの悲鳴を耳にすると合がつ掌しようした。













　　『なお神室実紫磨は実山の地下にある温泉を改かい装そう。商業施設とする事で経営に乗り出す方針。これで実山の暴走を抑える装置、魄型の研究費用を捻ねん出しゆつしたいという考えのようである。詳細は後日、また報告する事になる』














　翌日の月曜日、真実は昼休みの保健室で京都の本家に提出する報告書の文末にそう付け足した。そして椅子に座ったまま、頭を巡らせて声を掛ける。

「それにしてもとんだ災さい難なんだったな。荒城くん」

「まったくですよ」

　あの後、梅花やパティたちにタコ殴りにされた健児は絆ばん創そう膏こうだらけである。

「ふぁあ～～、ああ大丈夫です。急所は外してあります。いくら私でもいきなり殺すような真ま似ねはしません」

　生欠伸を嚙み殺しながらパティはそう釈しやく明めいした。

「まぁあたしは殺されかけたけどね」

　そう言った梅花は健児の方へ向き直ると付け加えた。

「大体、お坊さんたちを止めに来たのなら最初からちゃんとそう説明すればいいのよ！　何も言わないんじゃ誤ご解かいするのも当たり前でしょ！」

　健児とダトーの疑いが晴れたのは、様子を見に来た春人の証言からだったのだ。首謀者と分かった弾指は紫磨からきつく説教をされたはずだが、どれほどの効果があったかは疑わしい。

「話を聞いてくれって言ったじゃないか」

　健児は不服そうな顔でそう言った。二人のやりとりを白弓は静かに微笑みを浮かべて見ているだけだった。

　しかしパティは少し首を傾げた。

「そう言えば、モニカ。あなたは荒城健児が覗きに来たと聞いても、命令受付状態にはなりませんでしたね」

「……へ？　ああ、そういえばそうね？　なんでかしら」

　言われた梅花も首を傾げる。そんな梅花に背を向け、ノートパソコンに戻ると、真実はつぶやく。

「案外、潜せん在ざい的てきにはそれを期待していたのかもな」

　真実が何と言ったのかは分からなかったが、つぶやいた事だけは梅花も気付いた。

「楸先生、何か言いました？」

「いや、なんでもない」

　真実はそう答えると、白弓の方へ視線を巡らせる。

「それで蘇芳さんはそれでいいのか？」

「報告書の事ですか？」

　白弓は首を傾げる。健児たちに来て貰ったのは、京都の本家へ提出する報告書について、何か補足する点がないかどうかを確認する為だ。健児、梅花、パティはもちろん、すでに白弓にも確認はとったはずだ。改めて聞き返す事はない。白弓が怪訝に思うのも無理からぬところだ。

　しかし白弓は、つい先日、真実から同じような言葉を掛けられた事を思い出した。

「はい、構いません」

　白弓はそう答えて笑った。

「私は、みんなと今こうしている事が一番楽しいんだと分かったような気がします」

　健児と梅花はそう言う白弓を不思議そうな顔で見ていたが、パティは安堵したように相そう好ごうを崩し、そして真実も笑って肯き返した。

「そうか。善哉、善哉」

　紫磨の口癖を真似ると、真実は文章を記録してノートパソコンの電源を落とした。
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　　　　　＊




　一番新しい写真は実み山やまの地下にある温泉へ通じる通路の前で、梅もい花かや健けん児じ、愛まな花かが紫し磨まや真ま実さねたちと一緒に写っているもの。

　温泉を商業施し設せつ化する為ため、紫磨が春はる人んどの所へ挨あい拶さつに来た時に撮とった写真だ。つい先週の事である。

「それにしてもうちの裏にあんな温泉が湧わいてるなんてびっくりしたなあ。しかもずっと気が付かなかったなんて……」

　愛花が首を傾かしげるのももっともな話だ。

「理り事じ長ちようさんのご先祖さんがかなり昔に作ったけど、ご家族で海外に行ったんでその間は使ってなかったそうよ。時々、親しん戚せきが来て掃除はしていたみたいだけど」

「ふ～～ん、それで中は綺き麗れいだったんだ」

　予あらかじめみんなと示しめし合わせておいた言い訳で、愛花は何とか納なつ得とくしてくれたようだ。

　ベッドに寝転がったまま、愛花はぺらぺらとアルバムのページを捲めくる。写真が貼はってあるのは前半分だけだから後半は何もない。

「来月は文化祭でしょ？　伯お父じさん張り切ってるから、残りのページもあっという間に使い切っちゃいそう」

　殻から間ま高校の文化祭は他の高校と比べていささか早めで一〇月には開かい催さいされるのだ。

「そういえばそうねえ。週明けには出し物決めるって言ったけど、なんかまともな展てん開かいにはなりそうにないわねえ」

「模も擬ぎ店てんやろうよ、模擬店！　喫茶店の模擬店なんかどうかな？」

「え～～!?」

　勢い込んでそう言う愛花に、梅花は露ろ骨こつに嫌いやな顔をしてみせる。

「だって家で喫茶店やってて、また文化祭で喫茶店？　それならもうちょっと変わった事がいいわよ」

「家でもやってるからだよ。喫茶店クリンゲルが文化祭に出張します!!　って感じで。どうかな？」

「どうかなって言われても……」

　首を傾げる梅花に愛花はにんまりと笑って言った。

「文化祭には市外からも見学が来るんでしょ？　きっとうちのお客さんにもなってくれるよ」

「それが目的か」

　ちゃっかりしている愛花に梅花は笑った。

「まぁまだ何も決まってないし、ネタがなかったら提てい案あんしてみるけどね」

　梅花はそう答えるとベッドの上に放り出されていたアルバムを集め自分の机の上に置いた。
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「健けん児じくん、お代わりいるかい？」

　カウンターに座って何か古めかしい本を読んでいた健児だが、その前にあるグラスが空からになっている事に気付いた春はる人んどはそう尋たずねた。

「え、はい。それじゃ、もう一杯。……あの、アイスラテじゃなくてホットにしてください」

　健児は少し迷ってからそう答えた。

「そう言えば今日は冷えるわねえ」

　少し離れたテーブルに着いていた冴さえが抹まつ茶ちやラテのカップを傾かたむけながらそう言った。

「そうかなぁ？　私は別に感じないけど？」

　アイスオレのストローを咥くわえて優ゆう香かは首を傾かしげる。

「あんたはとろいから、寒暖差への反応も鈍にぶいのよ」

「うわ、ひどい～～」

　冴の言葉に優香は頰ほおを膨ふくらませる。

「寒くなってきたから、ドア閉めちゃうわね」

　梅もい花かはそう言うと喫茶店クリンゲルのドアへと歩み寄る。学校から帰ってきた梅花は愛まな花かとお店を手伝っているところ。

　他には客はない。もう少し日が傾けば、仕事を終おえた近所の人たちが顔を出すのだろうが、この時間帯はいつも客が少ない。

　結局、店内にいるのは健児や梅花の友達だけだ。

「もう秋だねえ」

　窓の外に見える木々の葉はすでに色づき始めていた。キッチンに立つ春人は、カップや皿を磨みがきながらのんびりとそうつぶやく。店内の空気を入れ換かえる為ために開けておいたドアから吹き込む風も肌寒さを感じさせていた。

「あ、そういえばさぁ」

　思い出したように冴が頭を巡めぐらせて梅花に声を掛ける。

「あの話、どうしたの？　市の広報誌やサイトに梶かじの葉は姫ひめ祭りの写真載のせるとかいう話？」

「なんだよ、それ？」

　春人からカフェラテのカップを受け取った健児は怪け訝げんな顔で口を挟はさむ。それに答えたのは梅花でもなく冴でもなく目の前にいた春人だった。

「あれ、言ってなかったっけ？　健児くん。この前、市役所の人から梶の葉姫祭りの時の梅花の写真を使わせてくれって依い頼らいがあったんだよ」

「聞いてないですけど……」

　言い淀よどむ健児を横から冴がからかう。

「まぁ、話す理由もないわよねえ。別に梅花の彼氏でもないし」

「え～～、健児くんは彼氏でしょ。ねえ梅花ちゃん？」

　首を傾げてそう尋ねる優香を無視して梅花は父に話しかける。

「ちゃんと断ってくれたんでしょう？」

「いや、ＯＫした」

「はい？」

　春人のその答えに梅花は一瞬、硬こう直ちよくする。命令受付状態になってしまったかと健児が密ひそかに慌てたほどだ。しかし健児がポケットの中にあるハンドベルクリンゲルを取り出す前に梅花が声を上げた。

「お父さん！　断ってくれって言ったじゃないの!!」

　まさに怒ど髪はつ天てんをつかんばかりの勢いで怒ど鳴なりつける。命令受付状態にならなかったところを見ると、梅花自身もその可能性はある程度考こう慮りよに入れていたのだろう。そんな梅花に春人は髪を掻かきながら弁べん明めいする。

「いやぁ、だってさ。娘の晴はれ姿すがただろ？　親としてはできるだけ沢たく山さんの人に見て欲しいじゃないか」

「恥ずかしいもん！」

「え～～、私はいいと思うな。綺き麗れいだったんだから、ちゃんと見て貰もらった方がいいと思うよ」

　色を成す梅花に愛花が言った。その会話を聞いていた冴が携帯を取り出し弄いじくり始める。そしてやにわに健児の方に携帯の液晶画面を突きつけた。

「ほら、可か愛わいい♡」

　液晶画面に映し出されたのは、梶の葉姫の衣装に身を包んだ梅花の写真。どうやら殻から間ま市の公式サイトのようだ。

『今年度の梶の葉姫。毎年、地元の高校生が務つとめる事になっております』

　そんなキャプションがついていた。

「うわ、可愛い～～！」

　覗のぞき込んだ愛花と優香が揃そろって声を上げた。

「名前は載らないんだな」

　健児はちょっとホッとしたように言った。

「残念ねえ、名前が載っていたら芸能界からスカウトに来たりするかもしれないのに」

　そう言う冴に梅花は呆あきれたように答えた。

「あるわけないでしょ、そんな事」

「でも広報誌の方には名前が出るらしいぞ。もう見本誌はできてるはずだから、来週にも……」

　春人がそう答えかけた時である。車道から一台の自動車が喫茶店クリンゲルの駐車場へ入ってくるところだった。この辺あたりでは見慣れない自動車だ。しかも一いつ旦たん、クリンゲルの前で速度を落とし店の名前を確かく認にんしてから入ってきた様子が窺うかがえる。

　春人の視線を追った健児もそれには気付いていた。

　この季節、今の時間帯、ドライブの途中で偶ぐう然ぜん通りがかる自動車は少ないはずだ。

　おかしいな？　健児と春人は訝いぶかしげな視線を交かわし合う。

　自動車から降りてきたのは若い男性と壮そう年ねんの男。共にスーツ姿でどう見てもドライブの途中とは思えない。若い男の方がブリーフケースを抱かかえているところを見ると、むしろ何かの営業で喫茶店クリンゲルを訪おとずれたという雰ふん囲い気きだ。

「ここで間違いないな、君きみ島しま君」

「ええ、役所で聞いたとおりです。中なか村むら課長」

　ドアの向こうからそんな会話が聞こえてきた。やはり何かの営業か。健児と春人がそう思った時、つい先さき程ほど梅花が閉めたばかりのドアが開かれた。

「いらっしゃいませ！」

　梅花と愛花が声を合わせてそう迎むかえた。

　営業ならまずカウンターに立つ春人の方へ来るはずだ。しかしドアを開けた二人の男性の視線はいきなり梅花へと釘くぎ付づけになった。

「おお、これは素す晴ばらしい！　写真も良かったが、ご本人にはそれを上回る花がある!!　どうだい、君島君!!」

「ええ、実際に会うまではと思ってましたが、これほどの逸いつ材ざいとは……！」

　男二人は梅花の方へ歩み寄りながら口々にそんな事を言っている。当とう惑わくする梅花から徐じよ々じよに表情が消えていく。

　まずい、このままだとまた命令受付状態になってしまう。健児がポケットの中のハンドベルに手を伸ばしかけた時、春人が入ってきた客に声を掛けた。

「あの～～、お客さん。一体どういうご用件ですか？」

　いつもの春人と比べるとさすがに口調からはいささか刺とげが感じられる。二人の男は我に返ると春人の方へ向き直った。それと同時に解放された梅花もほっとした表情を浮かべる。どうやら命令受付状態にはならずに済んだようだ。

「あの、失礼ですが、玖く鈴りん梅花さんのお父様でいらっしゃいますか？」

「ええ、確かに梅花の父ですが」

「実は私どもこういう者でして」

　春人が答えると二人は名めい刺しを差し出した。

「園えん溜ためプロダクション？」

　首を傾げる春人だが、意外な所から反応があった。

「あ～～、私知ってるー!!」

　やにわにすっ頓とん狂きような声を上げたのは優香であった。

「芸能プロダクションでしょ？　アイドルのＡＪＣ47や北きた秋あき奈なとかが所属してる」

「芸能プロダクション？」

　優香が披ひ露ろうした意外な知識に皆は顔を見合わせる。

「はい。自分の口から言うのも何ですが、中ちゆう堅けん芸能プロダクションとして、幅広く活動させて貰っております」

　課長という肩書きが入った名刺を渡した中村がそう切り出す。

「こちらの住所は殻間市役所の方で確認させていただきました。今日お伺うかがいしたのは、他でもありません。偶然、こちらの写真を見たもので」

　中村がそう言いながらブリーフケースから出したのは、ついさっき冴が見せていた殻間市役所のサイトにあった梅花の写真。中村に続いて君島も自分のブリーフケースからパンフレットのようなものを取り出した。

「市役所の方で伺ったところ、こういうものもあると教えていただきまして」

　差し出したのは殻間市の広報誌だ。捲めくったページには梶の葉姫姿の梅花が写っていた。市役所のサイトに掲載されていた写真には名前が載っていなかったが、広報誌の方には『殻間高校一年生玖鈴梅花さん』というキャプションがあった。

「市役所の方ではご住所までは教えられないという事でしたが、ご近所で聞いたところこちらと伺いましたので」

　ただでさえ珍めずらしい苗みよう字じ。それに梅花は市内ではちょっとした有名人だ。駅前で殻間市民を捕つかまえて尋ねれば、ほどなくして住所も分かってしまうだろう。

「ええと、それであたしに何の御用なんですか？」

　怪訝な顔でそう尋ねる梅花だが、冴や優香、そして愛花はすでに察さつしが付いているようだ。

「なにボケてるのよ、梅花！　きっとスカウトよ、スカウト!!」

「すご～～い、梅花ちゃん!!　芸能プロダクションからスカウトなんて！」

「ほんと!?　本当にスカウトなの!?　やったじゃん、お姉ちゃん!!」

　盛り上がる三人に梅花は苦笑する。

「そんなわけないでしょ。きっと衣装か何かの話で……」

　梅花の話の途中で中村は言った。

「いえ、スカウトです」

「……はい？」

　当惑する梅花に向かって中村はさらに続けた。

「この写真を見てピンと来ましてね。玖鈴梅花さんを是ぜ非ひともうちのプロダクションから、本格的な王道アイドル路線でデビューさせてみたいと思いまして。今日はご本人様とご両親にそのお話をさせていただきたいと伺った次し第だいです」

「……え？　アイドルって……、あのテレビとかに出てるアイドル？」

　横で聞いていた健児も思わぬ成り行きに呆あつ気けにとられ、梅花の表情の変化を見逃していた。

「はい、その通りでございます。我が社は多くのタレント、アイドルと契けい約やくしておりまして、その育成手しゆ腕わんにつきましても業界屈くつ指しと自じ負ふしております。テレビ局、映画会社、出版社の皆さまからも高く評価されております」

「よろしければお話しさせていただきたいのですが。お時間がないというのでしたら、後日、改あらためて伺わせていただきます」

「凄すごいよ、お姉ちゃん！　アイドルになれば『水戸黄門』や『遠山の金さん』にも出られるかも知れないよ！」

　時代劇好きの愛花が色めき立つ。

「うんうん、梅花はこんな田舎いなかで終わる子じゃないと思っていたものね。わたしゃうれしいよ」

「じゃあ今のうちにサイン貰っておこうよ。きっと貴き重ちよう品ひんになるよ!!」

　愛花だけではなく冴や優香も梅花を取り囲んで騒ぎ立てる。そこでようやく健児は、梅花の顔から表情が消えている事に気付いた。

　まずい、命令受付状態になってる！　健児はポケットからハンドベルを取り出しながら梅花の後ろへ回り込む。

　愛花や冴、優香、そして芸能プロダクションの社員たちは、梅花が唐とう突とつな出来事に困こん惑わくしているだけと思っているようだ。健児は梅花の背後でハンドベルを鳴らす。

「Was werde ich machen?」

　周りで騒いでいた愛花や冴たちは、梅花がなんとつぶやいたのか聞き逃したようだ。命令受付状態の梅花に健児は囁ささやいた。

「ええと、とりあえず落ち着いて話を聞いてみたらいいんじゃないかな？」

　この言い方で命令を受け付けてくれるだろうか。一時、健児は不安に思ったが、それは杞き憂ゆうだったようだ。

「Gern. 落ち着いて話を聞いてみます」

　そのつぶやきにみんなは一時、不思議そうな顔をしたものの、すぐに続けて梅花が聞き返した為、それ以上は気に留とめなかった。

「えっと、もう一度、お話を伺いたいんですけど。つまりあたしをアイドルタレントとしてスカウトしたいというわけですか？」

「なに言ってるのよ！　今もこの人たちそう言ったじゃないの!!」

　冴が勢いきおい込んでそう言った。

「うん、でも落ち着いて話を聞いてみないと」

　周囲は梅花がただ単に事情を飲み込めていないのだろうと思ったようだ。

「そうおっしゃるのも当然です。こちらが当プロダクションのパンフレットとなっております。所属タレントの紹介も掲けい載さいされているので、お目を通してください。はい、お父さんも」

　梅花と春人は言われるままに君島から芸能プロダクションの紹介パンフレットを受け取る。

「私、私！　私も欲しい!!」

「私も～～!!」

　手を挙げる冴と優香にもパンフレットが手渡された。

「あ、この人見た事がある！　ほら、水曜日のクイズ番組のアシスタントだよ!!」

　梅花と春人が開くパンフレットを覗き込んだ愛花が興こう奮ふんしたように声を上げた。健児も二人のパンフレットを覗き込むが、確かにテレビなどで見た覚えがある顔がいくつか見受けられる。

「あ、声せい優ゆうさんも所属されてるんですね」

　出演作一覧を眺ながめた梅花の言葉を君島は耳ざとく聞きつけた。

「アニメやゲームはお好きですか？」

「え、ええ。まぁちょっと。その……」

　隠れオタクの梅花は顔を赤らめて適当に言葉を濁にごす。

「もちろんそういうお仕事も考えられますが、梅花さんには歌を中心とした本格的なアイドル路線でお願いしたいと思っております」

「あ、あのちょっと待ってください。こちらとしても急なお話なので、今すぐにお答えするというわけにも……。なぁ、梅花」

　春人は君島の言葉を慌てて遮さえぎり梅花にそう尋ねた。

「え、あの……」

　当惑する梅花からまた表情が消えかかる。健児は梅花の背後でもう一度、ハンドベルを鳴らして言った。

「お父さんの言うとおりにした方がいい」

「Gern. お父さんの言うとおりにします」

　そうつぶやくと梅花は芸能プロダクションの社員に向き直り改めて口を開く。

「ええと、お父さんもそう言ってるので、ちょっと考えさせていただきたいんですけど……」

「ええ、それはもちろん承しよう知ちしております。こちらも今すぐにとは思っておりません。何かお聞きに名刺の電話番号にご連絡下さい。メールでも構かまいません」

　中村と君島は慇いん懃ぎんに頭を下げてそう言った。そして顔を上げた君島は健児に目を留めると尋ねる。

「ええと。それであなたは玖鈴さんとお付き合いをされてるのですか？」

「それは……」

　赤くなった健児が言い終える前に梅花が口を開く。

「違います！　健児は隣となりに住んでいる、幼なじみで……！」

　ほとんど条件反射である。周囲では愛花や冴が笑いを堪こらえていた。中村と君島はその反応からおおよその関係を察したようだ。

「まぁ最近は昔ほど芸能人の男女交こう際さいにはうるさくありませんが。あまりおおっぴらというわけにもいきませんからね」

「特に梅花さんは高校生ですから。その辺は考えていただく事になると思います」

「考えるも何も、別にそういう関係じゃありません！」

　色めき立って反論する梅花に、愛花や冴は笑いを堪えきれなくなったようだ。大声で笑い始める。ただその中で健児だけが浮かぬ顔をしていた。




「あはははははは！」

　翌日の放課後、保健室には楸ひさぎ真ま実さねの笑い声が響ひびいていた。

「もう、笑い事じゃあありませんよ。楸先生!!」

　ぷうと頰を膨らませて梅花は言った。

「しかし芸能プロダクションも目ざといものだな。こんな小さな市の広報誌まで目を通しているなんて」

　笑いを堪えながら真実はそう言った。

「蘇す芳おうさんも広報誌に載っていれば同じような話が来たかも知れませんね」

　そう言うパティに白さ弓ゆみは頰を赤らめる。

「そんな……。私はほら地味だから。それに広報誌に載せたいって話はすぐにお父さんが断っちゃったし」

「まぁ巫み女こと梶の葉姫役は違うからな。それにしてもアイドルとはなあ」

　そういうと真実はまた笑う。

「アイドル……」

　保健室に来て茶を啜すすっていた紫し磨まが首を傾げる。

「アイドルというと、あれか。活動写真に出たりプロマイドを出したりする、女じよ優ゆうの事だな？」

「……活動写真って、理り事じ長ちようさんさすが昔の人ですね」

　紫磨のその言葉に梅花も呆れるばかりだ。

「あぁ、今はＤＶ何とかというのだったな」

「それは映像ソフトの事です!!」

「うぅむ。何やら横文字ばかりだが、要するに歌や芝居をやらないかと誘われたわけだろう？」

「まぁ、そういう事になりますね」

　梅花はそう言うとため息をつく。そんな梅花の様子を見ていた真実はしばしの黙もつ考こうの後に尋ねた。

「それでどうするつもりだ？」

「どうもこうも……」

　答えかけたものの、すぐに梅花は言い淀む。

「ええと、その愛花や冴たちはやっちゃえやっちゃえって言うんだけど」

　逡しゆん巡じゆんの後そう答えた梅花に、少し笑って真実は続けた。

「従い姉と妹こや友達じゃなくて、私は玖鈴さんの考えを聞いているんだけどな」

「それは……」

　また言い淀む梅花に白弓が言う。

「梅花さんなら大丈夫ですよ。挑ちよう戦せんしてみたらどうですか？」

「あ、あの蘇芳さん。あたしは別に……」

　釈しやく明めいする梅花を遮って真実が言った。

「やりたいんだろう？」

「……え？」

　ずばり本音を突かれて梅花は困惑の表情を浮かべる。

「やりたいんだろう、アイドルというか芸能人。まぁ高校生くらいなら誰でも一度は憧あこがれる。私だって例外じゃなかったからな」

「例外ではなかったかも知れませんが、ものすごく意外です」

　パティが真実をそう茶ちや化かすと、梅花や白弓もうんうんと何度も肯うなずいた。

「お前たち、私をどう見てるんだ？　まぁいい、しかし玖鈴さんの気持ちは分かるが、今のままでは無理だろう」

「……はい」

　梅花は視線を逸そらせて小さく肯いた。

「芸能界に入るとなると、予想外の事じ態たいになる事も多いでしょうし。そうなると健児にはずっとついていて貰わないと……。ただプロダクションの人は、やっぱり男女交際は控ひかえてくれって言うし……」

　その言葉に白弓は少し沈しずんだ顔をする。そこで自分へと送られている視線に気付いたようだ。心配そうに自分を見ている視線の主ぬし、パティへ頭を巡らせると、白弓は大丈夫というように少し微笑ほほえんでみせた。

　そして梅花の方へ頭を向けると言う。

「少しずつ時間を見て、できる事からやるというのもあるんじゃないでしょうか？　例えばモデルくらいなら問題ないと思いますけど」

「そうねえ。う～～ん、でも……」

　梅花は考え込むが、紫磨は辛しん辣らつだった。

「モデルか。確かに似に合あってるかも知れぬな。いつまで経たっても、背も伸びず、体重も増えないモデルだ。ある意味、理想的だな」

「理事長さん！」

　声を上げる白弓に構わず紫磨はまた茶を啜る。

「いずれにせよ、多くの人の目に触れるのは危険だな。それに何とか理由をつけて荒あら城きくんを同行させるとしても、その分、魄はく型がたの研究が遅れる事になる。玖鈴さんにとってもそれは好ましくないだろう」

　真実の指し摘てきに梅花はしばし考え、そして無言のまま肯いた。

「まぁもっとも……」

　空になった湯飲みを真実の机に置くと紫磨が言った。

「お主が魄型から普通の人間に戻る事ができればいいだけの事。私たちはなんら止める理由がなくなる。それには茂も狩がり健児、いや荒城健児くんに頑がん張ばって貰わねばならぬのだが……。その当人はどうしている？」

「健児なら……。楸先生やみんなに相談しようって声を掛けたんだけど、なんか校庭で待っているからって言って……」

　健児のとった行動に戸と惑まどっているのだろう。梅花の答えは歯切れが悪い。

「荒城くんとちゃんと相談してみたらどうだ。その様子だとまだきちんとした話はしてないんだろう？」

「ええ、まぁ……」

　梅花の答えは相変わらず歯切れが悪い。

「健児ったら、全然話聞いてくれなくて……。機き嫌げんが悪いというか、へそ曲げちゃったみたいな感じで……」

「それは……」

　口を開きかけた白弓を遮り真実が言った。

「とりあえず話をしてきてみろ。なんだったら、ここへ連れてきてもいい」

「え……、はい」

　相変わらずはっきりとしない返事だが、それでも梅花は保健室を出ていった。

「あれでいいんですか？」

　梅花を見送りながらパティが嘆たん息そくする。白弓も心配そうな顔だ。

「私たちが言うよりは、身近な友人から言って貰った方がいいだろう。その必要があればな」

　そう答えた真実にパティは笑う。

「なるほど。相変わらず回りくどい事をしますね」

　白弓は首を傾げるがパティは真実の意い図とを察したようだ。梅花が出ていった保健室のドアへと頭を巡らせてつぶやく。

「荒城健児がちゃんと話を聞いてくれれば、それに越した事はないのですが……」

「そうですね」

　パティの言葉に肯く白弓だが、真実と紫磨はシビアだ。

「無理じゃないかな」

「無理だな」

「もう、先生や理事長さんまで……。そんな言い方はないと思います」

　非ひ難なんがましい視線を向ける白弓に、紫磨は笑いながら真実のポットから勝手に急きゆう須すに湯を入れていた。

「善ぜん哉ざい、善哉。何とかなるであろう。そんなに気になるなら、追いかけて様子を見てきたらどうだ？」

　紫磨のその言葉に白弓とパティは顔を見せ合い、そして肯き合った。




「梅花ちゃん、スカウトされたんだろ？　すげえよなあ！」

　校庭のベンチでぼんやりとしていた健児に、浩こう助すけがやにわにそう話しかけてくる。中なか井いや弾だん指しも一緒だ。

「まぁ彼女は当然だよな。むしろ今までアイドルにスカウトとかそういう話がなかったのが不思議なくらいだ」

　中井も頻しきりに肯きながらそんな事を言う。

「まぁなぁ……」

　盛り上がる浩助や中井とは対照的に健児は生返事だ。

「おお、アイドルか。それなら拙せつ僧そうも知っているぞ。拙僧の父が『アイドルアットマーク』というゲームに嗔はまっていてな」

「違いますよ、お坊さん。ゲームの話じゃなくて現実リアルのアイドルですってば」

　浩助の返答にはさすがの弾指も驚いたようだ。

「なんと！　テレビに出たりＣＤを出したりする本物のアイドルにスカウトされたという事か!?」

「そうそう、何でも梶の葉姫祭りの時の写真を見たプロダクションがスカウトに来たって話ですよ。皐さつきさんたちの話、聞いてなかったんですか。なぁ、健児」

「ああ……」

　冴と優香が朝からふれ回っている。すでに校内では話題になっており、新聞部の刈かり安やす茜あかねなども取材を始めているようだ。

「ううむ、いきなりアイドルというからすっかりテレビかゲームの話と思っておったわ。なにしろ普ふ段だんはあまりテレビを見たりはしないし、拙僧の父はバリバリのギャルゲーオタクだからな。そっちの方へ頭が回らなかったわ。わははははは!!」

　普通ならば大笑する弾指に突っ込みの一つも入れる健児だが、今日はベンチに座ったままで初秋の青い空を見上げていた。

「なんだよ、健児。梅花ちゃんがビッグになるチャンスだっていうのに、元気なさ過ぎだろう」

「そうか？」

　そう言う浩助に健児は首を傾げてみせるが、その声には明らかに張はりがない。

「ふうむ、なるほど。そういう事か」

　そんな健児の様子を見ていた弾指は、頤おとがいに手を当ててにんまりと笑って言った。

「荒城健児くん。要するに君は玖鈴梅花さんが、アイドルになって自分から離れていってしまうんじゃないかと思ってるのだな!!」

「な……!?」

　弾指のその指摘に健児は思わず絶ぜつ句くするしかない。

「おお、この反応。図ず星ぼしか!?」

「さすがはお坊さん！　ちょっとは感心しましたよ！」

「ふはははは！　拙僧を褒ほめても何も出ぬぞ」

　そう、そのとおりだ。弾指の言うとおりなのだ。

　しかし単に自分から離れてしまうからというわけでもない。健児の悩みの種はもう少し奥深くにあった。

　周囲を華やかにする独どく特とくの空気を持つ梅花。それに比べると、自分は本を読む事だけが趣しゆ味みのような、冴さえない科学オタクだ。少なくとも健児自身は自分をそう評ひよう価かしていた。

　幼なじみだからといっていつまでも梅花が自分の側そばにいてくれるわけもない。その理由もない。時が来れば梅花は自分から離れていってしまうだろう。

　健児はそう考えていた。そしてその方が梅花の為なのだろうとも自分に言い聞かせていた。

　そこに起きたのが例の魄型事件だ。

　一度、命を失い魄型と化した梅花は健児無しで生活できなくなってしまったのだ。健児が魄型である梅花の側にいなければならない。そして健児は必要に応おうじて梅花に色々と命令する事ができる。

　梅花がアイドルになりたくとも自分から離れる事ができない。

　そこに考え至いたった時、健児は自みずからに疑ぎ念ねんを抱いだいた。

　俺は、今のこの状況を喜んでいたんじゃないのか？

　梅花は自分から離れる事ができなくなった。魄型を人間に戻す研究を引き延のばし続ければ、それこそ一生、梅花を自分の手元に置いておく事ができる。

　魄型の一件があってからというもの、健児は梅花が自分から離れてしまうのではないかと思い悩まなくなっていた。梅花が自分から離れる事ができないと分かっていたからだ。

　くそ……！

　健児は無言で自分を罵ののしる。

　梅花の為、梅花の為と言っても、結局、俺は梅花が自分から離れられなくなった今の状況を喜んでいたんじゃないか！

　健児は昨夜からずっと自分をそう責せめていた。自じ責せきにばかり囚とらわれて、それ以外の事には頭が回らなかったのである。













「ふむ、荒城くん。悩んでいるようだが、良かったら拙僧に相談してみぬか？　解決できるかどうかは分からぬが、多少は気持ちも落ち着くであろう」

「いや、いいです」

　健児はぶっきらぼうにそう言うとベンチの横にあった鞄かばんを手にすると立ち上がった。

「梅花が来たら先に帰ったって言っておいてください」

「おいおい、梅花ちゃんの荷物持ちしなくてもいいのかよ？」

　いつも健児は登下校の際、梅花の鞄を押しつけられている。それを知っている浩助は怪訝な顔で尋ねた。

「いいんだよ」

　健児は肩ごしに浩助へそう答えると、さっさと校門の方へ向かってしまった。後に残された浩助と中井はぽかんと健児を見送るだけだ。

「ふむ、これは思いの外ほか、根が深いようであるな」

　弾指がそうつぶやいた時だ。三人の背後から声が掛けられる。

「あれ。健児、いないの？」

　梅花である。振り返ると校舎の方から梅花が小走りに駆かけ寄ってくるところだった。浩助は校門の方を指さして梅花に答えた。

「今しがた帰っていったばっかりだったけど」

「もう、待ってるって言ったじゃないの！」

　浩助の答えに梅花は憤ふん然ぜんとしてそう言うと校門の方へ向かった。




「健児！」

　校門から表通りに出るには、学校の私し道どうを少し歩く事になる。健児はちょうど表通りに出たところで背後から梅花にそう呼び止められた。

「なによ、健児。待ってるって言ったじゃないの」

　追いついた梅花は頰を膨らませてそう言った。

「うん、なんか長くなりそうだったんで……」

「一時間も経ってないでしょ！」

　梅花の言うとおりだ。健児は梅花と顔を合わせにくくなってしまい、あの場を離れたのである。

「ええと、それで……」

　昨日のスカウトの件、梅花は真実や紫磨に相談してみると言っていた。どういう結論になったのか。どうしても健児は聞きにくい。

「うんまぁ、相談はしてみたんだけどね。やっぱり今のままじゃ無理だろうって。健児があたしを普通の人間に戻してくれた後なら問題はないんだろうけど……」

　そりゃまぁそうだよな。健児はそう思う一方で、そんな自分自身に嫌けん悪おを抱く。

「健児がずっとついていてくれるんなら、何とかなりそうな気もするけど。それは無理だもんね」

　梅花にしてみれば何気なく口にしたその言葉が、健児の胸に突き刺さる。

「悪かったな！」

　ささくれ立っていた健児の胸きよう中ちゆうがそのまま口調になって表れた。梅花はどうして健児がそんな言い方をしたのか理解できないようで、しばしの間、きょとんとして見つめているだけ。ややあってからようやく口を開いた。

「な、なによ。その言い方！　あたしだって、色々考えているんだからね！」

「考えているって何を!?」

　まずかったかなと思いつつも、すぐには口調は戻らない。梅花も健児の言葉に刺とげが残っているのは感じているようだ。憤然とした面おも持もちで言い返した。

「決まってるじゃないの、昨日のスカウトの話よ。あたしが何も悩んでないと思っていたの!?」

「悩む事はないだろう！」

「悩むわよ!!」

　気付かぬうちに健児の足は早くなっていく。梅花もそれに追いつこうと歩を早めた。

「悩むって事はアイドルになりたいんだろう？　芸能界に入りたいわけじゃないか。だったらやればいい。俺に遠えん慮りよする事なんてない」

「遠慮なんてしてないわよ！」

　梅花も負けじと声を荒らげる。

「健児がいないと、あたし一人じゃどうにもならないから困ってるんじゃないの！」

「俺だって……」

　そう言いかけて健児は後の言葉に詰まった。

　俺だって、なんだ？　俺も一人じゃどうにもならないから困ってるのか？　それとも……。

「分かったわよ、健児がそんな事を言うのなら……」

　思わず足が止まった健児の前に回り込むと梅花は言った。

「いい事、思いついた。健児があたしに『アイドルになれ！』、『アイドルとしてちゃんと芸能活動をしろ！』って命令すればいいのよ。そうすればあたし一人でも何とかなるはずじゃないの」

「そんな曖あい昧まいな命令じゃ意味ないのは分かってるだろう！」

「じゃあどうすればいいのよ!!」

「俺に聞くなよ……!!」

「じゃあ誰に聞けばいいのよ。あたしがこんな問題、相談できるのは、健児だけじゃないの!!」

「とにかく、俺にはどうにもできない。梅花の好きにすればいいだろ!!」

　そう言うなり健児は梅花の脇を抜けて歩き出す。

「分かったわよ！　そんなに言うんなら好きにするから!!」




「何とかとバカは高い所に登りたがると言うがな……、お主はよほど高い所が好きなようだな」

「その場合は、煙けむりと何とかは高い所へ登りたがると言うべきですね」

「ほぉ、日本語には結構精せい通つうしているではないか。パティ・モーントシュタイン」

　健児を追いかける梅花の後をつけてきた弾指は、側の木の上に立つパティにそう答えた。パティもやはり梅花の様子が気になり後をつけてきたのだ。

　実み山やまの周囲を巡る道路の脇にある雑ぞう木き林ばやしから、弾指とパティは様子を窺っていたのだが、その目の前で健児と梅花はケンカ別れしてしまった。

「我ら髪かみ長なが宗しゆうとしては放置しておいても良いのだがな。現実問題どうにもなるまい」

「存ぞん外がいに仏教僧は冷たいのですね」

「髪長宗としての対応と拙僧の行動は別だ。それに父上が病やまいに伏ふせっている以上、あまり心配を掛けたくはない」

　そう言ってから弾指は付け加えた。

「ふむ。玖鈴梅花がアイドルになり、ゲーム、アニメの声優を担当すれば父上も喜ぶかも知れぬな。まあ父上が興きよう味みを持つのは担当しているキャラだけだろうが」

「なかなか業ごうが深いですね」

　呆れたようにそう言うとパティはスカートの裾すそを翻ひるがえして木の上から飛び降りた。

「しかし放っておく訳にもいきません」

「うむ、それは同感だ。拙僧は荒城健児の方に向かおう。お主たちは玖鈴梅花の方をお願いする」

「分かりました」

　そう答えるとパティは背後へ振り返る。そして慌てて木の陰に隠れた人影に向かって言った。

「よろしいですね。蘇芳白弓」

　ばれていたか。白弓は罰ばつの悪そうな顔で木の陰から出てきて肯いた。

「はい」




　もう一度、真実や紫磨に話して健児を説得して貰おう。そう考えた梅花の足は再び学校へと向かっていた。そんな梅花の背に呼びかけるものがいた。

「玖鈴梅花」

「梅花さん！」

　パティと白弓だ。学校にいたはずなのに、いつの間にか後ろから声を掛けられて梅花は怪訝な顔で振り返る。

「蘇芳さん、パティさん？」

　梅花が尋ねる前にパティの方から説明する。

「申し訳ありません。気になったので、荒城健児との会話を聞かせていただきました」

「御ご免めんなさい。盗ぬすみ聞きするような事をしちゃって」

　パティの横で白弓がちょこんと頭を下げた。

「いいのよ、別に。健児ったら全然はっきりしてないって分かったでしょ？」

　足を止めそう言う梅花に、白弓とパティが歩み寄る。

「確かにその一面もありますが梅花、あなたもはっきりしてないんじゃあないですか？」

「え？」

　出し抜けにパティからそう言われて梅花は虚きよを突かれたようだ。

「結局、あなたはスカウトの話を受けたいのですか？　どうですか？」

「それは……」

　梅花は途中で言い淀む。

　それは健児次第……。その言葉が出てきそうになったのだ。

　パティの言うとおり、自分もはっきりしていなかったのか？　梅花は考え込む。

　そんな梅花に今度は白弓が言った。

「荒城くんもきっと梅花さんと同じなんだと思います。不安で心配なんですよ。だからずっと側にいたい。いて欲しい。そう思っているんじゃないですか？」

「それは……、そうかも知れないけど。だっていつまでも一緒にいるというわけにも行かないでしょ」

　そう言う梅花にパティが言う。

「だから不安なのではないですか？」

「……うぅ」

　痛いところを突かれて梅花は黙だまり込む。

「二人とも不安。でもそれを言い出せないからお互たがい素直になれない。そういう事でしょう？」

「べ、別に素直になれないとか、そういう事じゃ……」

　そう反論する梅花に、白弓とパティは笑い始めた。

「な、なによ。二人とも！」

　笑う二人に梅花は戸惑う。笑いを堪えてパティは答えた。

「いえ、相変わらずだなと思いまして」

「でもそういうところは梅花さんらしいです」

「もう、蘇芳さんまで！」

　梅花の頰は紅こう梅ばいのように真っ赤になっていた。

「玖鈴梅花。あなたは自分が荒城健児にどうして欲しいのか、良く分かっているはずです。それなら素直にそう言ったらどうでしょう？　いえ、素直になれないのがあなたというのは分かってますが」

「最後のひと言は余よ計けいよ」

　パティの言葉に梅花は少し拗すねてみせるが、少し思うところがあったようだ。暮れてきた空を見上げてから一つ肯く。

「うん、何か分かったような気もする。うまくできるかどうかは分からないけど、言えるだけの事は言ってみる」

　そして白弓とパティの方へ向き直ると笑顔で付け加えた。

「ありがとう。御免ね、なんか心配させちゃって」

「どうという事はありません。これも任務の一いつ環かんですから」

　パティに続けて白弓も答えた。

「早く荒城くんの所へ行ってあげた方がいいと思いますよ」

「うん」

　梅花は肯くと来た道を引き返した。

　パティはふうと一つため息をつくと白弓に一いち瞥べつをくれてから言った。

「玖鈴梅花が素直になれないならば、蘇芳白弓、あなたはどうにも不器用ですね」

「分かってます」

　梅花の背中を見送りながら白弓は繰くり返す。

「分かってはいるんです……」




「わははははは！　見せて貰ったぞ、荒城健児!!」

　釈しやく然ぜんとしない思いのまま、自宅の前まで来た健児にやにわにそう話しかけてきた者がいた。振り返り確認するまでもない。弾指だ。

「お坊さんですか」

「なに、同じクラスメートだ。そんなに畏かしこまるまでもない。弾指くんで良いぞ!!」

　妙なノリもあるが、やはり僧そう侶りよというわけだろうか、時折、達たつ観かんした言げん動どうを見せる弾指に、周囲は一歩引いた対応を見せている。もっとも当の弾指はそんな事にあまり気を留めている様子もない。

　健児はこのタイミングで弾指が現あらわれた理由の察しはついていた。

「ええと、ひょっとして見てました？」

「うむ、見ていたぞ!!」

　弾指はにこやかに笑いながら言った。

「話には聞いていたが、お主らはどうにも素直になれぬようだな」

「素直になるもどうも……」

　弾指の態度に辟へき易えきとしながらも健児は答える。

「梅花はいつまでも俺の側にいるべきじゃないんですよ。それが魄型化してしまったから、俺の側にいなきゃならなくなっただけで……。今回の件は良いチャンスだと思います。あとは実際にどうやってアイドル活動をしていくか……」

「ほう……」

　そう答えた健児に弾指はにやりと笑い眼光鋭するどく見つめ返す。さすがは僧侶、同年代の男子高校生とは思えぬ程の眼光だ。健児も思わずたじろぎ数歩後あと退ずさる。

「お主はそれでいいのか？　荒城健児」

「いいもなにも、それが梅花の為だと……」

「ではお主は納なつ得とくしてないのだろう？　違うか」

　弾指は畳たたみかける。

「お主が納得してないのだ。梅花さんも納得してないのではないか？　共に納得してないから、ケンカ別れになる。そういう事だ」

「納得するかどうかという問題じゃなくて……」

「素直になれ、荒城健児」

　そう言うと弾指はうさんくさいぐらいにさわやかな表情で空を見上げた。

「だれかの為に犠ぎ牲せいとなるのは坊ぼう主ずくらいで良い。人を犠牲にした幸せなどない。そうされた方も結局は幸せにはなれぬ。ならば素直になれ。お主が梅花さんに望む事はたった一つだろう。違うか？」

　俺が梅花に望む事……。それは分かっている。だけどそれは俺のわがままなんじゃないだろうか。そんな健児の思いを見み透すかしたように弾指は続けた。

「お主と梅花さんは幼なじみなのだろう？　お互い考えている事はおおよそ分かるはずだ。本音を隠されて見え透いた噓うそで誤ご魔ま化かされて喜ぶ人間はいない。違うか？　まぁそう言って駄だ目めならすっぱり諦あきらめるのだな」

「……お坊さん」

「弾指くんで良いと言ったであろう。わはははは!!」

　空に向かって大笑する弾指だが、その時、一陣の風が吹き付けてきた。風は弾指の頭の上に乗ったカツラを飛ばしていった。

「あ、カツラが……」

　健児が指摘するまでもなく、弾指は頭の上が急に涼すずしくなったのに気付いていた。

「しまった！　登校用に新調したカツラのサイズがちゃんと合ってなかったのだ!!　すまん、荒城くん。あとはお主自身の問題だ。がんばれよ!!」

　そう言い残すと弾指は飛ばされたカツラを追いかけていった。

「まったく……」

　健児は笑いながら弾指を見送る。

　そうだよな……。お互い何を考えているのかは分かっていたんだ。それを誤魔化すからなんだ。

「たまには弾指もお坊さんらしいことを言うじゃないか」

　健児は今さらながら感心していた。




「健児!!」

　梅花は自分の家でもある、喫茶店クリンゲルの前に立っている健児の後ろ姿を見つけ、反射的に声を掛けていた。

　梅花の声に健児はすぐに振り返る。そして何か言おうとしたようだが、すぐに言い淀んでしまう。それは梅花も同じだった。

「えっと……」

　自分から声を掛けたにも拘かかわらず、そして何を言えばいいのか分かっているにも拘わらず、それがうまく言葉にできない。

　二人はしばし無言で見つめ合い、そして同時に言った。

「「御免（なさい）!!」」

　頭を下げたのも同時だった。顔を上げた二人は一時、ぽかんとしていたが、すぐに笑い始めた。

「笑う事はないだろう」

「健児だって！」

　そう言い合いながらもこぼれる笑いを止める事はできない。しばしの後、少し真顔に戻った健児は梅花に向かって改めて言う。

「御免。なんか色々言いたい事があったんだけど、うまく言えなくて……」

「いいのよ。それはあたしも同じだもん」

　梅花も金色の髪を揺ゆらせて頭を振る。

「ええとな、実は……」

　少し照れくさそうに髪を掻き、視線を喫茶店クリンゲルの方へ向けると健児は言った。

「実は俺、梅花が自分から離れていってしまうんじゃないかと思っていた。ずっと昔、子供の頃からそう思っていたんだ」

　そう言う健児に何も答えずに、ただその視線を追って喫茶店クリンゲルへと顔を向ける。

「なんだ、健児も同じ事心配していたんだ」

「同じ事？」

　聞き返す健児に肯くと梅花は言った。

「健児がいつか、あたしの側からいなくなっちゃうんじゃないかって事。ずっとあたしもそうならないかって心配していた」

「梅花……」

　クリンゲルを見上げたままで梅花は続けた。

「実はね、魄型になった、それがどういう事なのか理解できた時、あたしちょっと安心したんだ。ずっと健児が側にいてくれる。健児を独ひとり占じめできるってね。でも後でそれでいいのかなって思って。ずっとあたしが健児を束縛していてもいいのかなって……」

「いや、俺はどうでもいいんだよ。それより……」

「良くない！」

　梅花は健児の方へ向き直ると言った。

「健児はずっとあたしの側にいなきゃ駄目なの！　あたしがそうして欲しいの!!　健児はあたしの側にずっといるのは嫌いやなの!?」

「えっと……」

　健児は照れたように空を見上げた。

「嫌じゃないよ。嫌なわけないだろう」

「そっか」

　梅花も満足したように空を見上げる。

「じゃあ一緒だね」

　そして横にいる健児の手を握る。

「ずっと側にいてね。いつまでもずっと、あたしの側に……」













「う、うん……」

　そう答えた健児の手を握り返す梅花の手が少し熱くなる。それを誤魔化すように梅花は健児の手を引いたまま喫茶店クリンゲルの入り口へ向かう。

「さ、行こう。お店の手伝いしないと。もうすぐ近所の人たちが来る時間よ」

「うん。それは分かってるけど……。あ、そうだ。結局、スカウトの話はどうするんだよ？」

「どうもこうもないでしょ。今の状況じゃできるわけないじゃないの。そりゃ、女の子だもん。アイドルやタレントに憧れないわけがないけど、ずっと今のままで変わらないんじゃおかしいでしょ？」

「それはまぁそうだけど……」

　責任を感じているのか健児は口ごもる。

「だから健児があたしを普通の人間に戻してくれればいいのよ。健児がちゃんとあたしを大人にしてくれれば……」

　そこまで言いかけて梅花は頰を真っ赤に染そめる。

「な、なによ！　その顔!!　いま変な事、想像したでしょ!!　そういう意味じゃないんだからね!!」

「そういう意味ってどういう意味だよ？」

「いいのよ、健児があたしをちゃんと人間に戻してくれれば。そして、そうしたら……」

「うん、分かってる」

　後の言葉は二人とも口にせずとも分かる。

　ずっと一緒にいよう……。

　そして二人はクリンゲルのドアを開いた。




「ええい、そんな愉ゆ快かいな話をなぜ私にしなかったのだ!!」

　夕方になり喫茶店クリンゲルには、健児や梅花のクラスメートたちが集まっていた。梅花がアイドルにスカウトされたと聞いた超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子こは、自分の知らぬ間に問題が解決した事にいささかご立りつ腹ぷくのようである。

「だって超科学的先輩は、今日一日、お父さんの発表会のアシスタントで学校休んでいたじゃないですか」

　健児にそう言われても粒子は納得いかないようである。

「ええい、そういう時はちゃんと前日のうちに教えるのだ！　そうしたら私が適切なアドバイスを送ってやったのに!!」

「いえ、間に合ってますから」

　喫茶店クリンゲルの制服に着替えた梅花が丁てい重ちように断りを入れると店内は笑いに包まれる。

「じゃあ結局『もうちょっと大人になってから』という事で断り入れたんだ」

「まぁね」

　冴にそう言われて梅花は肯く。

「プロダクションの人は『高校を卒業したらまたお伺いいたします』って言ってた」

『もうちょっと大人になってから』。梅花の言ったその言葉の意味を芸能プロダクションの社員はもちろん、冴や優香、そして父の春人や愛花も正確には把は握あくしていない。

　その言葉が持つ本当の意味を理解しているのは、今の梅花が置かれた状況を知っている人間、つまり健児や白弓、そしてパティ、粒子、真実たちだけだ。

　でもいずれは冴や優香、浩助。そして春人や愛花たちにも話さなければならないだろうな。

　カウンター席に座った健児は、みんなの様子を見ながらそう思う。

「残念だけど、梅花ちゃんはご近所のアイドルだからな。これ以上、出世されても困るよ。あ、ブレンドお代わりお願いね」

「はい！」

　いつもの席に座るのは常じよう連れん客でもある近所の人たち。梅花はチロル風メイド服の裾を翻して微笑みを返す。

「まぁ、それも一理あるわねえ」

　いつものように抹茶ラテを飲みながら冴は言う。

「テレビに出てる梅花も一度は見てみたいけど、やっぱりここでそうやってる方が似合いかも知れないわね」

「うん、だってお姉ちゃんはうちの看板娘だもん！」

　冴の言葉に愛花も肯いた。

「そうね。今はそれでいいかも。まあ先の事は分かんないけど、あたしはそれでいい」

　トレーを胸の前で抱き、梅花はそう言った。

「あ、そうだ！　だったら梅花ちゃんをこのお店のアイドルとして売り出せばいいと思うよ!!」

　やにわに優香がそんな事を言い出す。そんな優香に常連客の一人が首を傾げる。

「いや、だって梅花ちゃんはもうクリンゲルのアイドルだろう？」

「だから違うの。梅花ちゃんに合わせてクリンゲルを改かい装そうするの」

　優香が何を言いたいのか分からず、健児や梅花、そして春人たちは顔を見合わせる。しかし粒子は即そく座ざに合が点てんがいったようだ。

「おお、それは素晴らしい。優香隊員!!　つまりこの喫茶店クリンゲルから喫茶店玖鈴梅花に改装するという事だな！　そして店の最大のセールスポイントを梅花ちゃんにすると!!」

「そうそう！　さっすが超科学的先輩!!　頭いい！」

「はははは、何しろ超科学的だからな！」

　優香に頭いいと言われてもあまりうれしくないような気もするが、粒子は平然として勝ち誇ほこる。

「よし、そういう事ならおやすい御用だ！　この私が超科学を駆く使ししてこの店を梅花ちゃんに似合うよう改装してやろう!!」

　隅すみの席でほうじ茶をすすっていた弾指も賛同する。

「うむ、そういう事ならば拙僧も協力いたそう。まずは店内に誰にでもできる荒あら行ぎようコーナーを設もうけるという事で……」

「なにを言ってる。まずは梅花ちゃんそっくりのウェイトレスロボを用意してだな……」

「っていうか、それじゃ意味ないでしょ？　ステージ作って毎日梅花にオリジナルソング歌わせればいいのよ。たまには愛花ちゃんと一緒に。そんでＣＤ出したりして……」

　果てしなく盛り上がる粒子や弾指、そして冴の妄想に健児と梅花は声を合わせて叫んだ。

「止やめてください!!」
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　　エピローグ




　季節はすっかり秋。

　私立殻から間ま高校では、他の学校よりも少し早い文化祭が行われていた。




「いやぁ、盛せい況きようだねえ」

「ほんとほんと。実行委員会の中間集計だと、うちのクラスが一番見物客の入りが多いみたいだぜ」

　模も擬ぎ店てんの席に着いた浩こう助すけと中なか井いが優ゆう雅がに紙コップを傾かたむけながらそんな話をしていると、横から健けん児じが怒ど鳴なりつけてきた。

「盛況って言ってるんなら、お前たちも手伝えよ！　全然人手が足たりないんだぞ!!」

　そう言う健児はトレーに紙コップを沢たく山さん乗せて運んでいる最さい中ちゆう。健児たちのクラス一年Ｂ組の出し物は模擬店。それも喫茶店クリンゲルの臨りん時じ出張店舗という設定の模擬店なのである。

　見物客の入りが良いというのは、喫茶店クリンゲルの臨時出張店舗という設定もあっての事だが、それは単に地元ではそこそこ有名な喫茶店だからという理由だけではない。

「ほらほら、なにサボってるのよ。あんたたちも手伝いなさいよね」

　浩助たちに文句を言う冴さえが着ているのは、喫茶店クリンゲルの制服。あのチロル風のメイド服だ。この衣装が話題を呼び、徐じよ々じよに客が増えてきたのである。

「いやだって、俺たちは休きゆう憩けい時間だし」

「そうそう」

　肯うなずき合う浩助と中井に、メガネを外はずしている健児がまた文もん句くを言う。

「だったら他のクラスやクラブの見学でもしてこいよ。お前たちがいると席が二つ埋うまっちゃうんだって！」

「いやぁだってなぁ……」

「うん、ここにいるのが一番、目の保ほ養ようになるし……」

　そう言う浩助と中井の頭を、プラスティックのトレーで叩く者がいた。梅もい花かである。

「目の保養って、このお店はコーヒーや軽食を出す所よ。それ以外の理由で長時間、席を占せん領りようするなら出ていってよね！」

「お姉ちゃん、私、手伝おうか？」

　席に座っていた愛まな花かが腰を上げようとする。

「いいの、いいの。愛花は白さ矢やちゃんと一緒にゆっくりしていってね」

　梅花にそう言われて愛花は座り直す。その前にいた白矢は少し笑って言った。

「愛花ちゃんって、ちょっと気を遣いすぎだよ」

「え～～、でもこういう時って落ち着かないじゃないの」

「まぁ、それはそうだけど……」

　そう言う白矢の視線も姉の白さ弓ゆみを追いかけていた。白弓もクリンゲルのウェイトレス姿で接せつ客きやくしているところ。

「そういえばお坊さんはどうしたのよ？　朝から全然姿を見せないじゃないの」

　梅花の言うとおり弾だん指しの姿は教室にはない。

「仏教僧ならこちらから願い下げです」

　やはりクリンゲルのメイド服を身につけたパティが、心底嫌いやそうな口調でそう言った。

「弾指はほら、今度『荒あら行ぎよう部』というのを作ったから。今はプールで『誰にでもできる荒行』って催もよおし物をやってる」

「誰にでもできたら、荒行じゃないでしょ」

　健児の返答に梅花がもっともな指し摘てきを返す。

「いやまあそれはそうなんだけど、本人がそう言ってるんだから……」

　その時である。突然、裏庭の方から爆発音が上がった。しかし今さら誰も興きよう味みを示しめす事はない。すでに朝から何度も爆発音が響ひびき渡っているからである。

「あ～～、また超ちよう科か学がく部か」

　そうぼやくと浩助はカップに残ったコーヒーを飲み干した。例によって怪あやしげな実験を繰くり返し、朝から何度も爆発を起こしているのである。粒たま子こに言わせると爆発は事故ではなく、あくまで正当な実験の結果だそうで、生徒会や実行委員会としても止めさせるわけにもいかないのだ。

「刈かり安やすさん！　刈安さんがこちらのクラスに来てない!?」

　そう言いながら教室に入ってきたのは生徒会長の纐こう纈けつ絲し織おりだ。

「会長さん、どうかしたんですか？」

　怪け訝げんな顔で尋たずねる梅花に絲織は答えた。

「刈安さんが、また無許可で写真を撮とっていたらしいの。あの人の事だから、またこのクラスに来ているんじゃないかと思って……」

「刈安さんなら朝から見てませんよ」

　そう答えたのは健児だ。

「困ったわね。じゃあ……」

　何気なく視線を巡めぐらせた絲織は、メガネを外した健児と正面から向き合ってしまう。次の瞬間、絲織はパッと赤くなった顔を慌てて逸そらす。

「も、もう！　刈安さんは一体どこに行ったのかしらね!!」

　思わず刈安に八つ当たりをする。だが絲織のその表情の変化を見逃さなかった者がいた。

「生徒会長さんの赤面ゲットォ！」

　そう言いながら端はしの席に座っていた謎の人物がコートと帽子を脱ぎ捨てる。その下から現あらわれたのは殻間高校新聞部部長、刈安茜あかねだ。

「か、刈安さん!!　それでは盗ぬすみ撮りです！」

　今度は怒りに顔を真っ赤にして絲織はそう声を上あげる。しかし刈安は絲織に構かまわず手にしたデジカメのシャッターを切りまくった。

「盗とう撮さつじゃないわよ。私は無む防ぼう備びな一瞬を逃したくないだけ。そこに人間としての真実が浮かぶのよ！」

「そういうのを盗撮というんです！」

　止める絲織に構わず刈安は梅花にもカメラを向ける。

「はい、玖鈴さんも一枚。あれ……、どうしたの。ぽかんとして？」

　刈安のその言葉でようやく健児は梅花が命令受付状態になりかかっている事に気付いた。健児はポケットからハンドベルを取り出して梅花の背後に回り込む。そんな健児に気付いて絲織も刈安の前に立ちはだかった。

「とにかく、デジカメのメモリーは没ぼつ収しゆうです！　写真を撮るならちゃんと本人の許可を得てからにしてください！」

　その間に健児は梅花の耳元でハンドベルクリンゲルを鳴らした。

「Was werde ich machen?」

　そう言う梅花に健児は声を潜ひそめて言った。

「いつも通りでいい。普段通りの梅花でいいんだ」

「Gern. いつも通りのあたしでいます」

　そして次の瞬間、梅花の顔に表情が戻る。

「刈安さん、いい加減にしてください！」

「お、戻った。玖鈴さんて、予想外の事が起きると機能停止に陥おちいるタイプなんだ」

　梅花の変調に疑ぎ念ねんを持ったようだが、刈安は勝手にそう納なつ得とくしてくれたようだ。

「もう、人を古い電化製品みたいに言わないでください！」

「いやだってねえ……」

　刈安が梅花と話をしている隙すきを狙ねらい絲織がデジカメを取り上げた。

「これは生徒会で預あずかります。メモリーのデータが完全に消去されたのを確かく認にんしたうえで返却しますので、文化祭の後、生徒会の方へ問い合わせてください」

「そんなぁ、生徒会長～～」

　絲織と刈安の会話に教室の中が笑いに包まれる。白矢も思わず相そう好ごうを崩くずしながら言った。

「この学校、面白いね」

「でしょ。私も殻間高校に進学するつもりなんだ」

　対トイ面メンに座った愛花がそう言うと、白矢は少し考えてから答えた。

「うん、私もそうしようかな……」

「まったく、私がいなくなった来年が心配だわ」

　そう言って嘆たん息そくする絲織に梅花が言う。

「じゃあ来年もこまめに顔を出してください。ほんと手に負おえない人たちばっかりだし」

　笑いながらそう言う梅花に、絲織は一時、不思議そうな視線を向けるが、すぐに笑みを返して答える。

「そうね。そうさせて貰もらおうかしら」




「ふう、今日はひどい目に遭あったわ。模擬店は凄すごく混むし、刈安さんは相変わらずだし……」

　その日の夜、喫茶店クリンゲル閉店後。閉店作業を手伝っていた健児に梅花はそうぼやく。

「ひょっとして梅花って刈安さん苦手？　刈安さん絡がらみだと、簡単に命令受付状態になるけど？」

　周囲に愛花や春人の姿がない事を確認して健児はそう尋ねた。

「っていうか、刈安さんが苦手じゃない人がいたら教えて欲しい。あ、超科学的先輩とかお坊さんとか、ただ者じゃない人は除のぞいてだけど」

「っていうか、そもそもただ者じゃない人間多すぎだろう」

　そう言いながら健児が捲めくるのは梅花のアルバムだ。模擬店開かい催さい前に愛花が撮った集合写真がそこに貼はり付けられたばかり。

　アルバムはまだ半分ほど何も貼っていないページが残っている。

　健児の側そばに歩み寄った梅花は、何もないアルバムのページを捲りながらつぶやいた。

「このアルバムが全部埋まる頃にはあたしたち何をしてるのかしら……」

「大して変わらないんじゃないか？　今の調子なら、一年生のうちに全部埋まりそうだろう」

　妙に現実的な受け答えをする健児に、梅花は少し頰ほおを膨ふくらませる。

「もう、相変わらずロマンがないんだから……！　こういう時は、ほら……。なんていうか、あるでしょ。決まり文句が……」

「……はい？」

　梅花の言いたい事が分からず、健児は怪訝な顔で首を傾かしげるだけだ。

「だから！　ほら、色んな思い出でアルバムを一杯にしようとか、このアルバムが一杯になる頃には、あたしたちは……。って、何を言わせるのよ、この馬鹿!!」

　ようやく梅花の真意が摑つかめかけた健児も頰が熱くなるのを感じていた。

「そ、そうだな……。アルバムを色んな思い出で埋めていこう。このアルバムだけじゃなくて、これからも何冊も何冊も……」

「うん」

　熱い頰を掻かきながらそう言う健児に梅花は素直に肯いた。

「だから……」

　健児はそうつぶやき、そして二人はどちらからともなく顔を寄せ合う。そして吐と息いきが互たがいに唇くちびるに触れあう程ほどになったその時だ。

「……バカップル」

　背後から突然、愛花の声が聞こえてきた。

「ち、ち、ち、ちちちちちちち、違うわよ!!」

　真っ赤になった梅花が覗のぞき込んでいた愛花に向かって必死の反論をする。しかし愛花はくるりと背を向けて、奥の部屋の方へと駆け出してしまう。

「ごちそうさま～～!!」

「……まったく」

　愛花を見送ると、梅花は健児の方へ再び顔を寄せる。

　こつんとおでこを当てながら梅花は健児に向かって尋ねた。

「それで健児はこれから、あたしにどうして欲しいの？」


〈完〉










　あとがき




　そんなわけで短編集です。

　今回の短編集『命じて！服従フロイライン　あらかると』は、文庫シリーズと並行してファミ通文庫公式Ｗｅｂマガジン『ＦＢｏｎｌｉｎｅ』に掲載されたものです。

　これまで短期の掲けい載さいはありましたが、各回に合間はあったとはいえ、半年以上Ｗｅｂに作品を連載するというのは初めての経験でした。

　雑誌連載ですと、かなり枚数的な制せい約やくがきついのですが、Ｗｅｂ版となるとその辺はある程度、融ゆう通ずうが利きくのでその点では比較的楽でしたね。

　雑誌、もしくは書籍とＷｅｂ掲載との違いはといいますと、一番、大きいのが文字組でしょうか。

　書籍、あるいは雑誌に掲載される小説というのは基本的には縦書きになっております。Ｗｅｂでも縦書きにする事はできないわけでもないのですが多くは横書きです。

　ＦＢｏｎｌｉｎｅでも小説は基本的に横書きでした。

　横書きの小説というのは以前から興きよう味みがあり、何度か作品を横書きで出してみたいというお話を編集さんにした事があるのです。しかしながら一作だけのためにフォーマットを変更するのは難しいというお話で実現には至いたっておりません。

　今回『フロイライン　あらかると』の掲載が決まった時も、実は横書きならではの仕掛けをやろうかとも思ったのですが、最終的に文庫へ収録される時には、いつも通りの縦書きになる事もあり、これまた断念という結果に。

　でもまぁいつかはやってみたいですね。小説で横書き。




　Ｗｅｂマガジンで思い出しましたが、最近、電子出版という話をあちらこちらで聞きますね。

　こと日本に関しては電子出版はなかなか浸しん透とうしていないようです。過去にも何度か『今度こそは確実に普ふ及きゆうするだろう』と言われた事もあるのですが、結局、最後はうやむやにという展開ばかりです。

　やはり問題はフォーマットでしょうねえ。新たなフォーマットが出てきた時、以前に購入したものが読めなくなるのでは意味がありません。

　これまでにも何度か同じような事があったので、消費者としては慎しん重ちようにならざるを得ないでしょう。

　そしてこれは私の持じ論ろんなのですが、デジタルデータは人間の所有欲を充みたしてくれないと思うのですよ。

　電子書籍端たん末まつに書籍のデータをダウンロードしても、人間の所有欲を満足させているのはあくまで電子書籍端末そのものであって、決してダウンロードされたデータではないんじゃないかと。

　手で持って触ふれるものではないと、やはり人間の所有欲を充たしてくれないと思います。

　もっとも海外ではそれなりに電子書籍が普及しておりますが、その背景には本という商品に対する付加価値が違うのではないかとも考えます。

　日本の文庫本に相当する、英語圏けんのペーパーバックを手に取ってみますと、表紙を捲めくるといきなり本編が始まる。前書き、後書きすらない事も珍めずらしくない。

　表紙もタイトルと著者名がどかんと印刷してあるだけで、装そう幀ていもデザインも日本のものほど凝こっていない。

　あくまで読み捨てるという事を前提にした商品なのですね。確かに単行本などには日本のもの以上に凝った装幀をしてる本もあるようですが。

　日常的に手にする本が、このようにシンプルなものなら、確かにデータだけダウンロードすればいいかという事になるかも知れません。

　その点、日本は文庫本といえども、装幀やデザインには凝っており、本という独立した商品として完成させようとする傾けい向こうがありますからね。

　既存の端末にダウンロードするだけでは、何か物足りなくなるのかも知れません。

　もっとも前述のように電子書籍端末を持っているという事自体が、人間の所有欲を満足させるなら、例えばｉＰｈｏｎｅのように端末そのものが魅み力りよく的な商品として完成されており、その端末を飾るアプリケーションとして小説をダウンロードするという方向性ならありなのかも知れません。

　もっともそういう小説がどういうものなのかは、私には皆かい目もく見当がつきませんが。

　また書く方からしてみると、これまでの印いん税ぜいや原稿料、あるいは版権の二次使用料に関する契約がどうなっていくのかがまず気がかりですね。

　電子出版が主になってくると、今までの紙媒ばい体たいでの出版を前提とした契けい約やくも見直さなければならないでしょうから。




　さて、今回は少し後書きのページが多いので、脇道に逸それてみました。

『命じて！服従フロイライン』は全四巻に加えて、今回の短編集『命じて！服従フロイライン　あらかると』で無事完結となります。

　私の作品としては比較的短い方でしたが、最後まで健けん児じと梅もい花かのバカップル（笑）にお付き合いいただきありがとうございました。

　イラストのひなたももさん。可愛いキャラクターをありがとうございました。いつも原稿が遅れてしまい申し訳ありませんでした。これからのご活かつ躍やくを期待しております。

　この作品の立ち上げからご協力いただいたファミ通文庫編集部の原はら山やま聡さと子こさま。この巻より新たに担当していただく事になりました加か藤とう麻ま裕ゆ子こさま。いつもせっぱ詰まった作業にしてしまい申し訳ありません。




　今の段階では次の作品については何も決まっておりませんが、なるべく早い機会にファミ通文庫でお目にかかれればと思います。




　それでは次の作品でお会いしましょう。





庄しよう司じ　卓たかし






庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
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